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    　　　　序　章


    



    　ほんの一瞬で、街が輪りん郭かくを失った。


    　猛たける咆ほう哮こうが、世界を燃やした。


    　煙に閉ざされた空は、炎の色を映して赤く揺れる。


    　肌はだをじりじりと炙あぶる熱。四方八方から聞こえてくる悲鳴と断だん末まつ魔ま。


    　何よりも尊とうといとされる人の命──それが次々と失われていく。


    　この赤い世界に吞のまれた以上、自分にもいずれ順番は巡ってくるだろう。


    　けれど、それでも……せめて、この子だけは──。


    　最も大切な命を胸に抱き、男は炎の中を駆かけた。


    　後ろから轟ごう音おん。続いて体が浮き上がる。


    　爆風に飛ばされたと認識したときには、視界の中で天と地が逆さになっていた。


    　猛烈な熱さと痛み、強い衝しよう撃げき。


    　一瞬だけ意識が途切れ、激痛で目が覚める。


    　そして──腕の中が空っぽになっていることに気がついた。


    「────」


    　名前を呼ぼうとするが、喉のどが焼かれたのか声は出ない。呼吸すらままならず、視界が霞かすむ。


    　白む意識の中で〝あの子〟を捜しても、自分以外に動く人間の姿は見つからない。


    　どこだ、どこだ、どこだ──。


    　絶望が、喪そう失しつの予感が、胸を強く軋きしませる。


    　燃える瓦が礫れきの荒野に立つのは、二柱の人じん外がい。


    　街も、人も、意に介することなく戦う怪物たち。炎の大だい蛇じやと黒い巨きよ獣じゆう。


    　それが何なのか、男は知っていた。


    　──幻エ類ナ。


    　かつては神や悪魔、精霊、妖あやかしと呼ばれていた超常的存在。


    　その実在と力は、人類に新たな可能性をもたらすはずだった。男自身も、そう信じていた。


    　しかし今、人は幻類によって何もかもを奪われようとしている。


    　男にとって何より大切な存在も、自身の命すらも──。


    　どこだ、どこだ、どこだ──あの子を返せ！


    　焼けた喉で叫ぼうとするが、音にはならない。


    　空気を震わせたのは、凄すさまじい爆発音。


    　怪物同士の激突で世界が揺れ、大地が捲まくれあがる。


    　迫せまる崩壊を前にして、男はすべての喪そう失しつを悟った。

  


  
    　　　　第一章　魔女は空より来たる


    



    　　　　　　　１


    



    「…………────」


    　誰かが自分を呼んでいる。


    　高い声こわ音ねだが、うるさいとは感じない。


    　その澄んだ響きは、たとえるなら優しい鈴の音。


    　夏、軒のき下したで揺れる風鈴のように、微睡まどろみと寄り添う心ここ地ちのよい音色だ。


    　瞼まぶたの向こうに朝の日差しを感じつつも、辰たつ宮みや湊みなとは眠りの海にたゆたい続ける。


    　だがその海が、急に荒れ始めた。


    　ぐらぐらと意識が──いや、体が揺れている。


    「湊っ！　早く起きるのです！」


    　強制的に浮上させられた意識が、音を言葉として認識した。


    　眩まぶしさを堪こらえつつ、瞼を開く。


    　視界に飛び込んできたのは、幼おさなさを残した美しい少女の顔。窓から差し込む朝日に長い銀髪が煌きらめき、頭からぴょこりと生はえた狐きつね耳の産うぶ毛げは淡く輝かがやいていた。


    「照てる日ひ……？」


    　ぼうっとしながら少女の名前を呼ぶ。


    　そう、彼女は照日。物心ついた頃から共に育った、妹同然の存在。


    　そして今は命を賭として仕つかえ、守るべき主あるじ。


    　けれど自分が何よりも大切にしなければならない少女は、怒った顔でこちらを睨にらんでいる。


    「もう、いつまで寝ているのですか？　遅刻してしまうのですよ？」


    　照日は湊の肩を摑つかんでゆさぶりながら、焦あせった声で告げた。


    　……遅刻？


    　眠気が残る頭で、湊は現状を把握しようとする。


    　ここは旧新宿──第七柱央神殿最上階にある自室。今起きたばかりの自分は、馬乗りになった照日に体を揺らされている。


    　そして今日きようは確か──。


    「っ──！」


    「きゃあっ!?　わ、わわわ──」


    　勢いよく身を起こすと、湊の上に乗っていた照日は後方にくるんと転がった。


    「あ──照日、すまない」


    　ベッドから落ちそうになった彼女の手を摑つかみ、自分のほうへ引き戻す。


    「もう……びっくりしたのです。湊みなとはもう少し、わたくしを大切に──」


    　文句を言う照てる日ひだったが、半ば抱き合うような体勢になっていることに気づいて、顔を赤く染めた。


    「み、湊……あの、その……」


    　しどろもどろな様子の照日だが、彼女の背後でふさふさした尻しつ尾ぽが左右に揺れている。


    　──怒ってはいないみたいだな。


    　尻尾で彼女の気持ちを判断し、湊は安あん堵どの息を吐いた。


    「おはよう、照日」


    　とりあえず朝の挨あい拶さつをしてから、照日の頭を優しく撫なでる。昔からこうすると彼女は落ち着いてくれるのだ。


    「お、おはようございます……湊」


    　気持ちよさそうに目を細め、照日は湊に挨拶を返す。けれどすぐに表情を変え、耳と尻尾をピンと立てた。


    「──と挨拶している場合ではないのです！　もうこんな時間なのですよ？」


    　枕まくら元に置いてあった湊の携帯端末を手に取り、目の前に突き付けてくる照日。


    　そこに表示されている時刻を見て、さあっと血の気が引く。


    　遅刻と言われた時点で嫌な予感はしていたが、起きなければならない時間はとうに過ぎていた。


    「共同巡回……今日きようは、俺おれの担当だったよな」


    「はい、きっともう咲さく良らは待っているはずです。巫ふ道どう機関との連携は、湊が提案したことなのですから、きちんとしてください」


    　腰に手を当て、照日は頰ほおを膨ふくらませる。


    「悪い、今すぐ向かう」


    　失態だなと頭を搔かいて謝り、湊はベッドから降りた。


    　どうも最近、眠りが異様に深い。具体的に言うと一か月前、龍りゆう脈みやくのおかげで命を繫つないでからずっと。


    　ただ、体の調子は非常によかった。立ち上がってみると体に力が──澄んだ幻素イデアが巡っているのがわかる。


    　ハンガーに掛けてあった服を手に取ると、照日は顔を赤くした。


    「はわっ……き、着替えるのなら、わたくしは後ろを向いているのです」


    「──そうしてくれると助かる。というか、どうして照日がわざわざ俺を起こしに来たんだ？」


    　手早く着替えながら、湊は照日の背中に問いかける。


    「ミカエルさんは一時的に第一特区へ戻っていますし、草くさ薙なぎは会談の段取りで大忙しです。八や咫たは手が空いていたのですけど……湊みなとに変な悪いた戯ずらをしそうだったので、わたくしが直接赴おもむきました」


    　確かに、悪戯好きな彼女ならやりかねない。


    　日頃からよく湊をからかう黒翼の美女──《陽皇アマテラス》の眷けん属ぞくたる八や咫たの顔を思い出し、湊は照てる日ひが来てくれたことに感謝する。


    「ありがとう、助かった──と、よし。もういいぞ」


    　着替えを終えた湊は、壁に立てかけてあった刀を腰に差し、照日に声をかけた。


    「ふふ……今のお礼、何だかとっても気持ちが籠こもっていますね」


    　照日はこちらに向き直り、おかしそうに小さく肩を揺らす。


    「まあな──けど、薙なぎ姉が忙しいなら照日の護衛は手薄にならないか？」


    　共同巡回に湊と草くさ薙なぎのどちらかが赴く際は、残ったほうが必ず照日の傍そばにつくようにしている。八咫は交渉や事務仕事などを一手に引き受けているので、護衛のみに専念するのは難しい。


    「は、はい、ですから……湊に相談があるのです。それがその……わたくしだけで湊を起こしにきた本当の理由なのですが……」


    　言いづらそうに湊の表情を窺うかがう照日。これは彼女が少し無理なお願いをするときの顔だ。


    「何だ？　とにかく言ってみてくれ」


    　時間もないので湊は照日を促うながす。すると彼女は意を決した様子で口を開いた。


    「わたくしを、巡回に同行させてください！」


    「へ……？」


    　思いがけぬ要求に、湊は間の抜けた声を漏もらす。


    「今日きようは湊と行動を共にします。そうすれば護衛の件は解決なのです」


    「い、いや、ちょっと待ってくれ。確かにそれなら護衛はできるが、照日が外へ出るのはいろいろとまずい。騒ぎになるし、危険も──」


    「バレない方法は考えてあります！」


    「そうは言ってもな……」


    　食い下がってくる照日に、湊は戸惑う。


    　二人きりのタイミングで持ち出してきたということは、八咫はこのことを知らないに違いない。


    「湊は、わたくしを守り抜く自信がないのですか？」


    「──そんなことはない。俺おれは絶対に照日を守る」


    「なら、お願いです！　わたくし、自分の目で第七特区を見てみたいのです。この場所から見下ろすのではなく、人々と同じ目線で！」


    　照日の強い眼まな差ざしを見て、彼女が第七特区の柱として発言していることに気づく。


    　ならば兄代わりとして諭さとすのではなく、《陽皇》に仕つかえる者としてその行おこないを補佐するのが湊の役目。


    「……わかった」


    「ありがとうなのです！」


    　湊みなとが頷うなずくと、照てる日ひは顔を輝かがやかせる。わさわさと尻しつ尾ぽが大きく揺れていた。


    「ただ、本当にバレない方法なんてあるのか？　式典で照日の顔は知られているし、幻素イデアの気配は隠しようもない」


    　耳と尻尾を隠せば人間の目は欺あざむける。しかし幻エ類ナは、並外れた幻素を持つ神オリ祖ジンの存在をすぐに察知してしまうだろう。


    「それなら大丈夫なのです。見ていてください」


    　照日はそう言うと大きく深呼吸してから、自分の胸に手を当てる。


    



    「──今日きようわたくしは、湊と咲さく良ら以外に注目されません。人間も幻類も、わたくしの正体には気づきません」


    



    　それは、ただの呟つぶやき。だが湊の背筋にぞわりと震えが走る。その言葉には強い〝力〟が宿っていた。


    「今のは、まさか……」


    「はいです。自分自身に言こと霊だまをかけました」


    　驚く湊に、照日はこくんと頷く。


    　言霊とは、言ことの葉はによって幻素へ干渉する《陽皇アマテラス》の力。だが照日はその力を使いこなすことができなかったはず──。


    　湊が疑問の眼まな差ざしを向けると、照日はちょっと照れた様子で頰ほおを搔かく。


    「えへへ……実はこの前、《陽皇》様と意識を共有して戦ったときに、少しだけ言霊を使うコツを覚えたのです。まだ自分の幻素を制御するだけで精いっぱいなのですが」


    「じゃあ今の照日は……俺おれや咲良以外には見えない状態なのか？」


    　まだ驚きから半ば醒さめぬまま、湊は彼女に確認した。


    「見えないというよりは、〝気にされない〟といった感じなのです。同格の神祖や、よほど聡さとい幻類でなければ、たぶん気づかれません。それより、行くなら急ぎましょう。もうゆっくり話している余裕はないのです」


    　照日は少し焦あせった顔で湊を急せかす。


    　確かに長話をしたせいで、約束の時間が迫せまっていた。全力で走っても、間に合わないかもしれない。


    「──そうだな」


    　湊は頷き、照日をひょいと抱き上げて、窓のほうに向かう。小柄な彼女の体は、かなり軽い。


    「ふわっ!?　み、湊？　そっちはテラスなのですよ？」


    　顔を赤くして驚く照てる日ひに、湊みなとは笑いかけた。


    「遅刻しないよう、近道をする。俺おれに任せてくれ」


    　窓を開けてテラスへ出た湊は、鉄柵の上に飛び乗って地上を見下ろした。


    　このビルの高さはおよそ二百メートル。吹き付ける風はとても強く、遥はるか下で行き交う人々は豆粒ほどに小さい。


    　かつて東京と呼ばれていた街には、崩ほう界かい戦争の爪つめ痕あとが生々しく刻まれている。


    　上半分が吹き飛んだビルや、倒壊した高速道路、アスファルトを裂く大きな亀き裂れつ。


    　そんな荒こう廃はいした有あり様さまではあるが、少しずつ復興は進み、街には人が生きる息吹が感じられた。


    　この第七柱央神殿や、近くにある巫ふ道どう機関本部のビルは綺き麗れいに改装され、特区のシンボルになっている。


    　咲さく良らと待ち合わせをしているのは、巫道機関の本部前。湊の足なら走って五分もかからないが──直線距離で向かえば、もっと早い。


    「じゃあ、行くぞ」


    「え？　行くって、湊──」


    　照日が返事をする前に、湊は体を空中へ投げ出した。


    　彼女の声が風に吞のまれ、途中で途切れる。


    「第一階かい梯てい、流ナガレ」


    　重力に引かれて落下しながら、体内を巡る幻素イデアを全身から放出。霊気として発はつ露ろした幻素は、足下に巨大な水の球を生み出した。


    　本来なら、このような力の無駄遣いは避けなければならない。


    　けれど最近は幻素が過か剰じようなほどに満ちている。この程度であれば、疲労を感じることもないだろう。


    「──奔はしれ」


    　高密度に圧縮した水球を、水平方向に解き放つ。渦巻く水流は、湊を乗せて空を駆かけた。


    　それはまるで空を泳ぐ水の龍りゆう。


    　目的地である巫道機関本部ビルを正面に捉とらえた湊は、一直線にそちらへ向かう。


    「ふふ──」


    　腕に抱いた照日の声が、微かすかに耳へ届く。


    　そちらを見ると、彼女は小さく笑っていた。少し驚いてはいても、怖がっている様子はない。


    「昔……社やしろの滝から一緒に飛び降りたときのことを思い出したのです」


    　湊の視線に気づいた照日は、懐なつかしそうに言う。


    　二人が一緒に育った山の社の傍そばには、大滝がある。成長するにつれ、人間離れした身体能力を得ていった湊は、山をすべて遊び場にしていた。


    　滝から飛び降りるのも、気に入った遊びの一つ。社の巫み女こには、あれは父神の神体なのだからと止められたが、気にもしなかった。


    　幼おさない照てる日ひはそんな湊みなとの真ま似ねをしたがり、仕方なく湊が抱えて一緒に飛んだのだ。


    「──そんなこともあったな」


    　強い郷きよう愁しゆうを覚えながら、湊は頷うなずく。


    　遠い昔の出来事だ。


    　あの頃の照日は、今よりもずっと小さくて頼りなかった。今も小柄ではあるが、その体は第七特区のみならず、人類と幻エ類ナの行く末さえ背負っている。


    　加速する視界の中で街の景け色しきが流れ、本部ビルが近づいた。


    　高度を落としながら減速し、落下地点を調節する。


    　本部前には、巫ふ道どう機関の制服を着た少女が立っていた。


    　ちらちらと腕時計を気にしつつ、周囲に視線を向けている。だが上空にまでは注意が向いていないようだ。


    「湊、咲さく良らなのです」


    　照日が少女を指差して言う。


    「──ああ。少し驚かせようか」


    　少し悪いた戯ずら心ごころが芽め生ばえて、湊は照日を抱えたまま少女の目の前にトンと降り立つ。


    「ひゃっ!?」


    　裏返った声を上げ、驚きに目を丸くする少女──芦あし原はら咲良。湊が着地した風圧で、彼女の長い髪がふわりと靡なびいた。


    「え？　み、湊さん？　それに照日も……」


    　半ば呆ぼう然ぜんとしつつ、咲良は口を開く。ほかの職員と同じ制服を着ているせいで大人びて見えるが、実際はかなり若い。このアヴァロンが日本と呼ばれていた頃なら、まだ高校へ通っているような年頃だ。　


    「おはよう、咲良。時間──間に合ったか？」


    「は、はい、大丈夫です。遅刻じゃありません……」


    　まだ驚きから覚めないのか、その声には戸惑いの色が濃い。しかし徐々に頭が追いついてきたようで、咲良はむっとした顔で頰ほおを膨ふくらませた。


    「って……もう、びっくりしたじゃないですか。いったいどこから来たんですか？」


    「上から」


    　空を指さすと、咲良は呆あきれたような表情を浮かべる。


    「私を驚かせるのが目的じゃありませんよね？」


    「違うって。寝坊したから急いで来たんだよ」


    　そう答えるが、わずかに悪戯心もあったので、湊はぎこちなく視線を逸そらした。


    「噓うそなのです。湊は、咲良を少し驚かせようと言っていました」


    　そこに照てる日ひが口を挟み、咲さく良らの視線が鋭するどくなる。


    「み・な・と・さ・ん？」


    「……すまない。というか、咲良は照日が一緒なことに驚かないんだな」


    　湊みなとは謝りながらも、咲良に問いかけた。普通なら照日を同伴していることに、一番驚きそうなものなのだが。


    「あ、それは事前に相談されていましたから。湊さんがオーケーしてくれてよかったですね、照日」


    　湊の腕に抱えられている照日へ、咲良は微笑ほほえみかける。


    「はいです！」


    　とても嬉うれしそうに照日は頷うなずいた後、自分の状態に気づいて「湊、降ろしてください」と赤い顔で訴えてきた。


    　咲良と照日は以前の事件がきっかけで、友達付き合いを始めている。


    　最近はよく電話をしているところも見かけていたが……まさか二人で今日きようのことを計画していたとは。


    　照日を地面に降ろしつつ、湊は照日に友人ができたことを胸の内で嬉しく思う。


    　念のため周囲を見回すが、誰も照日に気づいた様子はない。言こと霊だまの効力は、しっかりと発揮されている。
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    「では湊みなとさん、照てる日ひ、行きましょう！　車はそこに停とめてあります」


    　早口で咲さく良らは言い、照日の手を引いて車のほうへ連れていく。


    「──了解。今日きようもよろしく頼む」


    　いつもと変わらぬ咲良の様子に苦笑しつつ、湊はそう告げた。


    



    　　　　　　　２


    



    　極きよく東とう神しん政せい領りよう域いき──七柱特区アヴァロン。


    　それはかつて日本と呼ばれた地に作られた、人と神々の理想郷。


    　名だたる神オリ祖ジンたちが分割統治する七つの特区では、人類と幻エ類ナが新たな関係を模索している。


    　ひと月前、この地に帰還した照日は《陽皇アマテラス》として、アヴァロンを完成させる最後の柱となった。


    　だがその直後、幻類の殲せん滅めつを掲かかげる組織〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の襲しゆう撃げきや、幻類による住人の殺害事件などもあり、事態は混迷。何とかそれらを解決したものの、事件の爪つめ痕あとは未いまだに尾を引いている。


    「ここが今日の巡回担当地区。第七特区で一番賑にぎやかな旧原宿の露店市です。けれど……まだ、人通りが少なめですね」


    　咲良は多くの露店が立ち並ぶ旧原宿の通りを見回し、残念そうに呟つぶやいた。


    「これで少なめなのですか？　わたくしには、大変盛況に見えるのですが」


    　興味津しん々しんという様子で、照日は大勢の人が行き交う露店市を眺ながめる。


    「咲良と初めて来たときは、もっと活気があったんだ。けど〝覆いを外す者たち〟の件があってから、幻類たちの姿が減った」


    　第七特区は北へ行くほど幻類が、南へ行くほど人間が多い。


    　北端の旧池袋は幻類街、南端の旧渋しぶ谷やは人間街とも呼ばれ、それぞれが幻類と人間で占められている。


    　この旧原宿は、人間と幻類が入り混じる区域だが、南に寄っているので人口比率は人間のほうが上だ。


    　それゆえに幻類は、警戒を強めているのだろう。


    「……わたくしの力不足ですね」


    　少し表情を暗くする照日に気づき、湊は彼女の頭にポンと手をのせた。


    「大丈夫だ。このまま平へい穏おんを維持できれば、時間が解決してくれる」


    「湊……」


    　まだ不安そうな照日に、咲良は笑いかける。


    「しっかり巡回してトラブルの芽を摘つんでいけば、街は少しずつよくなります。なので早速出発しましょう！」


    「……はいです！」


    　ようやく明るい表情を取り戻した照てる日ひは、こくんと頷うなずいた。


    　そうして三人で露店市を巡り始める。


    　普段より少ないとは言え、気を抜くと通行人にぶつかってしまいそうな混雑具合だ。そんな中、照日は誰の注目も浴びずにトコトコと短い歩幅で歩いていた。


    　露店を営む人間や幻エ類ナが、照日の神しん気きに気づいた様子はない。言こと霊だまの隠おん形ぎようは、十分に機能している。


    　それに関しては喜ばしいことなのだが……湊みなとは巡回を始めて一つの問題に気がついた。


    「よっ、お二人さん。今日きようも仲がいいねー」


    「ほらほら咲さく良らちゃん、これ持ってお行き。あ、彼氏さんもどうぞどうぞ」


    　当然ながら周囲の人々は照日に気づかず、湊と咲良が二人で歩いていると認識する。


    　咲良の顔馴な染じみである露店商たちは遠慮なく咲良をからかい、湊を囃はやし立てた。


    「ありがとうございます。でも今日はお仕事ですから、遠慮しておきますね」


    　もう慣れた様子で咲良は差し入れを断ことわり、湊は苦笑を返すのだが──この状況を初めて見る照日は、段々と不機嫌になっていく。


    「……湊はどうして否定しないのですか？」


    　そしてとうとう耐え切れなくなった様子で、照日は湊の服を引っ張ってきた。


    「え、何をだ？」


    「咲良の彼氏と言われることについてです」


    　むっと頰ほおを膨ふくらませ、照日は責めるように言う。


    「いや、最初は訂正してたんだが──否定してもキリがないし、ムキになると余計にからかわれるからな」


    　ため息をつき、他に対処法がないのだと湊は答えるが、照日は納得できないという表情で咲良に視線を向ける。


    「咲良もいいのですか？　このままだと湊が彼氏だと思われてしまうのですよ？」


    　照日に問いかけられた咲良は、少し困った様子で頰を搔かいた。


    「うーん……あれは何というか、挨あい拶さつみたいもので──たぶん皆さん、本気で仰おつしやっているわけじゃないと思います」


    「で、ですが、そうした話が広まったら、信じる人も出てくると思うのです！」


    　拳こぶしをぐっと固めて照日は力説する。


    「それは……湊さん、困りますか？」


    　そこでなぜか咲良は湊に話を振ってきた。


    「噂うわさは所しよ詮せん噂だし、俺おれは別に気にしないが──」


    　湊みなとがそう答えると、咲さく良らは少し嬉うれしそうに表情を綻ほころばせる。


    「私も同じです！　なので特に問題はなさそうですね」


    「むー……」


    　上機嫌になった咲良の横で、照てる日ひはさらに頰ほおを膨ふくらませた。


    「湊と咲良は危機意識が低いのです。油断していると既成事実になってしまう可能性も──」


    　腕を組み、文句を口にする照日だったが、その言葉は後方から聞こえてきた声によって中断する。


    「おい、あんた！　危ないぞ！」


    　振り返ると、街路樹の周囲に人だかりができていた。その中で露店商らしき男性が、樹上に向かって叫んでいる。


    「どうしたんでしょう……？」


    　咲良もその様子を見て、眉まゆを寄せた。


    「行ってみるのです！」


    　照日は咲良の手を引っ張って走り出す。確かに何か起こっているなら自分たちの仕事だと、湊も駆かけ出した。


    「すみません、少し通してください！」


    　人ごみを搔かき分け、街路樹の根本まで来ると、問題はすぐに判明する。


    　木の上にいたのは、一人の少女。


    　彼女は枝にしがみ付きながらも、じりじりと先へ進んでいる。次第に細くなる枝の先には、シャーと威い嚇かくの声を発する猫が見えた。


    「いったい何があったんですか？」


    　咲良が先ほど叫んでいた露店商の男に問いかけると、彼は困った様子で答える。


    「何がと言われても……いきなりあの子が木を登り出して──危ないから止めたんだが……」


    　ミシミシと枝が軋きしむ音が聞こえてきた。このまま行けば、少女の重さを支え切れずに枝は折れるだろう。


    「み、湊！」


    　どうすればいいのかわからない様子で、照日は湊の服を引っ張った。


    「──俺が連れ戻してくる」


    　ほかに方法はないと判断し、湊は木の幹みきに足を掛ける。しかし湊が登り始める前に、枝の限界は訪れた。


    　バキバキッという決定的な破は砕さい音おんを響かせ、枝が根元付近から折れ曲がる。


    「あ──」


    　その先にいた少女は完全にバランスを崩し、宙ちゆうに投げ出された。


    「っ！」


    　湊みなとはとっさに幹みきを蹴けって跳躍。空中で少女を抱き留め、地面に降り立つ。


    　周囲から「おおー」と歓声が上がり、パチパチと拍手が鳴った。


    「……大丈夫か？」


    　何となく気恥ずかしい思いを抱いだきつつ、湊は少女を降ろして問いかける。


    　色素の薄い髪と、陶器のように白い肌はだ──年齢は咲さく良らと同じぐらいだろうか。幻素イデアの気配は感じないので幻エ類ナではない。


    　丈たけの長いローブを身に着けており、これでよく木登りなどしようと思ったなと内心呆あきれた。


    「うん……平気」


    　少女は頷うなずきながらも、木の上を見上げる。


    　枝は木の皮一枚繫つながった状態でぶらんと垂れ下がっていた。


    「猫は？」


    　きょろきょろと辺りを見回し、問いかけてくる少女。湊は猫にまで注意を向けていなかったため、その質問には咲良が答える。


    「枝から飛び降りて、向こうに走っていきましたよ」


    　細い路地を指さす咲良。


    　それを見て、少女はがくりと肩を落とした。


    「そう……」


    「君の猫だったのか？」


    　あまりの落胆ぶりを見て、湊は少女に訊たずねる。


    「ううん、ボクのじゃない。けど……欲しかった」


    　──つまり猫を捕まえようとして木に登ったってことか。


    　変わった子だなと思っていると、少女はじっとこちらを見つめてきた。


    「あなたがボクを捕まえたのはどうして？　欲しかったの？」


    「いや、捕まえたんじゃなくて、君が落ちてきたから助けたんだが……」


    　予想外の質問に戸惑いつつ、湊は答える。


    「助けた？　どうして？」


    　理解できないという表情で目をぱちくりさせる少女。


    「あのまま落ちたら怪け我がするだろ？」


    「かもしれないけど、あなたには関係のないこと」


    「その場に居合わせたんだから、関係はある」


    「居合わせた……」


    　少女はどこか嚙かみしめるように湊の言葉を繰り返し、小さく頷いた。


    「──そういうことなら、納得した。助けてくれて、ありがとう」


    「あ、ああ」


    　ぺこりと頭を下げる少女に、湊みなとは頷うなずき返す。


    「あなたみたいな人は好き」


    「好きっ!?」


    　少女の言葉に、照てる日ひが裏返った声を上げた。けれど〝気にされない〟状態にある照日に注目が集まることはない。だが──。


    「うん」


    　少女は照日の言葉に、こくりと首を縦に振る。


    「え──」


    　照日を認識しているかのような反応に、湊は息を吞のんだ。


    「じゃあ、ボクはこれで。人捜しの途中なの」


    　湊が何か言う前に、彼女はすたすたと歩み去る。


    「今あの方……わたくしに返事を……？　いえ、そう見えただけ……？」


    　照日も驚いた顔で遠ざかる少女の背中を見送った。


    「不思議な方でしたね。けど、あの人どこかで──」


    　咲さく良らは何か思うところがあるのか、少女が紛まぎれた人ごみをじっと見つめる。


    「知ってるのか？」


    　顔の広い咲良なら面識があってもおかしくないだろうと、湊は問いかけた。


    「いえ……会うのは初めてのはずです。なのになぜか見覚えがある気がして……」


    　咲良は眉まゆを寄せて考え込むが、諦あきらめた様子で嘆たん息そくする。


    「──たぶん、私の勘違いだと思います。巡回に戻りましょう」


    　気を取り直して湊たちを促うながす咲良。だがその懐ふところで電子音が鳴り響いた。


    「はい、こちら芦あし原はら」


    　ポケットから携帯端末を取り出した咲良は、素早く電話に応じる。


    　するとその顔が次第に固くなっていくのがわかった。


    「何かあったのでしょうか？」


    　照日は心配そうに湊へ問いかける。


    「あまりいい報しらせじゃなさそうだ」


    　湊がそう呟つぶやくと、通話を終えた咲良が口を開いた。


    「この近くで、人間と幻エ類ナの揉もめ事が起きていると通報がありました。急いで向かいましょう！」


    



    



    　諍いさかいが起きているとの連絡を受けて急行した、旧原宿の露店市。


    　けれど駆かけつけた湊みなとと咲さく良らを見た途端、人じん狼ろうらしき男たちは舌打ちをして露店の前から歩き去る。


    　照てる日ひには気づいていないはずなので、神しん気きに怯おびえたわけではない。理由は恐らく自分だろうと、湊は苦い思いを抱いだいた。


    「おお、咲良ちゃんと湊さんか！　助かったよ！」


    　リサイクル品を販売していた人間の男性は安あん堵どした様子で礼を言うが、湊は複雑な気持ちでため息をつく。


    「相変わらず、幻エ類ナからは必要以上に警戒されてるな」


    「湊さん……」


    　咲良は表情を曇らせて湊を見た。照日も何か言いたげな顔で視線を向けてくる。


    「──まあ、仕方ない。全部、俺おれの責任だ」


    　二人に苦笑を返した湊は、辺りに視線を向けた。


    　この旧原宿は人類と幻類が入り混じって生活しており、幻類の露店も目立つ。だがそうした者たちが湊に向ける眼まな差ざしは、先ほどの者たち同様に鋭するどい。


    　理由は簡単。一月前──人間を殺した幻類たちのグループを、湊が問答無用で皆殺しにしたと思っているからだ。


    　実際に彼らを殺害したのは、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟に所属している旧友、飛ひ田だ蓮れん路じ。だが、人類と幻類の決定的な対立を避けるために、湊は自みずから罪を被かぶった。


    　そうした真相を知っているのは、咲良と姉貴分の草くさ薙なぎだけ。照日にも伝えていない。


    　この誤解は自ら望んだこと。


    　幻類たちからの敵意は甘んじて受け入れよう。たとえ人間の肩を持つ裏切り者だと思われようとも。


    　ただその分、人間からは強く信頼されるようになった。


    「ありがとうございます、ありがとうございます」


    　湊の手を握って何度も礼を言う男性。


    　また何かあったら連絡してくれと言い残し、湊と咲良は巡回に戻る。照日は複雑そうな表情で、一歩遅れてついてきた。


    「あの……湊──」


    「どうした？」


    　躊躇ためらいがちに問いかけてきた照日の方を向くが、彼女は迷った末に首を振る。


    「……いいえ、何でもないのです」


    　笑みを浮かべてごまかす照日。


    　彼女は湊が何かを隠していることには気づいているはずだ。互いの噓うそがわからないほど、薄い関係ではない。


    　けれど照てる日ひに真相を明かすつもりはなかった。なぜなら今後も必要があれば、自分は泥を被かぶるだろう。そのときに照日が湊みなとの行おこないを知っていれば、公正な判断を下せない可能性がある。


    　湊は優しすぎる主あるじの頭を撫なで、胸の内で「すまない」と謝った。


    　そんなやり取りで少し重くなった空気を感じ取ったのか、咲さく良らが明るい口く調ちようで言う。


    「湊さんが一緒だと、私の出番がなくて助かります。大きな事件に発展しなくてホッとしました」


    「──脅おどしているみたいで、あまりいいことだとは思わないけどな。たぶん咲良がきちんと話し合いで解決したほうが、後々のためになるはずだ」


    「かもしれませんが……言葉が無力なときもあります。湊さんが恐れられるようになってから、明らかに街の治安はよくなりました。それは決して、悪いことではないはずです」


    　強い口調で言い切る咲良。


    　確かに街の──特に幻エ類ナによる犯罪件数はかなり減っている。


    　湊は《陽皇アマテラス》直属の護衛者であるがゆえに、その行動は《陽皇》の意志だと解釈されている雰ふん囲い気きもあった。


    　融ゆう和わを望む照日にとっては、不本意な状況かもしれない。


    　ゆえに手放しで喜べることではなかったが、湊自身も今のアヴァロンには強い規律が必要だと感じていた。


    「ありがとう、咲良」


    　礼を言い、彼女の頭を撫でる。


    「ちょ、ちょっと湊さん、ここ往来の真ん中ですよ？　私は照日じゃないんですから」


    　頰ほおを染め、あたふたと咲良は手を振った。


    「──あ、すまない」


    　いつもの癖くせが出てしまったと湊は謝る。照日は撫でるとすごく喜ぶので、つい同じようにしてしまうのだ。


    「そうなのです。湊が撫でるのはわたくしの頭なのです」


    　照日は湊の手を取り、自分の頭にポフとのせた。


    「別に撫でるのは構わないが……照日はこんな場所で恥ずかしくないか？」


    　ぴょこりと生はえた耳と一緒に髪を撫でつつ、湊は問いかける。


    「……わ、わたくしのことには誰も気づいていないので構いません」


    　多くの人が行き交う露店市を見回して照日は顔を赤くするが、湊の手から離れようとはしなかった。


    　そんな二人を見て、咲良は苦笑を浮かべる。


    「照日は本当に湊さんと仲がいいんですね。ちょっと羨うらやましいです」


    「やっぱり咲良も湊に撫でて欲しかったのですか？」


    　照てる日ひは慌あわてた様子で咲さく良らに問いかける。


    「い、いえ、それはさすがに恥ずかしいですよ。ただ……甘えられる相手がいるのはいいなーって」


    　恥ずかしそうに咲良は答えた。


    「咲良には、いないのですか？　〝御み蔵くら〟の方たちとは親しいと聞いたのですが……」


    〝御蔵〟とは旧渋しぶ谷や東部を縄張りにする自治組織だ。咲良はその一員として、崩ほう界かい戦争時代を生き抜いてきた。


    「〝御蔵〟のみんなは確かに家族みたいなものですけど……それぞれが頑張って、力を合わせてって感じでやってきましたから、甘えることはできません」


    「そうなのですか……」


    　どこか寂しそうな表情を浮かべる咲良を見て、照日は考え込み──何かいい考えが浮かんだという顔で口を開く。


    「あっ──でしたら、これからはわたくしに甘えてくださいです！　お互いに頼り合う、そんな友人になればいいのです」


    「……ありがとうございます、照日」


    　咲良はとても嬉うれしそうに礼を言い、ちらりと湊みなとのほうを見る。


    「できれば湊さんとも……そういう関係でいたいです」


    　以前、咲良は助け合う間柄になろうと湊に告げた。それを思い出し、湊は首しゆ肯こうを返す。


    「ああ──もちろんだ」


    　既にそうだという意味も込めて答えると、咲良は笑みを浮かべた。


    　だがその間に照日が割り込んでくる。


    「咲良、友人として湊に甘えるのは構いませんが──ナデナデは駄目ですからね！」


    「ふふ、わかってますよ」


    　そんな会話をしていると、横手から面白がるような声が聞こえてきた。


    「ミナト、両手に花で羨うらやましいわねー」


    　足を止めると、そこは占うらないを商あきなう露店の前。水晶玉を前にして座る女性が、にやにやしながらこちらを眺ながめている。


    「え、エトナさん！　聞いてたんですか……」


    　恥ずかしそうに俯うつむく咲良。


    「お店の前なんだから、当然でしょ？」


    　笑って答える女性──エトナは、人間ではなく幻エ類ナ。以前、咲良を通じて知り合いになった《始魔ヴアルプルギス》の血族だ。


    　だが湊は会話を聞かれたことよりも、彼女が口にした言葉が引っかかった。


    　──両手に花？　エトナは照日に気づいているのか？


    　湊みなとが疑問の眼まな差ざしを向けると、エトナは妖あやしく笑う。


    「ミナトの隣にいる子──気を抜くと意識から外れてしまいそうになるけど、一応〝視みえて〟いるわよ。この澄んだ神しん気き……もしかして、あなたが《陽皇アマテラス》様かしら」


    　照てる日ひは同格の神オリ祖ジンか聡さとい血族には隠おん形ぎようが見破られるかもと言っていたが、まさに彼女がその〝聡い血族〟だったらしい。


    「っ──はいです。こんなにあっさり見破られるなんて……まだまだですね」


    　驚きながら頷うなずき、ため息をつく照日。言こと霊だまを扱えるようになり始めた段階なので、未熟なのは仕方ない。


    「いえ、私は〝視る〟ことだけが取り柄えの魔女だから、辛かろうじて気づいただけよ。この付近であなたを察知できる者はいないでしょう。ただ……」


    　そこでエトナは一いつ旦たん言葉を切り、声を潜ひそめて続ける。


    「今度の会談では、私よりずっと力のある血族が訪れるでしょうから、そういう力の使い方は気をつけた方がいいかもしれないわ」


    「っ──」


    　湊はその言葉に息を吞のみ、咲さく良らと顔を見合わせる。


    「どこで会談のことを……公おおやけにはされていないはずだが──」


    　彼女の表情を窺うかがうと、エトナは小さく肩を竦すくめた。


    「別に魔女としての力を使ったわけじゃないわよ？　占うらない師のもとには、自然といろんな情報が集まるものなの。詳細までは知らないけど、この前の地震に関係あるんでしょう？」


    　そこまで予想がついているなら、ごまかしても仕方ない。


    「──ああ」


    　頷き、苦い思いを嚙かみしめる。


    　すべての原因は自分にあるから。


    　一月前──戦いの中ですべての力を使い果たした湊は、龍りゆう脈みやくからの幻素イデア流入によって命を拾った。


    　そのとき、大地は淡く輝かがやき、不気味に鳴めい動どうしたという。


    　龍脈とは膨ぼう大だいな幻素の貯蔵庫であり、六柱の協力を得るために《陽皇》が差し出した対価。それを勝手に使ってしまったのだから、説明を行おこなわなければならない。


    　ゆえに各特区の使節を第七特区へ招き、会談を行うことになったのだ。ミカエルが一時的に第一特区へ戻っているのも《天元エール》の意向を直接聞くため。


    　会談が行われるのは明後日あさつてで、既に何人かの使節は到着していた。


    「街ではもう、噂うわさになっているのですか？」


    　照日が少し焦あせった様子で問いかける。


    「いいえ。ただ、近々何かがありそうという気配は感じていると思うわ。だから皆どこかピリピリしていて、小さな諍いさかいが頻ひん発ぱつしてる」


    　ちらりと湊みなとたちが来た方向を見てから、エトナは嘆たん息そくした。先ほど湊たちが止めた騒ぎは、ここからでも聞こえたのだろう。


    「隠そうとしても隠し切れないことはあるものよ。一人でも暴き立てようとする者がいればなおさらね。おかしな流りゆう言げんが広まる前に、きちんと説明はしておいたほうがいいと思うわ」


    「それは……占うらない師としてのアドバイスか？」


    　湊が問うと、苦笑を浮かべてエトナは首を横に振る。


    「違うわ。人生経験に基づいた、ただのお節せつ介かいよ」


    「──心に留めておく」


    　占いよりも説得力のある彼女の言葉に、湊は頷うなずいた。


    「あの……」


    　だがそこで、咲さく良らが横から服の端を引っ張ってくる。振り向くと、彼女は怪け訝げんそうな表情で上空を見上げていた。


    「どうしたんだ？」


    「何か、変な感じがしませんか？　空がいつもと違うというか……」


    　空に視線を向けたまま、咲良はやけに曖あい昧まいな質問をする。


    「変？」


    　湊も空を見上げてみるが、特に異常は見当たらない。


    　青い空と、風に薄く引き伸ばされた白い雲。しばらくは雨が降りそうにもない、いい天気だ。


    「空……」


    　だがエトナは少し表情を硬くし、屋台から出てきた。そして何かを見極めるかのように目を細めて空を仰あおぐ。


    「確かに────何かがあるのです」


    　照てる日ひが硬い表情で呟つぶやいた。


    　彼女たちのただならぬ様子を見て、湊も再び空に注意を向けた。


    　確かに……何かが変だ。


    　いつものこの時間ならば、露店市の周辺には食べこぼしなどを求めて鳥たちが集まっている。


    　しかし今、空のどこにも鳥の姿は見当たらない。


    　それに──微かすかだが幻素イデアの気配が……。


    



    『そなたか……』


    



    　誰かの声が聞こえたような気がした瞬間、背筋に悪お寒かんが走る。空から凄すさまじい幻素の気配が放たれ、青い天てん蓋がいが波打つように揺らいだ。


    　空が──破ける。


    　それは、そう表現するしかない異様な情景。


    　青空の頂いただきに、大きな──とてつもなく大きな物体が姿を現す。


    　周囲の人々も異変に気づき、どよめきと驚きの声が露店市を包んだ。


    　空に出現した異物によって太陽が遮さえぎられ、街が翳かげる。


    「岩……いえ、お城……？」


    　咲さく良らが小さな声で呟つぶやいた。


    　確かに一見すると巨大な岩がん塊かいだが、よく観察すれば上部に城のような建造物が見える。


    「何なんだ、あれは──」


    　状況を把握できず、湊みなとは空に浮かぶ城を呆ぼう然ぜんと見上げた。


    「……マゴニア」


    　けれど疑問の答えは、自分のすぐ傍そばからもたらされる。


    「エトナ？」


    　湊が疑問の眼まな差ざしを向けると、彼女は畏い怖ふと懐なつかしさが入り混じる表情で呟く。


    「地上から追いやられた魔女たちが集つどう場所──第五特区の柱、神オリ祖ジン《始魔ヴアルプルギス》の居きよ城じようよ」


    



    　　　　　　　３


    



    「はてさて……いったい、どういうつもりなんだろうねえ」


    　どこか愉たのしんでいるような口く調ちようで、幅広の大だい刀とうを携たずさえた草くさ薙なぎは言う。


    　直前まで酒を飲んでいたのか、顔は赤く染まり、巫み女こ服に近い装しよう束ぞくも着崩れていた。


    　だがその眼差しだけは、刃やいばのように鋭するどく空に浮かぶ城──マゴニアを見み据すえている。


    「マゴニアは本来──第五特区の上空に浮かぶ、《始魔》と魔女たちの城。それをここまで移動させるなんて……穏やかじゃありませんわ」


    　漆しつ黒こくの翼を背に持つ女性、八や咫たは上空で静止している城を見上げて呟いた。草薙と似た服装ではあるが、こちらはきちんと身だしなみを整えている。


    　場所はヘリポートが設置されている第七柱央神殿の屋上。彼女らは空中城が出現してからずっと、ここで状況を見守っていた。


    「照てる日ひ様が湊の巡回についていったってのは、本当なのかい？」


    「ええ、書き置きが照日様の部屋に残されていました。先ほど連絡もあったので、そろそろ湊くんたちと戻ってくるはずですわ」


    　八咫が草薙の質問に答えたとき、ちょうど屋上への昇降口から湊が姿を現す。


    「薙なぎ姉、八咫！」


    　湊の後ろには照日と咲良。


    　既に隠おん形ぎようを解除した照てる日ひは、草くさ薙なぎたちのもとにやってくると、深々と頭を下げた。


    「──こんな大変なときに留守にしてしまい、ごめんなさいなのです」


    「何か動きがある前に間に合ったんだから、あたしは構わないよ。たまには息抜きも必要だ」


    　草薙がそう答えると、八や咫たも同意するように頷うなずく。


    「そもそも私たちは、照日様に付き従う眷けん属ぞくです。あなた様の行動を咎とがめる権限はありませんわ。それより、街の様子はどうでしたか？」


    「皆さん、状況がわからずに不安がっているのです。このままだとパニックが起きるかもしれません」


    　照日はここへ戻るまでに見た情景を思い出しつつ、草薙に伝えた。


    「巫ふ道どう機関は現在、混乱を抑えることに力を注そそいでいますが……きちんと状況を説明しないと、住民の不安は取り除のぞけないと思います」


    　咲さく良らが続けて治安維持を担になう巫道機関の動向を説明する。しかしその言葉に、八咫は表情を曇らせた。


    「説明と言われても、困りますわね。私たちにも状況は全くわからないのですから……今のところ、あちらからは挨あい拶さつすらありません」


    　黒い翼をばさりと軽く動かし、八咫は肩を竦すくめる。


    「いえ──どうやら、挨拶はしてくれるようなのですよ」


    　そこで照日が空を見上げて呟つぶやいた。


    　耳をピンと立てた彼女の視線を追うと、空中城の傍そばに小さな黒い点を見つける。


    「神オリ祖ジンじゃないが……かなりの大物だ。あれが第五特区からの使節、ってことなのかね」


    　濃い幻素イデアの気配を感じた草薙が一歩前に出て、湊みなとを手招いた。


    「湊、あたしらが出迎えるよ。照日様たちは、少し下がってな」


    「わかった」


    「お願いしますです」


    　湊は応じて草薙に並び、照日は八咫と咲良を促うながして後方へ下がる。


    　照日を守るのは護衛者である自分と草薙の役目。湊は刀の柄つかに右手を添え、空から来る者を待ち受けた。


    　近づいてくると、点にしか見えなかった姿がシルエットとして捉とらえられるようになる。


    　影は一つ。大きな有ゆう翼よくの獣けものだ。


    　だがよく見ると有翼獣じゆうの背に誰かが乗っている。さらに距離が縮まると、それが紫し紺こんの衣装を纏まとう女性であることがわかった。


    　どんな事態にも対応できるよう、相手の動向を注意深く観察する。


    　彼女はこちらへ攻撃を仕掛けることもなく、柱央神殿屋上のヘリポートに降下してきた。


    　有翼獣が着地すると、大きな振動が足元から伝わってくる。


    　大きい──ライオンの三倍はありそうな体たい軀くに鳥のような頭部と翼……決して自然界には存在しない獣けものだ。


    　その上にいた女性は、有ゆう翼よく獣じゆうの背からひらりと舞い降りた。露出の多い衣装によって際きわ立だつ妖よう艶えんな肢し体たいと、血のように赤い唇くちびる──成熟した女性の魅力に満ちた彼女は、まさに魔女という言葉を体現した存在に見える。


    　草くさ薙なぎはそんな魔女と有翼獣を見み据すえ、低い声で問いかけた。


    「さて──ずいぶんと派手な登場をしてくれたもんだねえ。おかげで第七特区は大騒ぎだ。いったいどういうつもりだい？」


    　返答次第では叩たたき斬きるという雰ふん囲い気きを滲にじませる草薙。


    　けれど彼女の殺気を受け流すように、妖艶な魔女は笑った。


    「あら、驚かせてしまったのならごめんなさいね。私はエキドナ。《始魔ヴアルプルギス》様の側近よ」


    　名乗りを上げた魔女──エキドナに注意を払いつつ、湊みなとも口を開く。


    「あなたが会談の使節なのか？」


    　しかしエキドナはおかしそうに笑い、首を横に振った。


    「いいえ。会談に出席するのは私じゃなく、《始魔》様よ。そのためにこうして、マゴニアでやってきたんだから」


    　空の城を示してエキドナは言う。


    「な……神オリ祖ジン自みずからが、会談に？」


    「そちらも《陽皇アマテラス》が出席するのだから、おかしなことではないでしょう？　そういうわけで、早速会談を開いてもらいたいのだけど」


    　エキドナが湊たちを見回して要求を口にすると、それまで後ろに下がっていた八や咫たが前へと出てきた。


    「──申し訳ありませんけど、会談の日程は明後日あさつてだとお伝えしてあるはずですわ。もう少しだけ、お待ちくださいな」


    「まだ到着していない使節は放っておいて、先に始めてしまえばいいじゃない。わざわざここまで赴おもむいた《始魔》様に、無む為いな時間を過ごせと言うの？」


    「そんな勝手な……」


    　他特区の柱という格上の存在を持ち出され、八咫が言葉に詰まる。応じられるのは同格の存在のみ。だから──。


    「先に会談を始めるのは、他特区の不利になります。なので、明後日まで待ってほしいのです」


    　照てる日ひが、声を上げる。


    　それまで余裕を失わなかったエキドナが、微かすかに表情を強こわ張ばらせた。


    　銀色の尻しつ尾ぽを揺らめかせ、照日は湊と草薙の間に立つ。彼女の放つ圧倒的な神しん気きに反応してか、有翼獣が低い唸うなり声を上げて体を縮めた。


    「もうすぐ《天元エール》の代理としてミカエルさんが戻ってきます。まだ使節が来ていない第二特区と第三特区の様子も見てきてくれるそうなのです」


    「けれど──」


    　照てる日ひの言葉に反論しようとするエキドナだが、草くさ薙なぎがそれを遮さえぎるように口を開いた。


    「気に入らないねえ」


    「……何か、言いました？」


    　エキドナは目を細めて草薙を睨にらむ。


    「耳が遠いのかい？　気に入らないって言ったのさ。《始魔ヴアルプルギス》を待たせるのが失礼だと言いたいらしいが、あんたらは既にとんでもない無礼を働いているんだよ？」


    「無礼？」


    「ああ──断ことわりもなく第七特区にあんなものを持ち込んで、太陽を覆い隠した。極きよく東とうの太陽神たる照日様の前で、だ」


    　敵意と戦意を隠すことなく、草薙は上空のマゴニアを指さした。


    「このまま《陽皇アマテラス》への冒ぼう涜とくを続けるのなら、あたしが目障りなあの城を叩たたき斬きる」


    　手にした大だい刀とうを掲かかげる草薙に、エキドナは嘲あざけりを含んだ笑みを返す。


    「大口を叩くわね。あなたにそんな大それた真ま似ねができるとは思えないけど」


    「なら、試してやろうか？」


    　草薙とエキドナが睨み合い、空気が張り詰めた。


    「あ、あの、喧けん嘩かはいけません。まずは話し合いを──」


    　咲さく良らが慌あわてた様子で仲ちゆう裁さいに入ろうとするが、そこで頭上から声が響く。


    



    「ごめんなさい。マゴニアは柱央神殿の上空から少し移動させる」


    



    　振り仰あおぐと杖つえに乗った一人の少女が、空から湊みなとたちを見下ろしていた。


    　逆光になって顔はよく見えないが、丈たけの長い紺色のローブが風に靡なびいている。


    　なぜ彼女の接近を察知できなかったのかと驚くが、その理由はすぐにわかった。


    「湊、気づいたかい？」


    　隣に立つ草薙が、小声で話しかけてくる。


    「ああ……幻素イデアの気配がほとんどしない。彼女は人間だ」


    　抑えた声で湊は答える。それに彼女の服装と声には覚えがあった。


    　幻素を知覚できる自分たちが人間と幻エ類ナを見誤ることはまずない。だが彼女が人間なら、どうして空を飛んでいるのか。


    　まるで、魔女のように──。


    「ちょっとシーナ！　何を勝手に決めているのよ」


    　エキドナが不満げに彼女へ文句を言う。


    「エキドナ、落ち着いて。今日きようは、戦いに来たわけじゃない」


    　少女は短く答えると、高度を下げて屋上へ降り立った。色素の薄い髪がふわりと風に揺れる。


    「あ……」


    　そこで背後の咲さく良らが驚きの声を漏もらした。


    「あの人はさっきの……」


    　照てる日ひも少女を見て、小さな声で呟つぶやく。まさかと思ったがやはり……。


    　驚いているのは湊みなとも同じ。なぜなら彼女とは、つい先ほど顔を合わせたばかり。


    　猫を捕まえようと木に登り、落ちたところを湊が助けた少女だ。


    「ボクは……シーナ。《始魔ヴアルプルギス》様に代わって、挨あい拶さつに来た」


    　小さいがよく通る綺き麗れいな声で少女──シーナは挨拶をする。


    「挨拶は私の役目でしょう？　あなたは別の仕事があったはずよ」


    　エキドナは不機嫌そうに言うが、その口く調ちようには親しさが感じられた。間違いなく強大な血族であるエキドナと、人間の少女が普通に会話をしている。それはとても不思議な情景だった。


    「〝彩さい眼がん〟なら、ちゃんと見つけたから大丈夫。だから、エキドナの様子を見に来た」


    　シーナはそう答えると、切り揃そろえられた前髪の下からじっと湊を見つめてくる。


    「君は一体……」
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    「さっきはありがとう。やっぱりあなたが《陽皇アマテラス》の龍だったんだね」


    　淡々とした口く調ちようで礼を言い、シーナは小さく微笑ほほえんだ。そして今度は照てる日ひに向き直り、こう告げた。


    「会談は明後日あさつてでいい。けど何があっても、それ以上は待たない」


    「……わかったのです」


    　どこか含みのある言い方に引っかかるが、照日は首を縦に振る。《始魔ヴアルプルギス》側が予定に従うのであれば、こちらから文句はない。


    　照日が了承したのを確認すると、シーナはぺこりと頭を下げた。


    「じゃあ、また明後日。帰ろ、エキドナ」


    　杖つえに乗り、空に舞い上がるシーナ。エキドナは深々と嘆たん息そくして、有ゆう翼よく獣じゆうの背に飛び乗る。


    「全く、あの子はいつもマイペースなんだから……」


    　そんなことを呟つぶやいた後、彼女は草くさ薙なぎのほうに視線を向けた。


    「私としては不本意だけど──続きは明後日ね」


    「……ふん」


    　草薙も不満そうに鼻を鳴らし、エキドナを睨にらみ返す。


    　空へ昇っていく二人の魔女を見送りながら、湊みなとは刀に添えていた手を離した。


    　杖に乗る魔女、シーナがちらりとこちらを見る。目が合うと彼女は少しだけ表情を動かした。


    　どんな感情を表したものかは、判別が付かない。


    　そしてシーナは空から何かを放り投げる。それはひらひらと風に乗り、湊の前に舞い落ちた。白く四角い封筒だ。


    「何だ……？」


    　封筒を拾い上げ、シーナに疑問の視線を向ける。けれど彼女は何も言わぬまま、エキドナと共にマゴニアへと帰っていった。


    「それ、湊さんへの手紙でしょうか……？」


    　咲さく良らが近づいてきて、湊の手にある封筒を覗のぞき込む。


    「たぶん、そうですわね。ここに〝龍の人へ〟と書かれてありますわ」


    　さらに八や咫たも湊の後ろからそう指摘した。


    「もしかして果たし状かい？」


    　草薙はまだ気が立った様子で、湊に問いかける。


    「湊、中には何と書かれているのですか？」


    　照日が湊の腕を引っ張り、中身の開示を要求してきた。


    　飾り気のない白い封筒を開けると、そこには手紙が入っている。皆の視線が集まる中、湊は手紙を広げて音読した。


    「──シーナです。突然ではありますが、あなたに一目惚ぼれしました。ボクと結婚してください。マゴニアで一緒に暮らしましょう……？」


    　短い文章を読み終えるが、すぐには内容が理解できない。


    　結婚？　一緒に暮らす？　これではまるで──。


    「こ、恋文なのです！」


    　裏返った声で叫ぶ照てる日ひ。


    「ええーーーーっ!?」


    　咲さく良らも素すっ頓とん狂きような声を上げ、目を丸くする。


    　混乱に陥おちいる皆の中で、湊みなとはただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。
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    　白翼の天使が、空を翔かける。


    　眼下を流れていくのは、緑に包まれた山々と平地に広がる街並み。


    　だが特区外にある街はすべてがゴーストタウンで、電柱や信号機、放置された車には錆さびが浮いている。


    　──脆もろいものね。


    　人間が作り上げたものの儚はかなさに、空を行く天使──ミカエル・ザ・サードは、小さく嘆たん息そくした。そして翼を羽ばたかせ、さらに速度を上げる。


    　風を操あやつる能力を併用すれば、ミカエルはどの天使よりも速く飛ぶことが可能だ。予定より少し遅れているため、なるべく急がねばならない。


    　第二特区と第三特区の使節は、とっくに出発したという。下へ手たをすれば自分が一番遅いということもありうる。


    「わたしが、会談の主導権を握らないと……」


    　ぐっと胸を押さえ、ミカエルは《天元エール》から託された役割の重さを思い返した。


    　絶対に失敗はできない。たとえそれが、自分にとって不本意な役回りだったとしても。


    　己おのれに覚悟を刻む彼女だったが、ふと行く手に異変を感じた。


    　──第七特区のほう……幻素イデアの気配が急に濃くなったわね。


    　強大な神オリ祖ジンと多くの力ある血族たちが集つどう各特区は、離れていても大体の位置がわかるほど強い気配を放っている。


    　その濃度が変わったとなれば、何か大きな動きがあったと考えるべきだろう。


    　さらに加速して先を急ぐミカエル。


    「っ──!?」


    　けれど彼女は急制動を掛けて、空中で静止した。


    　地上に目を疑うようなモノを、見つけてしまったのだ。


    「何よ、これ……」


    　滅ほろびた街に刻まれた巨大なクレーター。周辺の家や木々は焼け焦こげ、黒く炭化している。


    　そしてその中心には、バラバラに砕かれた巨大な手足や頭部が転がっていた。


    「巨人の残ざん骸がい──《虚帝ギンヌンガガプ》の血族……？　まさか第二特区の使節じゃ──」


    　信じられない思いで呟つぶやくミカエルの耳に、遠えん雷らいの音が届く。


    　振り向くと彼方かなたの空が暗く翳かげり、不吉な雷光が瞬またたいていた。
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    「《始魔ヴアルプルギス》──直接乗り込んできやがったか。神オリ祖ジンが二匹になると、会談の襲しゆう撃げきはリスクが高たけぇな」


    　第七特区の郊外にある朽くちたビル。その一室の窓から空に浮かぶ城を見上げ、飛ひ田だ蓮れん路じは苦々しく呟く。


    　ここは〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が使う隠れ家の一つで、彼は会談襲撃の準備を進めていた。


    　しかし空中城マゴニアの出現で、その計画は見直さざるをえないだろう。


    　──いや、この事態は《陽皇アマテラス》にとっても想定外だったはず。適当に引っ搔かき回してやるだけで、面おも白しれぇことになりそうだ。


    　顔に刻まれた傷跡を歪ゆがめ、蓮路は愉たのしげに笑う。


    　ギィ──。


    　そのとき、部屋の扉とびらが微かすかに軋きしんだ。


    「──誰だ」


    　蓮路は素早く傍そばの机に置いてあった銃じゆう剣けん──機神デウス・フルンディングを手に取り、鋭するどい声で問いかけた。


    「久しぶりだな。生体機神エクスデウス０２」


    　身を屈かがめて扉を潜もぐり、のそりと部屋に入ってきたのは長身の男。


    　くすんだ色の銀髪と彫ほりの深い顔立ちで、あちこちに機械や装甲が取り付けられた白い戦闘服を纏まとっている。


    　さらに二メートル近い自身の身長よりもさらに長い柄えの武器を手にしていた。先端には突くための穂先と、叩たたき斬きるための斧おのの刃やいばが両方備わっている。ハルバードと呼ばれる武器だ。


    「あんたは──」


    　微かすかに目を見開き、蓮路は驚きの混じった声を上げた。


    「……私の顔を、まだ覚えていたか」


    「自分を改造した奴やつを忘れやしねえよ。《終奏者トランぺツター》ライオット・レイヤード」


    　苦々しい声で答える蓮路だが、表情には呆あきれ混じりの笑みが浮かぶ。


    「確かあんたの担当は、第五特区だったはずだぜ。ここで何をやっていやがる」


    　蓮れん路じがそう問いかけると、長身の男──ライオットは無表情のまま口を開いた。


    「第七特区で作戦行動を行おこなう。お前は私の指揮下に加われ」


    「──相変わらず一方的な物言いだな。他人の管かん轄かつに踏み入ってきて、説明の一つもなしか」


    　苛いら立だった様子で蓮路は言うが、ライオットは不可解そうに眉まゆを寄せる。


    「なぜ説明を求める。私たちが動くのは幻エ類ナを討つため。目的が変わらぬのだから、過程などどうでもいいだろう」


    「生あい憎にくだが、俺おれは奴やつらをただ殺せれば満足なんじゃねえ。根絶やしにするため戦ってんだよ」


    　蓮路の返事を聞いたライオットは、しばし考えてから頷うなずいた。


    「──理解した。ならば情報を共有しよう。私は今回の会談で《始魔ヴアルプルギス》が行動を起こすと踏み、一週間前から部隊を率ひきいて第七特区の付近で活動していたのだ」


    「だったら、もっと早く挨あい拶さつぐらいしやがれ」


    　蓮路が荒々しく文句を言うと、ライオットは微かに身を屈かがめた。もしかしたらそれで頭を下げたつもりなのかもしれない。


    「大物が単独行動している機会を見逃すわけにはいかなくてな。挨拶よりも狩りを優先させてもらった」


    「……何のことだ？」
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    　訝いぶかしげに問いかける蓮れん路じ。


    「会談に出席するため、各特区から派遣される使節──それを狩っていた」


    　手にしたハルバードへちらりと視線を向け、ライオットは淡々とした声で答えた。


    「……勝手なことを──」


    「何か、問題があったか？」


    　どこか試すような視線を向けるライオットに、蓮路は舌打ちをする。


    「ちっ──まあ、別にいい。どっちにしろ、もう会談を襲しゆう撃げきする計画は白紙だ。それより、そんな大物と戦って、機神デウスの幻素イデアは尽きちゃいねえだろうな？」


    「戦いで消しよう耗もうした幻素は、倒した幻エ類ナから補給すればいい。幻類を殺し続ける限り、機神は決して鈍なまることのない刃やいばだ」


    　これまで淡々としていた彼の声に微かすかな感情が混じった。それは暗く濁にごった殺意と濃い憎ぞう悪お。


    　蓮路は彼の底知れぬ闇を前に、口の端はを歪ゆがめる。


    「ははッ、確かにそうだ。あんたが狙った獲物を仕留め損そこなうわけもねぇ。で──あんたの予想どおりに《始魔ヴアルプルギス》は動いたわけだが、ここからどうする？」


    　蓮路はすっと目を細め、ライオットの目的を訊たずねた。


    　すると彼は表情を動かす。ほんのわずかな変化だったが、蓮路には彼が笑ったように見えた。


    　そして《終奏者トランぺツター》ライオット・レイヤードは告げる。


    「私は《始魔》を滅ほろぼす──この第七特区と共に」
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    　二日後──会談当日。


    　湊みなとは照てる日ひと共に、柱央神殿内の広い会議室で待機していた。会談の開始時間は正午。


    　草くさ薙なぎと八や咫たは、屋上で《始魔》を待ち受けている。


    　だが未いまだに使節は全員揃そろっていない。ミカエルも予定より到着がかなり遅れていた。


    　彼らが時間までに現れてくれることを祈りながら、湊は窓の外に視線をやった。


    　今日きようの第七特区は灰色の雲に覆おおわれている。ひょっとすると一雨降るかもしれない。


    　──咲さく良らも同席するって話だったが、まだ来ないのか……。


    　恐らく巫ふ道どう機関で仕事に追われているのだろう。


    　空中城の来訪による混乱を治めるため、巫道機関は《陽皇アマテラス》と《始魔》の会談が行おこなわれることを公おおやけにした。


    　下へ手たなごまかしをするよりは、真実の一部を示したほうが効果的だと判断したらしい。


    　というか、そもそも……会談の議題については巫道機関も把握していない。


    　龍りゆう脈みやくはアヴァロンの成り立ちと存続に関わる最重要機密。人間側に明かしていなかったカードだ。


    　ゆえに咲さく良らの出席は望ましくないのだが、ここまで問題が大きくなった以上、巫ふ道どう機関を除のけ者にするわけにはいかない。


    　──まあ、俺おれとしては早く来てほしいんだけどな。


    　重苦しい沈黙に耐えながら、湊みなとは胸の中でため息をついた。


    　照てる日ひは先ほどからずっと無言で顔を伏せている。


    　時折動く耳や尻しつ尾ぽの様子から見るに、間違いなく機嫌が悪い。一昨日おとといからずっとこんな調子だ。原因は恐らく──。


    「……で、湊はどうするつもりなのですか？」


    　ぽつりと、小さな声でようやく照日が話しかけてくる。


    「どうするって、何を──」


    　突然のことに心構えができていなかった湊は、慌あわてて問い返した。それが照日の感情を逆さか撫なでしたのか、彼女は尻尾をピンと立てて湊を睨にらむ。


    「それはもちろん、一昨日の恋文についてなのです！」


    「……そのことについては、もう何度も言っただろ。あれはどうせ、意地の悪い魔女の気まぐれだ。いきなり結婚とか、一緒に暮らすとか、明らかに俺をからかってる。本気にして慌てていたら、魔女たちに笑われるさ」


    　ため息をつき、湊は小さく肩を竦すくめた。


    「ですが、もし本気だったらどうするのです？　湊はカッコよく彼女を助けたわけですから、本当に一目惚ぼれされていても不思議ではありません」


    「まあ──確かにシーナは、やけに俺を見ていたが……」


    「ほら！　絶対そうなのです！　というか湊もしっかり彼女の名前を覚えているじゃないですか！　やっぱり内心では嬉うれしくて、彼女のことを意識しているのでしょう？」


    　拗すねた表情で、ぷいと顔を背そむける照日。


    「いや、シーナは自分で名乗っていたし、手紙にも名前が書いてあっただろ。さすがに忘れたりはしないって」


    「むー……とにかく湊は、彼女が本気だった場合の心構えもしておいてください。言い寄られて、そのままホイホイついていったら……わたくしはたぶん、とっても怒るのです」


    　じっと《陽皇アマテラス》の主人格にも劣おとらぬ迫力で、照日は湊を見み据すえる。


    「わ、分かった」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、湊は深く首しゆ肯こうを返した。


    　そのとき、ノックもなくバンッと会議室の扉とびらが勢いよく開かれる。


    「《陽皇》様、失礼いたします」


    　慌てた様子で入ってきたのは、背に白い翼を持つ天使──ミカエル・ザ・サード。


    「ミカエルさん、先に行かないでくださいよー」


    　彼女に続いて、息を切らした咲さく良らも姿を見せた。


    　ミカエルは咲良に構わず、早足で湊みなとと照てる日ひのもとに歩み寄る。


    「──つい先ほど到着し、空の城を見て驚きました。今、サクラから話を聞いたところなのですが……《始魔ヴアルプルギス》が直接乗り込んでくるというのは、本当ですか？」


    　どこか余裕のない表情でミカエルは照日に問いかけた。その後ろから咲良が「ちょうど入り口で一緒になったんです」と補足する。


    「お帰りなさいです、ミカエルさん。確かに今日きようの会談には《始魔》が出席するそうです。ですが使節の方々が、まだ揃そろっていません」


    　照日の返答を聞くと、ミカエルはさらに表情を険けわしくした。


    「到着していない使節は、どこの方でしょう？」


    「第二特区と、第三特区なのです」


    「っ……」


    　沈痛な面おも持もちで唇くちびるを嚙かむミカエル。


    　その様子に湊は咲良に疑問の眼まな差ざしを向けた。けれど彼女は何も知らないらしく、戸惑った表情で首を横に振る。


    「ミカエルさん？」


    「……残念ですが、どれだけ待っても彼らはたぶん来ません」


    「どういうことですか？」


    　照日が驚いて説明を求めると、ミカエルは固い声で話し出した。


    「ここに来る途中、第二特区の使節と思おぼしき幻エ類ナの亡なき骸がらを見つけました。周辺には激しい戦いの痕こん跡せきがあり、何者かに襲しゆう撃げきされたのだと思われます」


    「な──」


    　照日だけでなく、湊と咲良も同時に息を吞のむ。


    「第三特区の使節も遠回りをして探してみたのですが、ここまでの道中では発見できませんでした。未いまだに現れていないとなると……」


    「ちょっと待ってくれ。襲撃って、いったい誰に──」


    　湊は戸惑いながら問いかける。


    　ミカエルは湊に視線を移すと、深々と嘆たん息そくした。


    「分からないわよ。会談を有利に運ぼうとする他特区の妨害か……もしくはこの前ここを襲おそった人間たちの同類か……色々と考えられるけど、証しよう拠こは何もないわ」


    　ミカエルの声には苛いら立だちが混じっている。彼女自身も混乱しているのだろう。


    「……本当に使節が殺されたなら、大変なことなのです。このまま会談を行おこなうのは良くありません」


    　そう呟つぶやく照てる日ひだったが、突然ハッとした様子で天井を見上げた。


    「っ……」


    　湊みなととミカエルも気づく。はるか上方から巨大な幻素イデアの気配が近づいていた。まるで重力が何倍にもなったかのような錯さつ覚かくを抱いだくほど、強烈な威圧感。


    　ついに──《始魔ヴアルプルギス》がマゴニアから降りてきたのだ。


    　ふと横を見ると、人間であるはずの咲さく良らも何かを感じた様子で上を向いている。


    　自分たちに釣られて上を見たのか、それとも──。


    「湊、屋上へ行きましょう。会談の日程を延ばしていただけるよう、交渉してみるのです」


    　照日はそう言って湊の腕を引く。


    　会議室まで招いてしまっては、そのまま会談を行おこなう流れになってしまう。その前に話し合うべきだと考えたのだろう。


    「わたしも行くわ。魔女たちに好き勝手されちゃ困るもの」


    　ミカエルが口を開くと、咲良も慌あわてて手を挙げる。


    「わ、私も同行します！　湊さん、喧けん嘩かはしないでくださいね！」


    「──それは向こうの出方次第だな」


    　決して簡単にはいかない予感を抱きながら、湊は皆と共に屋上へと歩き出した、
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    　湊たちが屋上へ着くと、既に《始魔》は降こう臨りんしていた。


    　実際に見るのは初めてだが、圧倒的な神しん気きを肌はだで感じれば、彼女がそうだと分かる。


    　一昨日おととい来訪した二人の魔女──魔ま獣じゆうを従えるエキドナと杖つえを手にした人間のシーナ。彼女たちに挟まれて立つ黒衣の女性。


    　シーナよりも小柄で幼おさないとさえ言える容よう姿しだが、人形のように整った顔に浮かぶのは艶つややかで底知れない魔女の微笑ほほえみ。頭部から生はえる二本の角と相まって、悪魔的な不気味さも感じられる。《始魔》は身長よりも長い金環の錫しやく杖じようを手に、照日へ視線を向けた。


    「直に会うのはこれが初じゃな、《陽皇アマテラス》」


    「……初めましてです、《始魔》」


    　照日は魔女たちと対たい峙じしていた草くさ薙なぎと八や咫たの前に出て、硬い声で挨あい拶さつを返す。


    「そう身構えられると悲しいのぉ。我は以前より、そなたに親しみを覚えておったというのに」


    　大げさに肩を竦すくめた《始魔》は、意味ありげに妖あやしく笑った。


    「わたくしに、親しみを？」


    「ああ──かつて《天元エール》にやり込められた者同士、親交を深めたいと思っておるのじゃ」


    　そう言ってミカエルに一瞬だけ視線を向ける《始魔》。


    「っ……」


    　びくりと、湊みなとの隣にいたミカエルが体を震わせる。《始魔ヴアルプルギス》の視線に込められていたのは微かすかな敵意。それだけで《天元エール》の血族であるミカエルは、射いすくめられてしまっていた。


    「……《始魔》に《天元》との因いん縁ねんがあったのは、知らなかったのです」


    　照てる日ひが少し驚いた様子で言うと、《始魔》は皮肉そうに口元を歪ゆがめる。


    「まあ、遠い昔の話じゃ。もう水に流した──そなたと同様にな」


    「それならよかったのです。わたくしも、できるならあなたとは仲よくしたいと思っています」


    　その返事を聞いて、満足そうに《始魔》は頷うなずいた。


    「うむ──つまり、我らの想いは同じということじゃ。ならば、余計な蟠わだかまりは早々に解いておかねばならん」


    　そう言うと《始魔》は隣に立つシーナへ、促うながすような視線を向ける。シーナは無言でこくんと首しゆ肯こうし、湊たちのほうへ歩いてきた。


    　シーナの視線は照日ではなく、真っすぐに湊のほうを向いている。彼女はゆったりとしたペースで距離を詰めると、湊の前で足を止めた。


    「……ボクの手紙、読んだ？」


    　切り揃そろえられた前髪の下からじっと湊を見つめ、シーナは小さな声で問いかけてくる。


    「あ、ああ」


    　どうしてこの場面でと思いつつ、湊は頷き返した。


    「むー……」


    　照日は頰ほおを膨ふくらませ、湊を横目で睨にらんでいる。


    　後ろでは咲さく良らが八や咫たに「わ、私たち、この会話を聞いちゃっていいんでしょうか……？」と小声で相談しているのが聞こえた。


    　草くさ薙なぎはあまり興味のない様子で、《始魔》とエキドナのほうをじっと見み据すえている。


    「じゃあ、返事を聞かせて」


    　周囲の様子は気にせず、手紙の答えを要求してくるシーナ。その眼まな差ざしは真剣で、からかっている様子はない。彼女の思惑はわからないが、ここはきちんと返答をするべきだろう。


    「悪いが、君とは結婚できないし、マゴニアへ一緒に行くつもりもない」


    　きっぱり断言すると、シーナは不思議そうに首を傾かしげる。


    「……どうして？」


    「会ったばかりで、何も知らない相手と結婚できるわけないだろう。それに俺おれは照日を──《陽皇アマテラス》を守るためにここにいる。彼女の傍そばから離れるつもりはない」


    　はらはらとこちらの様子を見守っていた照日に視線を向け、湊は強い口く調ちようで告げた。


    「湊……」


    　照日は安あん堵どした様子で胸を撫なで下ろす。


    　だがシーナはまだ諦あきらめず、湊みなとに一歩詰め寄った。


    「分かった。じゃあボクのことを、教えてあげる」


    　そう言って彼女は湊の手を取り、自分の胸に押し当てる。


    「な──」


    　手のひらから伝わる柔らかな感触。


    　ローブを着ているためわからなかったが、思った以上に胸が大きい。微かすかに響いてくる彼女の鼓こ動どう……華きや奢しやな体を巡る血ち潮しおに、幻素イデアの気配は感じられなかった。やはり彼女は人間だ。


    　しかし、何か違和感がある。


    　今、二柱の神オリ祖ジンによって周囲に満ちている幻素の気配が、微かに揺らいだような──。


    「どう？　少し、ボクに興味が出た？」


    　そんな湊の心を読んだように、シーナは上目遣いで問いかけてきた。


    「っ……それは──」


    　驚いて少し手に力が入る。


    「んっ……」


    　胸を強く摑つかまれたシーナは、上うわ擦ずった声で小さく喘あえいだ。


    　呆ぼう然ぜんとしていた照てる日ひが我に返り、眦まなじりを吊り上げる。


    「ちょっ、湊──」
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    「こんなことをしたらいけません！」


    　だが照てる日ひが行動に出るより早く、咲さく良らが湊みなととシーナを強引に引き離した。


    「あ……」


    　少し驚いた顔でシーナが咲良を見る。


    「シーナさん、女の子が軽々しくそういうことをしてはダメです。もっと自分を大切にしてください！　自分を相手に知ってほしいなら、もっとほかに方法はあります」


    　腰に手を当てて、咲良はシーナに注意をした。


    「ほかの方法……？」


    「最初が手紙だったんですから、次は会話です。まずは言葉でじっくりと、お互いを知っていくべきだと思います」


    　真剣な表情で諭さとす咲良だったが、シーナは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。


    「……それだと、時間がかかる。あなたを今連れていかないと、意味がない」


    　首を振り、湊をじっと見つめるシーナ。


    「ダメ？」


    　無む垢くな顔でシーナは訊たずねてくる。


    「ああ、すまない」


    　湊は断ことわるが──まるで子供のおねだりを拒んでいるようで、妙な罪悪感を抱いだく。


    「そう……わかった」


    　残念そうにため息をつくと、シーナはとぼとぼと引き返していった。《始魔ヴアルプルギス》のもとに戻った彼女は、ぺこりと頭を下げる。


    「……ごめんなさい」


    「よい。元からあまり期待はしておらぬ」


    　やれやれと肩を竦すくめつつ、《始魔》は湊のほうを見た。


    　初めて彼女に注意を向けられたことで、ミカエルが竦んだ理由を理解する。絡みつき、皮ひ膚ふから沁しみ込んできそうな幻素イデアの気配。彼女と視線を合わせているだけで、息が苦しい。


    「だが──残念じゃ。そなたがシーナの求めに応えておれば、全てが丸く収まったというのに」


    「……どういうことだ？」


    《始魔》の考えが分からず、湊は問いかける。


    　──シーナが手紙を渡してきたのは、彼女の指示だったのか？


    「我が此こ度たびの会談に自みずから赴おもむいた理由は、ただ一つ。そなたの所有権を得るため」


    「なっ……」


    　息を吞のむ照日。その傍そばでミカエルも表情を険けわしくした。


    「どうじゃ、《陽皇アマテラス》？　そやつを我にくれぬか？」


    「だ、ダメなのです！　なぜ湊を──」


    　照てる日ひは湊みなとの前に移動し、庇かばうように両手を広げる。


    「……なぜ、とそなたが問うか？　理由なぞ、言わずともわかっておるじゃろう」


    　すっと目を細め、《始魔ヴアルプルギス》は冷たい微笑を浮かべた。空気が一気に張りつめ、草くさ薙なぎは無言で大だい刀とうの柄つかに手を添える。


    「知って……いるのですか？」


    　照日はそんな草薙を身振りで抑え、《始魔》に確認を取った。


    　会談の目的を知らない咲さく良らは「……？」と首を傾かしげるが、湊には照日が何を問いかけたのか理解できる。


    　今回の会談は龍りゆう脈みやくが起動した件について話し合うのが目的だが、その原因が湊であることはまだ秘密にされていた。


    　しかし《始魔》の言葉は、湊と龍脈の関係を知っているように受け取れる。


    「──当然じゃ。いくら隠そうとしても魔女の目はごまかせぬ。見通すことにかけては、我らに並ぶ者はない」


    　照日の疑問を肯こう定ていし、《始魔》は言葉を続けた。


    「龍脈とは、《陽皇アマテラス》の言こと霊だまによって管理される膨ぼう大だいな幻素イデアの貯蔵庫──我は、そう聞いていた。じゃが、先日の件で悟ったのじゃ。あれはそのようなモノではないと」


    「わたくしは、噓うそをついていないのです」


    　拳こぶしをぎゅっと固め、照日は強い口く調ちようで反論する。


    「ふむ、ならば問おう。そなたは六柱の助力を得る際、龍脈から幻素を引き出す〝鍵かぎの言葉〟を我らに譲じよう渡とし、己おのれは龍脈を使えぬように言霊で縛しばった。それは間違いないか？」


    「はい。そのとおりなのです」


    　かつて《天元エール》と交わした龍脈譲渡の契約を肯定する照日。


    「ならばなぜ、龍脈は第七特区で起動したのじゃ？　しかもそのときに引き出された幻素は、我らが〝鍵の言葉〟で一度に引き出せる量を遥はるかに凌しのぐ」


    「それは……」


    　言葉に詰まる照日に、《始魔》はさらに言葉を重ねていく。


    「こうして直接相対すればわかる。そこの者から感じる幻素は、龍脈と同質じゃ。根源的に深い繫つながりがあるのじゃろう。そのような者を手元に置いて、龍脈を譲渡したとは片腹痛い」


    《始魔》は手にした杖つえを持ち上げ、その先端で湊を指し示した。


    「違うのです！　あれは本当に思いがけない出来事で──もう二度とあのようなことはないとお約束します！」


    「ふ……口ではどうとでも言えよう。じゃから我はそやつをくれと申しておる。譲渡が嫌であれば、百年ほどの貸与でも構わん。さすれば我らは、今後も良い関係を築いていけるであろう」


    　にたりと怖おぞ気けが走る笑みを浮かべ、《始魔》は己の要求を告げる。


    「お待ちください！」


    　しかし、そこでミカエルが声を上げた。奥歯を嚙かみしめ、先ほど射い竦すくめられたプレッシャーに抗あらがいながら、彼女は前に出る。


    「彼──タツミヤ・ミナトが龍りゆう脈みやくと繫つながる重要な存在であるならば、ほかの特区が彼を占有することも看かん過かできません。これは《天元エール》様のご意思でもあります！」


    　はっきりと言い放つミカエルだったが、《始魔ヴアルプルギス》は露骨に不快な表情を浮かべる。


    「──《天元》の走そう狗くごときが、神オリ祖ジン同士の話に口を挟むな」


    「わたしは今回、会談に出席する使節の任も帯びています。少なくとも会談の場において、わたしと《始魔》様の立場は対等です」


    　睨にらまれながらも今度は竦むことなくミカエルは言い返した。


    「ほう……ならば会談の場で結論を出すだけじゃ。早速、今から始めようではないか。予定どおりにな」


    　含みのある口く調ちようで《始魔》は促うながす。


    　使節が揃そろっていないことを既に知っているのか、それともこうなるように彼女自身が画かく策さくしたのか──真実はわからない。


    　だが二日前の去り際にシーナが残した〝何があっても〟という言葉は、重みを増してくる。


    　照てる日ひも《始魔》たちの関与を疑ってはいるだろう。だが表立って問い詰めることはせず、慎重に言葉を返した。


    「あの、会談についてなのですが──もう少し待っていただけませんか？　使節の方々が道中で何者かに襲しゆう撃げきされ……滅ほろぼされてしまったようなのです」


    「滅ぼされた、とな？　ふ……残念じゃが、それは待つ理由にならんのぉ。そやつらにも、そやつらを遣わせた神祖にも、もはや会談で意見する資格はないというだけじゃ」


    　あっさりと照日の提案を退しりぞけ、《始魔》はミカエルに視線を戻した。


    「──そもそも使節に代行させておる時点で、ほかの特区にとってはその程度の問題だということ。やはりこの件は我と《陽皇アマテラス》とで結論を出すのがよかろう」


    「……そのような横暴、《天元》様はお許しになりませんよ？」


    　ミカエルは怒りを堪こらえながら、釘くぎを刺す。力では敵かなわないと理解している彼女にとって、これが精いっぱいの抵抗なのだろう。


    　けれど恐らく──その一言が《始魔》の逆げき鱗りんに触れた。


    



    「……許す？」


    



    　彼女の眼球が突とつ如じよとして黒く染まり、瞳ひとみが赤い輝かがやきを放つ。


    　その瞬間、《始魔》から放たれる幻素イデアの気配が質を変えた。絡みつくようだった彼女の神しん気きが、凄すさまじい圧力をもって全身を締め上げてくる。


    「ぐっ……」


    　反射的に一歩後退した湊みなとだったが、《始魔ヴアルプルギス》に直視されたミカエルは逃げることさえできなかった。


    「あ──が──はっ……」


    　呼吸ができないのか、苦しそうに喉のどを押さえて膝ひざをつくミカエル。


    　そんな彼女に向けて《始魔》は無言で金環の錫しやく杖じようを翳かざす。


    　シャランと金環が鳴り響くと杖つえから無数の光が放たれ、宙ちゆうに複雑な図形と文字を刻んだ。それらは組み合わさって複数の魔法陣となり、ミカエルの周囲を取り囲む。


    　──《始魔》は、本気でミカエルを滅ほろぼすつもりだ。


    　それに気づいても足が動かない。声を上げられない。黒く染まった《始魔》の瞳ひとみに囚とらわれたかのように、体の自由が利かなかった。だが──。


    



    「──やめるのです！」


    



    　澄んだ声が──力ある言葉が、《始魔》の呪縛を砕く。ビシリと魔法陣に亀き裂れつが走り、光は滲にじんで虚こ空くうへと消えた。


    　声の主は、照てる日ひ。彼女は必死な表情で《始魔》を睨にらみつける。まだ自身にしか影響を与えられないと言っていた彼女の言こと霊だまが、《始魔》の攻撃を止めたのだ。


    《始魔》は眉まゆを寄せ、照日の方を向く。


    「何なに故ゆえ、邪魔をする？　こやつはそなたの配下ではなかろう？　運悪く会談に辿り付けなかったとしても、問題はないはずじゃ」


    「……ミカエルさんは今、第七特区に出向中の身。わたくしたちの仲間なのです」


    　照日は《始魔》の黒い眼まな差ざしにも怯ひるまず、はっきりと宣言した。


    「《陽皇アマテラス》様……」


    　蹲うずくまって荒い呼吸を繰り返すミカエルは、照日の言葉に肩を震わせる。


    　その様子をしばし眺ながめ、《始魔》はミカエルから錫杖を引いた。


    「命拾いをしたのぉ……《天元エール》の走そう狗くよ」


    　酷こく薄はくな笑みを浮かべる《始魔》。その目が元の色を取り戻し、締め上げられるようなプレッシャーが消える。


    「全く……面倒なことじゃ。《陽皇》がそやつの肩を持つのであれば、会談の延期は認めざるをえないではないか」


    　その呟つぶやきを聞き、皆の間に安あん堵どの空気が広がった。


    　しかし《始魔》は後ろを向き、低い声でこう続ける。


    「けれど、我は暇ひまが嫌いじゃ。待つ間の話し相手が欲しい。エキドナ、シーナ、龍を我が城へ招け」


    「わかりましたわ」


    「はい」


    　彼女の言葉に応え、脇わきで控えていたエキドナとシーナが前に進み出た。エキドナの魔ま獣じゆうも立ち上がり、低い唸うなり声を上げる。


    「力ずくで湊みなとを連れていこうってのかい？」


    　魔女たちの動きを見た草くさ薙なぎは、大だい刀とうの切っ先を向けて鋭するどく問いかけた。


    「あら、《始魔ヴアルプルギス》様のお言葉を聞いていなかったの？　私たちは彼をマゴニアへお招きするだけよ。会談の延期は認めたんだから、そちらもそのぐらいの譲じよう歩ほをしてはどう？」


    　エキドナは有ゆう翼よく獣の大きな前足を軽く撫なでつつ、余裕のある口く調ちようで言う。


    「戯ざれ言ごとだね。そのまま湊を連れ去ろうって魂こん胆たんが見え透いてるよ」


    　鼻で笑い飛ばす草薙。


    「──悪いが俺おれも同じ意見だ。今回の招待は辞退させてもらう」


    　湊もはっきりと断ことわるが、エキドナはくすくすと面白そうに笑う。


    「ふふ、そんなに恥ずかしがらなくていいのよ、可愛い龍君。私たちが盛大にもてなしてあげるから、心配しないで。きっと楽しい一時になると思うわ。ね、シーナ」


    　同意を求められたシーナは、相変わらずの無表情でこくんと頷うなずいた。


    「うん。ボクも歓迎する。お話し……したい」


    　湊をじっと見つめ、シーナは言う。


    「そんな勝手なこと、認められないわ！」


    　膝ひざをついていたミカエルも立ち上がり、強い口調で異議を唱えた。


    「わたくしも、湊を行かせるわけには──」


    　さらに照てる日ひも湊を守ろうとするが、そこで《始魔》は振り返らないまま鋭く告げる。


    「《陽皇アマテラス》よ、我の行おこないと招待は正当なものじゃ。そなたが手を出すならば、我も黙ってはおれん。配下同士の争いに留めておくのが、賢明ではないか？」


    「っ……」


    　第五特区と全面戦争をする覚悟はあるかという問いかけをぶつけられ、照日は息を吞のんだ。しかしエキドナと睨にらみ合っていた草薙は、むしろ嬉うれしそうに肩を竦すくめる。


    「大丈夫だよ、照日様。つまり向こうも《始魔》は手出しをしないってことだ。あたしらが魔女共を叩たたきのめせば、それで済む話さ。ミカエルも黙って見ておきな」


    　前に出ようとするミカエルを制し、草薙はエキドナに刃を向けた。


    「……大した自信ね。極きよく東とうの古こ刀とうに、魔女の恐ろしさを教えてあげるわ」


    　エキドナが不敵に笑うと、彼女の影が大きく広がる。


    　まるで黒い沼地のようになった地面から、ぬらりと巨大な獣けものが姿を現した。それは、二つの頭を持つ狼おおかみ。有ゆう翼よく獣じゆうと同様に、その獣はエキドナの隣で低く唸うなる。


    「そいつらは、あんたの眷けん属ぞくかい？」


    　眷属とは、主人の幻エ類ナが物や生物に幻素イデアを分け与えて生み出す従者だ。草くさ薙なぎも《陽皇アマテラス》によって創造された存在にあたる。


    　魔女は動物を元に、眷属の使い魔を作るものが多いと言う。だから草薙もそう考えたのだが、エキドナは小さく首を横に振った。


    「いいえ。この魔獣は私の血族。可愛い子供たちよ」


    「そりゃまた……あんたはずいぶんと男の趣味が悪いねぇ」


    　その返答を聞き、草薙は苦笑いを浮かべる。血族は交わった生物の特徴が色濃く反映される傾向が強い。つまりエキドナは獣を伴はん侶りよとし、ああした血族を生み出してきたということだ。


    「そう？　ヒトなんかよりよほど逞たくましくて魅力的だと思うけど。生まれた子たちも、こんなに美しいわ」


    　魔獣の毛並みをうっとりと見つめ、エキドナは呟つぶやく。


    「ふん──そんなに大事な子供なら、あたしにけしかけるのはやめておくんだね。獣相手に、加減はできないよ」


    「ふふ、そんな心配はいらないわ。遠慮なく本気で殺しに来なさい。それでもきっとあなたは勝てないから」
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    　余裕の笑みで返すエキドナを見て、草くさ薙なぎは獰どう猛もうに口の端はを歪ゆがめた。


    「そうかい。じゃあ遠慮なく叩たたき斬きってやるさ」


    「──お行き」


    　エキドナの命令に従い二匹の魔ま獣じゆうが地を蹴ける。それまで抑えていた本能を解き放ち、咆ほう哮こうと共に草薙へ飛びかかる魔獣。


    　それに応じて草薙も一歩前に踏み込んだ。


    　ヒュオン──！


    　風を断たつ鋭するどい音が耳に届いた時、既に魔獣の両首は宙ちゆうを舞っていた。鈍にぶい音を立てて落下した首が床ゆかに転がる。


    　勝負はついたと思われたが、魔獣たちは首を失いながらも突進を止めず、その鋭い爪つめを振り下ろした。


    「へえ……」


    　草薙は面白そうな表情を浮かべ、大だい刀とうの腹で魔獣の攻撃を打ち払う。


    　切り落とされた首はグズリと溶けて黒い塊かたまりとなり、地を這はって魔獣の影に吸収された。すると切断された断面から失われた首が再生する。


    「私の子供たちは不死身よ。あなたがどれだけ強くとも、死なない相手に敵かないはしない」


    　くすくすと笑いながら、エキドナは余裕のある声で告げた。


    「不死身ねぇ……だとしても、何かタネがあるんだろ？　なら〝当たり〟を引くまで、いろいろと試すだけさ」


    　草薙もまた再生した獣を前に動揺することなく、不敵に笑い返す。


    　そうして再び戦いが始まった。


    　草薙は一瞬で魔獣たちを細こま切ぎれにし、さらにエキドナへ迫せまろうとするが、すぐさま再生した魔獣がそれを阻はばむ。


    「シーナ、こちらは私に任せておきなさい。あなたは龍のご招待を」


    　エキドナは魔獣を指揮しながら、シーナへ命じた。


    「うん、分かった」


    　シーナはこくんと頷うなずき、無造作に湊みなとの方へ歩いてくる。


    　また微かすかに周囲の幻素イデアが揺らいだ。彼女の接近に危険を感じ、湊は右手を翳かざす。


    「──それ以上、近づくな。俺おれは招待に応じるつもりはない」


    　幻素を霊気へと変換し、螺ら旋せんの水流を生成。


    　湊は水を纏まとわせた右腕でシーナを牽けん制せいした。


    「そう言われても。お母様の命令は絶対だから」


    「……お母様？　シーナは《始魔ヴアルプルギス》の娘なのか？」


    　だとしたら彼女は《始魔ヴアルプルギス》の血族ということになるが──。


    　戸惑う湊みなとだったが、シーナは首を横に振る。


    「ううん、違うよ。けど、マゴニアで暮らす魔女たちは、皆お母様の娘」


    　つまり〝お母様〟というのは、マゴニアにおける主あるじへの敬称なのだろう。けれどシーナは……。


    「人間でも、か？」


    　シーナの目を見て問いかける。


    　だが彼女は動揺を見せず、無表情で首しゆ肯こうした。


    「うん。誰であろうと、関係ない。だからあなたもマゴニアに来れば、ボクと一緒。娘になれる」


    「いや、俺おれは男なんだが……」


    　どこまで彼女が本気なのかわからず、湊は眉まゆを寄せる。


    「男は、娘になれない？」


    「普通は息子だろ」


    　きょとんとするシーナに言うと、彼女は難しい顔で考え込んだ後、諦あきらめたように首を振った。


    「……ややこしい。とにかく、一緒に来て」


    　くいくいと湊を手招きするシーナ。


    「っ!?」


    　その途端、制御していた水の感覚が消えた。幻素イデアで生み出した水は、湊にとって自みずからの手足に等しい。それが不意に喪そう失しつしたならば意識は混乱する。それなのに、渦巻く水流はまだ湊の腕に巻き付いているのだ。


    　制御を離れた水流は、右腕を強く締め上げ、さらにシーナのもとへ湊を引き寄せる。


    「くっ……」


    　足を踏ん張って抵抗する湊は、自分の右腕に奇妙な文様が浮かび上がっているのに気づいた。


    　それは光の線で描かれた、小さな魔法陣。


    　さっき触れられた時に──！


    　攻撃の原理や正体は分からないが、既にシーナは一手を打っていたことを知る。


    「いったい何を──シーナは人間だろう？　その杖つえが機神デウスなのか？」


    　人間が幻エ類ナと同じように超常的な力を使うには、機神を用いるしかないはずだ。


    「ううん、これはただの杖。機神なんかじゃない。ボクは──魔術師」


    「魔術師？」


    「そう──たぶん、人間で最後の」


    　シーナはそう言うと、虚こ空くうに指を走らせる。その軌き跡せきは淡く輝かがやき、空中に魔法陣が構築された。


    　攻撃の気配を察し、湊みなとはまだ自由な左手に水の龍を纏まとわせる。


    「第二階かい梯てい──蛟みずち！」


    「砂縛デゼール」


    　魔法陣に手を翳かざし短く告げるシーナ。すると砂混じりの突風が魔法陣から吹き付けてきた。


    「……阻はばめ！」


    　湊は水の壁を前方に展開するが、ぶつかった砂は水へ溶け込んでいく。


    　あっという間に透明だった水は濁にごり、水の防壁は砂の壁へと変質した。同時に制御していた感覚も途切れ、湊はまた水をシーナに奪われたことを悟る。


    「砂は水を食はみ、土になる。相そう生しよう相そう剋こくは、魔術の理ことわり」


    　砂壁の向こうから聞こえるシーナの声。水を吸った土壁は形を歪ゆがめ、湊を吞のみ込もうと殺さつ到とうした。逃げようにも既に右腕を拘こう束そくされている。回避は選べない。


    「第五階梯──」


    　左手に幻素イデアを集中。それを霊力として練り上げる。


    　砂に対して水は相性が悪い。だが、砂が吞み込めないほどの水で押し流せば──。


    　けれどその時、世界が一瞬だけ白しらんだ。


    「っ!?」


    　ほんのわずかに遅れて轟ごう音おん。


    　湊とシーナは動きを止め、反射的に空を見上げた。戦闘中だった草くさ薙なぎとエキドナも一いつ旦たん距離を取る。


    「……雷？」


    　後方から咲さく良らの呟つぶやきが耳に届いた。


    　おかしい──空は薄く曇っていたが、雷が鳴るような天気ではなかったはず。


    　見上げた天の頂いただきにあるのは、《始魔ヴアルプルギス》の居きよ城じよう──マゴニア。


    　再び空が輝く。


    　マゴニアへと奔はしる雷光。しかしマゴニアの周囲には目に見えぬ障壁があるのか、雷は城に直撃する間際で弾け散った。


    　しかし雷は途切れることなく連続し、ついにマゴニアの防壁を撃ち貫く。


    「ほう……我の障壁を砕くか」


    　その様子を眺ながめていた《始魔》は、面白そうに目を細めた。


    　マゴニア下部の岩がん塊かいと城壁の一部が爆発し、その破片が地上へ落下してくるのが見える。


    「草薙、湊！　このままでは街に被害が出ます！　瓦が礫れきを防いでくださいです！」


    　我に返った照てる日ひが、切せつ羽ぱ詰つまった声で指示を出す。


    「っ……あいよ」


    　草薙はエキドナとの戦いを放棄して、空に向かって剣を振るった。


    「──了解だ」


    　湊みなともシーナに向かって放とうとしていた水流を、天へ解き放つ。


    　大きな瓦が礫れきを草くさ薙なぎが剣圧で破壊し、湊は薄く展開した水の防壁で細かな破片を受け止める。


    「私も協力するわ！」


    　ミカエルも白い翼で空に舞い上がり、風で瓦礫を遠方へ吹き散らす。


    「……緊急事態。お母様、どうする？」


    　シーナは湊の右腕を縛しばっていた水を解除し、困った様子で《始魔ヴアルプルギス》に問いかけた。


    「ふむ……どうするかのぉ。少し城の様子を見て来るか」


    　そう呟つぶやく《始魔》だったが、エキドナが慌あわてて彼女を留める。


    「お待ちください！　お母様に万が一のことがあってはいけませんわ。私が行って参ります」


    　有ゆう翼よく獣じゆうの背に飛び乗り、エキドナはマゴニアへ飛び立った。


    「ふ──万が一、か……」


    《始魔》は小さくなっていくエキドナの姿を見送りながら、どこか愉たのしげに呟く。


    　──自分の本拠が襲しゆう撃げきされたっていうのに、どうしてこんなに落ち着いているんだ？


    《始魔》の余裕に、湊は強い違和感を持つ。先ほど彼女がミカエルに怒った場面を見ただけに、彼女の冷静さが不気味だ。


    　湊はさらなる混迷の予感を覚え、煙を上げるマゴニアを見上げた。
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    「──こんなヘリまで、よくアヴァロンに持ち込めたもんだ」


    　第七特区の空に浮かぶマゴニアを上から見下ろし、飛ひ田だ蓮れん路じは感心した様子で呟く。


    　そこは大型ヘリの中。プロペラの音が大きいが、蓮路の声は通信機の向こうへ届いたらしい。


    「持ち込んだのではない。国内に放置されていたものを整備し、使えるようにしただけだ」


    　返ってくるのはライオット・レイヤードの陰気な声。


    「ああ──あんたにとっちゃ、それぐらい簡単か。機神デウスや俺たちに比べりゃ原始的なモノだしな」


    　そう答える蓮路は、彼と出会ったときのことを思い出す。


    



    『自分から実験台に志願するとは……変わった男だ』


    



    　白衣を纏まとう研究者としての出いで立ちで、ライオットは蓮路にそう話しかけた。


    『あんたのほうこそ、相当イカれた奴やつだって聞いてるぜ。最初に実験台に使ったのは、自分の体なんだろ？』


    　蓮れん路じが問うと、彼は表情を変えぬまま頷うなずく。


    『研究は元々、私の体を素そ体たいに進めてきた。よって生体機神エクスデウスへの全身施せ術じゆつは、私自身を用いるのが最も有効だっただけ。君の場合は、私よりも成功率は落ちるだろう』


    『はッ……んなことはどうでもいい。あんたみたいな力を得られる可能性があるなら、十分だ』


    　肩を竦すくめて蓮路は言い、微かすかな羨せん望ぼうを込めてライオットを見つめた。


    　自身の〝家〟の伝つ手てで辿たどり着いた〝覆いを外す者たちアポカリプス〟という組織。その中でライオットは特別な存在だった。


    　崩ほう界かい戦争で《空エ姫ア》に呼応し、人類を滅ほろぼさんとした血族の一柱──神オリ祖ジン《金獅子レグルス》を彼は討ち果たしたのだ。


    　神祖の討とう伐ばつはこれまで機神を用いても成し遂げられなかった快挙。人類の幻素イデア技術が、幻エ類ナの頂点にまで指を掛けた証明。


    　ゆえに蓮路は求める。それがすべての幻類を滅ぼすために必要な力だと信じて。


    『死んでもいい──そういうことか？』


    　ライオットは危険を考慮しない蓮路に、そう問いかけた。


    『違ちげえよ。こんなところで……何も成し遂げられねえまま、俺おれは死なねえ。どんだけきつい施術だろうが、耐え切ってやる。そう決めてんだよ』


    『……理論的ではない思考だな。けれど、意志の強さは評価しよう』


    　そこで初めてライオットは微かすかに表情を動かす。


    　どういった感情を表すものかは読み取れなかったが、蓮路は彼に認められた気がして、小さな誇らしさを抱いだく。そして──。


    



    



    「──既にマゴニアの直上だ。早く降下を始めろ。障壁は破壊したが、ぼやぼやしていると魔女共が態勢を整える」


    　現在のライオット・レイヤードの声で蓮路は短い回想から我に返った。


    「わかってんよ。そっちこそ手て筈はずどおりに頼むぜ」


    　蓮路は口元を歪ゆがめて言い返し、開いたヘリの扉とびらから身を乗り出す。ヘリに同乗している戦闘部隊が無言で彼の後ろについた。


    「安心しろ。降下中は私が援護する。お前はその後、私が降下する際の援護を忘れるな」


    「ああ、任せときな」


    　そう言って蓮路は空へ身を投げ出す。生体改造を受けた彼には酸素マスクも必要ない。


    　目を見開き、迫せまる魔女の城を見み据すえ、彼は猛たけ々だけしく咆ほえた。


    「行くぜェェェェッ！　魔女どもッッ!!」
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    「エキドナから連絡……マゴニアが、人間の襲しゆう撃げきを受けてるみたい」


    　杖つえの先端に取り付けられた宝玉を耳に当て、シーナは言う。どうやら宝玉を通してエキドナと会話しているらしい。これも彼女の〝魔術〟なのか、宝玉の内側には魔法陣が浮かび上がっていた。


    「人間──きっと〝覆いを外す者たちアポカリプス〟ね」


    　ミカエルが忌いま忌ましそうに呟つぶやく。場所はまだ柱央神殿の屋上。瓦が礫れきの落下はひとまず収まったが、マゴニアで戦闘が続いているのなら油断はできない。


    「こうなってくると、使節を殺したのも奴やつらの可能性が高いな……」


    　上空を見上げ、湊みなとは目を細めた。


    　空に浮かぶマゴニアのあちこちから、煙が立ち上っているのが見える。


    　脳のう裏りに過よぎるのは、一か月前の出来事──旧友・飛ひ田だ蓮れん路じとの戦い。今回も彼が作戦の中心にいるのだろうか。


    「──戦況は？」


    　屋上の端に立つ《始魔ヴアルプルギス》が背を向けたままシーナに問いかけた。


    「劣れつ勢せい。敵は機神デウス持ちばかりで押されている」


    「まあ、マゴニアの障壁を貫つらぬくほどの者がおるのじゃ。仕方あるまい。シーナ、全員に通達せよ。城内に使い魔を放ち、そなたらは逃げよ──と」


    「はい」


    　頷うなずき、宝玉に語り掛けるシーナ。けれどその会話を聞いていた照てる日ひが、驚いた顔で口を開く。


    「まさか、マゴニアを放棄するのですか!?」


    「住処すみかなど、命を懸かけて守るものではないじゃろう？　何より優先すべきは己おのれの生命。我ら魔女は、そうして生き延びてきた」


    《始魔》は、照日のほうへ振り向いて飄ひよう々ひようと笑う。


    「じゃが──もちろん取り戻せるものであれば、取り戻すつもりじゃ。このままマゴニアが落とされれば、第七特区に甚じん大だいな被害が出るであろうしな」


    「っ……」


    　照日は息を吞のむ。今この状況において、最も危機的なのは《始魔》たちではなく、第七特区の者だと悟ったのだ。


    「マゴニアには龍りゆう脈みやくほどではないが、多量の幻素イデアが溜め込まれておる。もしそれが起爆すれば、この辺り一帯は塵ちり一つ残さず消え去るじゃろう」


    　その言葉に咲さく良らが顔を青くする。


    「そんな……今からだと、とても住人全員の避難は──」


    「大丈夫だ、咲良」


    　湊みなとは動揺する咲良の肩を叩たたいて落ち着かせると、《始魔ヴアルプルギス》をぐっと睨にらんだ。


    「つまり──あなたは俺おれたちにどうにかしろと、そう言いたいんだな？」


    　これ以上遠回りな会話は必要ない。早く互いの役割をはっきりさせるべきだろう。


    「ふ、人聞きが悪いのぉ。そなたらがマゴニア奪だつ還かんに動くというのであれば、協力は惜しまぬ」


    「協力、ね……」


    　苦々しく湊は呟つぶやいた。襲しゆう撃げきを受けたのは《始魔》の本ほん拠きよだというのに、これでは立場があべこべだ。マゴニアの放棄は、こうした流れへ持っていくためのブラフなのかもしれない。しかしマゴニアが落ちるとなれば、湊たちに選択肢はなかった。


    「忌いま忌ましいが、やるしかないようだねぇ」


    　草くさ薙なぎが大だい刀とうを手にため息をつく。


    「……《始魔》、わたくしたちへの協力というのは、どのようなものなのでしょうか？」


    　照てる日ひも心を決めた様子で、《始魔》へ問いかけた。


    「そなたらがマゴニア奪還に動くということであれば、エキドナを城の防衛に当たらせよう。あやつが従える不死の魔ま獣じゆうであれば、かなりの時間が稼かせげるはずじゃ。あとは、そうじゃな──」


    　少し考える様子を見せたあと、《始魔》はシーナに視線を向ける。


    「シーナ、こやつらの案内役として同行せよ。マゴニア内部は相当入り組んでおるゆえにな」


    「わかった」


    　こくんと頷うなずき、手にしていた杖つえに腰かけるシーナ。


    「じゃ、行こ。乗って」


    「え？　俺が、後ろにか？」


    　いきなり出発しようとするシーナに戸惑いつつ、湊は確認する。


    「うん」


    　当然だという顔でシーナは首しゆ肯こうした。どうするかと湊は照日と草薙の方を見る。


    「動くとなれば、早いほうがいいのです。行ってください」


    「だがそうなると照日の護衛が──」


    「この第七特区は、わたくし自身です。それを守るのは、湊の役目。草薙もお願いします」


    「了解、あたしは八や咫たに運んで貰うよ」


    　照日の言葉に草薙は頷くが、そこでミカエルが口を開いた。


    「──待って。あなたはわたしが運ぶわ。八咫はここに残って」


    「おや、あんたも協力してくれるのかい？」


    　少し意外そうな表情で草くさ薙なぎはミカエルに言う。


    「ええ……状況がどうであれ、ミナトをマゴニアへ行かせるのは、何だか不安だし」


    《始魔ヴアルプルギス》とシーナに警戒の眼まな差ざしを向けつつ、ミカエルは固い声で答えた。


    　魔女たちが何かを企たくらんでいるのではないかと、警戒しているのだろう。


    　──確かに、油断はできないな。


    　湊みなとは魔女たちを信用してはならないと心に戒いましめつつ、シーナの元へ向かった。


    「湊さん、気をつけてくださいね！」


    　すると咲さく良らが駆かけ寄ってきて、心配そうな表情で湊を見つめた。


    「ああ、十分に注意する。咲良も気をつけてくれ。神オリ祖ジン二人を相手にするほど敵も馬ば鹿かじゃないと思うが……この前みたいにここが襲おそわれる可能性もある」


    「はい──巫ふ道どう機関に連絡して、最大限の警備を敷いてもらうつもりです。あと、いざというときに備えて住民の避難も始めます」


    　咲良は深く頷うなずき、今度はシーナの方を向く。


    「シーナさん……でしたよね。湊さんを、よろしくお願いします」


    　彼女の顔をじっと見つめてから、咲良はぺこりと頭を下げた。


    　以前どこかで会ったことがあるかもしれないと言っていたので、それを気にしているのかもしれない。


    「……うん」


    　小さく頷くシーナも咲良の顔を凝視する。どこか訝いぶかしげな表情だ。


    「あなた……名前は？」　


    「あ──私、咲良です。よろしくお願いします！」


    「サクラ……うん、よろしく」


    　呟つぶやくシーナ。もしかするとシーナも何か感じるものがあったのかもしれない。


    「──お時間取らせてすみません。行ってらっしゃい」


    「ああ、行ってくる」


    　湊は頷き、シーナの杖つえに乗る。


    「ちゃんと摑つかまって。落ちるから」


    　シーナは自分の腰に摑まるよう促うながした後、杖を浮上させた。


    　彼女の華きや奢しやな腰へ遠慮がちに手を回しつつ、湊は地上を見下ろす。


    　手を振る咲良と照てる日ひ。その傍そばで《始魔》はどこか愉たのしげな微笑を浮かべていた──。
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    　草薙の腕を摑んで上昇するミカエルと共に、湊を杖に乗せたシーナはマゴニアを目指す。


    　地上から見ても大きかったが、近づくほどに《始魔ヴアルプルギス》の居きよ城じようは頭上を圧迫する。湊みなとの視界は既に、マゴニア下部の岩がん塊かいで覆おおわれていた。


    　そしてそのマゴニアからは、箒ほうきや使い魔に乗った魔女たちが地上へと降りていく。《始魔》の指示どおり、城から退避しているのだろう。


    　けれど彼女たちはなぜか妙に楽しそうで、すれ違うシーナにひらひらと手を振る者までいる。


    「自分たちの城が襲おそわれているっていうのに、全然緊張感がないな……」


    　こちらに向けて投げキッスをする魔女を見送り、湊は呆あきれと戸惑いを込めて呟つぶやいた。


    「魔女は、変わったこと、事件が好き。どんなことでも、基本は楽しむ。仲間が殺されない限りは」


    　振り返らないまま答えるシーナ。それはつまり、現段階では人的な被害が出ていないということか。


    「──あたしらが必死になってるのが馬ば鹿からしくなるねぇ」


    　湊たちの会話を聞いた草くさ薙なぎは、苦笑を浮かべて逃げ行く魔女たちを眺ながめる。


    「そうは言っても、私たちが何とかするしかないわ。このまま上の城に降りればいいの？」


    　草薙を運ぶミカエルは、案内役のシーナに問いかけた。


    「……目的に、よる」


    　シーナは少し考える間を置いて、そんな答えを返す。


    「目的？」


    「侵入者を倒すのなら、派手に城の上部へ降りて、敵を呼び寄せればいい。マゴニアの墜つい落らく阻そ止しを第一に考えるなら、動力部へ先回りして守りを固めるべき」


    　シーナの提示した選択を聞き、湊はしばし考える。


    　自分たちの目的を考えるならば後者だが、それでは敵の全員を一度に相手取る可能性が高い。


    「──二手に分かれよう。一方は正面から乗り込んで手当たり次第に敵を撃退。もう一方は動力部へ先回りして、そこに辿たどり着いた敵を迎げい撃げきするのがいいと思う」


    　湊がそう意見すると、草薙はにやりと笑った。


    「なら、暴れまわるのはあたしらに任せときな。そのほうが性しように合ってる」


    「わたしを一緒にしないでよ。けど、動力部へ先回りするにはその子の案内が必要だろうし、役割分担に文句はないわ」


    　ミカエルは草薙につっこみつつも、湊の提案に同意する。


    　そうして方針を決めている間に、湊たちはマゴニアを真横から眺められる高度に達している。


    　尖せん塔とうの立ち並ぶ白はく亜あの城は荘そう厳ごん華か麗れい。


    　城の周囲には森があり、泉のようなものも見えた。浮遊城と言うより、空を飛ぶ島と表現したほうがしっくりくる。


    「じゃあ、あなたたちは城の正面に降りて。ボクは城の裏手へ回り込む」


    「わかったわ。じゃあ、お互い気をつけ──」


    　シーナに頷うなずき返すミカエルだったが、言葉の途中で草くさ薙なぎが鋭するどく叫んだ。


    「何か来るよ！」


    「っ!?」


    　全員がハッとして草薙の見ているほうへ視線を向ける。


    　煙が上がっている尖せん塔とうの上部で、赤い光が瞬またたいた。


    「しっかりつかまってて」


    　シーナが早口で告げ、急激な加速が湊みなとを襲おそう。


    「くっ……！」


    　振り落とされないよう彼女の体につかまる。そのすぐ傍そばを幾条もの閃せん光こうが駆かけ抜けた。


    　熱が肌はだを炙あぶる。敵が〝覆いを外す者たちアポカリプス〟であるならば、これは機神デウスによる攻撃だろう。


    　──しかもこの霊気……敵はかなり強力な機神で武装している。


    「湊、あたしらが注意を引きつける！」


    　草薙が大声で叫ぶ声が耳に届いた。ミカエルたちは急上昇することで難を逃のがれており、湊たちとの距離は大分開いている。


    「ああ、作戦どおりに！」


    　湊が叫び返すと、ミカエルは草薙と共に攻撃が放たれた場所へと向かっていく。


    「──シーナ、俺おれたちはマゴニアの動力部へ！」


    「わかった」


    　こくんと頷いたシーナは、城を大きく回り込みながら高度を下げていった。城壁の周りにある森の木々が、すぐ下に迫せまる。


    　だがその時、全身にぞわりと鳥とり肌はだが立った。近くに凄すさまじい幻素イデアの気配。


    　はっとして振り仰あおぐと、城壁の上に人影がある。背の高い、くすんだ銀髪の男だ。


    　彼が掲かかげる長柄の武器──その先端で青白い電光が瞬いた。マゴニアの障壁を貫つらぬいた雷らい撃げきを思い出す。まさか、あいつが……！


    「シーナは森の中へ！」


    　湊は杖つえの上に立ち上がり、返事も聞かぬまま跳躍した。


    　マゴニアの障壁が《始魔ヴアルプルギス》によるものだったのなら、それを破壊した一撃は神オリ祖ジンにも届きうるだろう。自分に防ぎ切れるとは思えない。ならば──。


    「第五階かい梯てい──泪ナミダ！」


    　多量の幻素を水へと変換し、手加減なく撃ち放つ。


    　ほぼ同時に放たれた雷撃は、湊の膨ぼう大だいな水流と激突した。雷は水を伝い、湊まで到達する。


    　指先から全身に凄まじい痛みが走った。痺しびれるというよりは、熱い。体を内側から焼かれているかのよう。


    「ぐうぅぅぅっ──奔はしれっ!!」


    　激痛に耐えながら、水の放出を続ける。


    　水が電気を通しやすいことは百も承知。けれど電気で水を堰せき止めることもできはしない。


    　男を吞のみ込んだ水流は、遠くまで彼を吹き飛ばした。


    　これで倒せるとも思えないが、今はとにかく距離を取り、身を隠さなければならない。自分たちの役割は敵の撃退ではなく、動力部での防衛だ。


    　敵の雷らい撃げきが途切れ、湊みなとはそのまま城壁近くの森へと落下する。


    　手足が麻ま痺ひしていて、体の自由が利かない。


    　──頭から落ちるとさすがにまずいな。


    　そんなことを考えつつも姿勢を変える余力はなく、湊は頭から真っ逆さまに森の中へ墜つい落らくした。
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    　──温かい。


    　お湯の中に全身を浸ひたしているような心ここ地ちよさ。ただここが水中ではない証明として、呼吸ができる。体も濡ぬれている感じはしない。ならば、ここはいったい──。


    「う……」


    　目を開くと、微かすかに頭が痛んだ。視界の中には、シーナの顔と、低い石造りの天井。


    　彼女は湊の上に杖つえを翳かざし、こちらをじっと見下ろしている。杖の先端にある宝玉は温かな光を放っており、湊は先ほど感じた熱の正体を知った。


    「ここは……」


    　仰あお向むけに倒れていることを自覚した湊は、床ゆかに手をついて身を起こす。


    「お城の中。気絶したあなたを引きずってきた。ここは隠し通路だから、たぶん追っては来られない」


    　確かに後頭部や背中には土や草がこびりついていた。湊はそれを手で払い、彼女に頭を下げる。


    「迷惑をかけたな。助かった、ありがとう」


    「……ううん、お礼はいらない。ボクを巻き込まないように、飛び出したんでしょ？」


    「まあ──それはそうだが」


    　頭を搔かいて湊は頷うなずいた。幻エ類ナである湊は耐久力も回復力も高い。けれど人間であるシーナがあの雷撃を喰くらえば、即死は免まぬがれないだろう。


    「あなたは、いい人だね。体は大丈夫？　治療魔術は使ったけど、まだ痛いところはある？」


    　そう言ってシーナは湊の体をぺたぺた遠慮なく触ってくる。


    「も、もう大丈夫だ。というか──シーナはそんなことまできるんだな。人間で最後の魔術師だって言ってたが……本当なのか？」


    　くすぐったさと気恥ずかしさを覚え、湊みなとは身を引き、立ち上がった。


    「うん、お母様に魔術を教わった。人間のボクでも、魔術師にならなれるって」


    「《始魔ヴアルプルギス》に？　それはどういう──」


    　驚いて湊は問い返すが、シーナはそれを遮さえぎって言う。


    「話は歩きながらで。あんまりゆっくりはしていられない」


    　ズゥゥゥンと通路の天井から低い振動が響いてきた。城では戦闘が激化しているらしい。


    　シーナの言うとおり、話し込んでいる時間はなさそうだ。


    「わかった、行こう」


    　引きずられたことでズレていた刀の位置を直し、湊は頷うなずく。


    「こっち」


    　シーナは杖つえで通路の先を指し示し、歩き出した。いざというときにすぐ動けるよう、湊は彼女の後ろではなく隣につく。


    　隠し通路というだけあって普段は誰も使わないのか、床ゆかには細かな塵ちりが積もっていた。


    　通路に窓はなく薄暗い。一定間隔で設置された燭しよく台だいが、頼りなく足下を照らしている。ただ灯ともっているのは炎ではなく、熱を感じない奇妙な光だ。


    「……それは幻素イデアをエネルギーにして灯る燭台。《始魔》の血族は、人間よりずっと前から幻素を扱う技術を研究してきたの。このマゴニアや、魔術も成果の一つ」


    　そんな湊の視線を辿たどり、シーナが小さな声で言う。


    「……《始魔》は幻素を回収する仕組みとして、黒魔術を世の中に広めたって噂うわさは聞いたことがあるな」


    　以前、咲さく良らにも少し話したことがあった。幻素枯こ渇かつが深刻になり始めた中世頃の話らしい。


    「うん、そんなこともしてたみたい。そうして溜ため込まれた幻素の一部が、このマゴニアの動力にもなってるって聞いた。けど──ボクが使う魔術は、それとは少し違う」


    　シーナは頷きつつも、自分の魔術は黒魔術でないと言う。


    「どういうことだ？」


    「お母様が教えてくれたのは、もっともっと古い魔術。魔女自身や、神じん代だいの人間が使っていたもの」


    　彼女はそう言うと通路の角で足を止めた。


    　そして空中に指を走らせる。その軌き跡せきは淡く輝かがやき、複雑な文もん様ようと知らない文字によって構成される魔法陣ができあがった。


    　魔法陣が帯びる光からは、強い幻素の気配を感じる。どうやらシーナは幻素を用いて、このような芸当を行おこなっているらしい。


    　けれど人間は幻素イデアを蓄積する器うつわを持たないはず。それなのにどうやって──。


    「波探ヴアーグ」


    　シーナが魔法陣に手を翳かざして短く告げると、光の波が辺りに広がった。


    「……うん、この辺りはまだ安全」


    　どうやら今のは探知用の魔術だったようだ。


    　歩みを再開したシーナに並びながら、湊みなとは疑問を口にする。


    「人間が魔術を使えたのは、大気中に幻素が満ちていた頃だけだろ。今、人間が幻エ類ナと同じように奇き跡せきを起こそうとすれば、機神デウスに頼るしかない」


    「普通は、そうかもしれない。でも、ボクは特別」


    　微かすかに誇るような声こわ音ねでシーナは告げた。


    「特別？」


    「ボクには、幻素が知覚できる。人間だけど、幻類にしか見えないはずの世界が、少しわかるの」


    　そう言ってシーナは湊をじっと見つめる。


    「だからあなたが、力のある血族だっていうのもわかる。あなたの近くは幻素が濃くて、魔術が使いやすい」


    「──つまり、シーナは俺おれの幻素で魔術を発動させているのか？」


    　驚きながら湊はシーナに訊たずねた。人間が幻素を知覚できるというのは、にわかに信じがたい話だが、魔術に関する理屈は筋が通る。


    「あなたのだけじゃない。多くの幻類が集まる場所──このマゴニアや、アヴァロンはほかよりも幻素が濃い。もちろんそれでも普通は魔術なんて発動できないけど、ボクなら少ない幻素を一点に集めて、必要量を満たせる」


    「…………」


    　しかし続く彼女の説明には息を吞のんだ。


    　──幻素を集める？


    　それは知覚どころではなく、幻素に干渉して操作しているということ。


    　幻類でも自分の〝外側〟にある幻素へ干渉することは難しい。


    　湊の場合、自身の血肉と混じって初めて、幻素を自分の力として用いることができる。そうして己おのれのものとした幻素が霊気と呼ばれるものであり、それを用いて湊は水を操あやつっていた。


    　人間が幻素を制御するなんて──才能の域を超えてはいないか？


    「あ、またボクが人間かどうか疑ってる」


    　そんな湊の顔を見て、シーナはずばりと考えていることを的中させた。


    「今のも、魔術か？」


    「ううん、ただの勘。魔女のみんなも、ボクのことよくそういう顔で見るから」


    　要するに魔女たちにとっても、シーナの才能は異常に映るのだろう。


    「まあ正直、幻エ類ナの血が少し混じっていると言われたほうが、納得はできるな」


    「……そうだね。ボクもそう思う。けど、お母様はボクが間違いなく人間だって断言した。ただ──」


    　そこで初めてシーナは言葉を濁にごした。


    「ただ？」


    　湊みなとは先を促うながしてみるが、彼女はごまかすように首を振る。


    「ううん、何でもない。ほら、そこの階段から下へ降りるよ」


    「──さらに地下へ行くのか」


    「そう、動力部はもっと下。マゴニアの最深部」


    　頷うなずいて階段を降り始めるシーナ。


    　彼女が魔術を用いる理由は大体わかったが、新たにいくつかの疑問が湧わいた。


    　いったい彼女は何故《始魔ヴアルプルギス》と関わり、このマゴニアで暮らしているか。


    　城の深部へ足を踏み入れつつ、湊はシーナという特異な人間に興味を抱いだき始めていた。
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    　斬きる、撃つ、薙なぐ、焼く──。


    「フルンディング・イフリータァァァァァァッ!!」


    　剣を基礎とした特異な銃じゆう剣けん型の機神デウスを振るい、飛ひ田だ蓮れん路じは咆ほえる。


    　放たれた轟ごう炎えんは対たい峙じする双頭の獣けものを一瞬で焼き払った。だが──。


    「ちっ──またか……」


    　炭化、崩れ落ちた骸むくろがコールタール状の黒い液体となって一か所により集まる。そして黒い沼からヌラリと無傷の獣が姿を現した。


    　これで五度目。どんな攻撃を試しても、立ち塞ふさがる獣は再生し、復元する。


    　場所は城内の大広間。魔女の使い魔たちを撃破して侵攻していた戦闘部隊の一つは、不死身の獣に足止めを受けていた。


    　外から来る者たちの迎げい撃げき役やくだった蓮路は、そちらを一時部下に任せて駆かけつけたのだが──この有あり様さまだ。


    　……いったいどうなっていやがる。


    　胸の中で毒づく蓮路。それは獣が死なない理由ではなく、魔女たちの対応があまりに迅じん速そくなことへの疑念。魔女たちは蓮路たちに一切立ち向かおうとはせず、蜘く蛛もの子を散らすようにマゴニアから逃げ出した。


    　城内にいるのは、魔女たちが使し役えきしていると思われる獣ばかり。


    　何か指示があったとしても、見切りが早すぎる。


    　ここは魔女たちの本ほん拠きよ地ち。地上を追われた彼女たちが作り上げた隠れ里。それをこうも容易たやすく放棄するのは酷ひどく不気味だ。


    　──奇き襲しゆうをしたってのに、先せん手てを取られた気分だぜ。ライオット・レイヤード……これはあんたの想定どおりなのか？


    　ドォォォォォンン……！


    　城の外からかなり大きな音が響いてきて、建物全体が細かく振動した。


    　迎げい撃げき部隊が、外からやってきた者たちと交戦しているのだろう。ここで時間を浪ろう費ひすれば、挟み撃ちになる可能性が高い。


    「おい、てめえらはどこへ向かうよう指示を受けてんだ？」


    　唸うなる双頭の獣けものに銃じゆう剣けんを向けながら、後ろにいる戦闘部隊へ問いかける。


    　彼らの持つ機神デウスも強力で、獣と戦うのに不足はないが、敵が再生を繰り返すのならば動力である幻素イデアが底をついてしまうだろう。その前に手を打たねばならない。


    「どことは──」


    「上か下かって聞いてんだ！」


    「わ、我々の部隊は地下を目指すよう、ライオット様に命じられております！」


    　その返事を聞き、蓮れん路じは口の端はを歪ゆがめた。


    「なら、話は早はえぇ。死なない門番に行く手が塞ふさがれてんなら、新しい道を作るだけだ」


    　そう言って蓮路は銃剣の切っ先を足下に突き立てた。大理石の床ゆかが機神の発する炎によって赤熱する。


    「全員、この程度で死ぬんじゃねえぞ！」


    　彼の持つフルンディング・イフリータは、下方に向けてその恐るべき破壊力を解き放つ。


    　ドンッ──と城を震わせる轟ごう音おん。


    　大広間全体に亀き裂れつが走り、床が内側から爆ばく砕さいした。
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    　聳そびえるのは分厚い砂の壁。だがそれは下から積み上げられたものではなく、砂粒の一つ一つが空中に留とどまって構成されたもの。その証しよう拠こに砂壁の形は流動的で、ときに鋭するどい槍となって相対する者を襲おそう。


    「まあ、悪くはないけどねぇ……」


    　襲いくる砂の穂先を大だい刀とうで切り払い、草くさ薙なぎは苦笑を浮かべた。


    「いや、悪いと言えば悪いか────相手がさ」


    　そう呟つぶやいて横薙なぎに大刀を振るう。


    　その剣圧で砂の防壁は一瞬で散り、身を隠していた機神デウス使いの男は上空へと高く吹き飛んだ。


    「っ──抱く風よブレツザ！」


    　後方で援護をしていたミカエルは、慌あわてて弓から風の矢を放ち、落下する男を受け止める。


    　気絶した男から機神を取り上げ、深々と彼女は嘆たん息そくした。


    「もう……殺せつ生しようはなるべく避けてほしいわね」


    「悪い悪い、だがこいつらの機神は強力だからね。手加減してやる余裕はないよ。一発でもマトモに喰くらえば、あたしらだって危ない。と──これで入り口の奴やつらは大体片付いたか」


    　あまり反省した様子もなく謝りながら、草くさ薙なぎは周囲を見渡す。


    　戦いの痕こん跡せきが刻まれた城の前庭には、自分たち以外に動く者の姿はない。


    「いいえ──ここに着いたとき、とても大きな幻素イデアの気配を感じたわ。彼ら以上に強力な機神持ちが近くにいるはずよ。気を抜かないで」


    　しかしミカエルは緊張を解かず、油断なく辺りに気を配った。


    　そのとき、前庭に広く影が落ち、頭上から声が響く。


    



    「──そいつはもうここにいないわ。ほかの場所の応援に向かったみたい」


    



    　見上げると、城の前に設置された女神像──いや魔女像か──の肩にエキドナが腰かけて微笑ほほえんでいた。


    「わかってんなら、あんたがそいつを止めりゃあよかったと思うんだがね」


    　草薙は顔を顰しかめ、皮肉っぽく言い返す。


    「そんな危険を冒おかすのは真っぴら御免よ。このマゴニアが落ちて困るのは、あなたたちでしょう？　私の子供たちが足止めをしてあげているんだから、その間に何とかしてみなさい」


    　他ひ人と事ごとのように軽く言い、肩を竦すくめるエキドナ。


    「ふん……言われなくとも、照てる日ひ様に任された仕事は果たすさ。ただ──あたしにはこのマゴニアが魔女にとって〝どうでもいいもの〟には見えないんだがね」


    　探るように言い返す草薙だったが、エキドナは真意の読めない笑顔を浮かべるだけ。


    　時間の無駄だと判断し、草薙はため息をついた。


    「──まあいい。それより敵は今、どこにいる？　さっきの言い方だと、場所は把握してるんだろ？」


    「城の大広間と、裏門でそれぞれ私の子供たちと交戦中よ。敵は二手に分かれて、城の中心部を目指すつもりみたいね」


    　その質問はすぐに答え、エキドナは城のほうに目をやる。


    「時間稼かせぎはできているけど、戦力は上回られているわ。二人──図抜けて強い奴がいる。たぶん彼らは、力ある血族や眷けん属ぞくじゃないと止められない。あなたたちみたいにね」


    「……そんなふうに、わざとらしく煽おだてられても嬉うれしくないわ」


    　顔を顰しかめるミカエルだったが、草くさ薙なぎは彼女の肩をポンと叩たたき、歩き出した。


    「あたしも同感だが、今は時間がない。とっとと行くよ。あたしはこのまま大広間へ向かうから、あんたは裏門へ」


    「──わかったわ」


    　エキドナを一いち瞥べつした後、ミカエルは白い翼で空に舞い上がる。草薙も大だい刀とうを担かついで駆かけ出した。


    　そんな彼らを見送り、エキドナはクスクスと笑う。


    「ふふ、そっちへ行くと死んじゃうわよ──天使のお嬢さん。まあ《天元エール》の血族だから、どうでもいいけど」
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    「──シーナさん、か」


    　芦あし原はら咲さく良らは旧新宿の大通りで住人の避難誘導を行おこないながら、ぽつりと呟つぶやいた。


    　初対面だったのに、以前どこかで会ったような気がした少女。


    『あなた……名前は？』


    　そう問いかけてきた彼女も、どこか自分に興味を示していたように思う。


    　咲良には崩ほう界かい戦争以前の記憶がない。


    　この感覚が気のせいでなければ、シーナは記憶を失う前に会った人物の可能性があった。


    「もっとちゃんと、お話しすればよかったかな……」


    　少し後悔するが、あのときはそんな余裕がなかったのも事実。今も彼らは上空に浮かぶマゴニアで戦っているはずだ。


    　帰ってきたらまた機会があるだろうかと、空の城を見上げる。


    　マゴニアの周囲は小さな点が土星の輪のように取り囲んでいた。あれは城から脱出した魔女たちだ。彼女たちは《始魔ヴアルプルギス》の指示でマゴニアから退避しつつも、その周りで待機している。


    「──咲良さん」


    　そのとき、人波の中から自分を呼ぶ声が聞こえた。地上へ視線を戻すと、つい数時間前に会ったばかりの知人──エトナが立っている。


    「エトナさん！　どうしてここに!?」


    　咲良は驚いて声を上げた。


    　避難は北から南──湾岸部へと行われている。旧原宿の住人であるエトナが避難するならば、こちらは逆方向だ。


    「あなたにお話があって来たの。少し、お時間もらえるかしら」


    　彼女の真剣な表情を見て、咲さく良らは息を吞のむ。


    「──わかりました」


    　ただごとではないと判断した咲良は、ほかの職員に避難誘導を任せて、エトナと共に静かな路地裏へ入った。


    「ありがとう、咲良さん。早速で悪いんだけど、マゴニアが襲しゆう撃げきを受けたっていうのは本当かしら？」


    　空のマゴニアを示し、エトナは硬い声で問う。ここからでも微かすかにマゴニアから煙が上がっているのは見て取れた。


    　エトナが口にした情報は、巫ふ道どう機関が避難の理由として開示したもの。


    「はい……ですが、湊みなとさんたちが対応に当たってくれています。だから安心してください！」


    　彼女を不安にさせないよう、明るく言う咲良だったが、エトナはさらに顔を翳かげらせる。


    「魔女ではなく、ミナトたちが？　詳しく話してちょうだい」


    「わ、わかりました」


    　エトナの強い口く調ちように気け圧おされつつ、咲良は簡単に状況を語った。


    「──自分たちは戦わず、《陽皇アマテラス》の側を動かすのは、いかにも魔女らしいやり方ね。だけど、そもそもこんな状況に陥おちいったこと自体が不ふ可か解かいだわ」


    「どういうことですか？」


    　眉まゆを寄せる咲良に、苦笑を返すエトナ。


    「咲良さん、私が何を商売にしているか覚えてる？」


    「え？　それはもちろん占うらない……ですよね？」


    　当たり前のことを訊たずねられ、咲良は戸惑う。


    「ええ、そのとおり。失うせ物の在あり処かや人の運命、未来を、私は朧おぼろげに〝視みる〟ことができるわ。なら──血源ルーツである《始魔ヴアルプルギス》に、同じことができないはずはないでしょう？」


    「あ……」


    　エトナが何を言いたいのかに気づき、咲良は息を吞のんだ。


    「そう──もちろん《始魔》の予知も絶対じゃないけれど、今回ほど明確な危機を見逃すとは思えない。だから《始魔》はあえて襲撃を避けなかったと考えるべき」


    「そ、そんな、どうして……」


    　納得できずに問い返す咲良へ、エトナは鋭するどい視線を向ける。


    「今回の件で、《始魔》が何か得をしたことはない？」


    「得……？」


    「もしくは何らかの目的を果たしたか、ね」


    　得、目的……あ──。


    　咲良は、《始魔》が最初に要求したことを思い出す。


    　魔女たちが求めたのは、辰たつ宮みや湊みなとの身み柄がら。それが断ことわられた後は、マゴニアへ彼を招待しようとした。草くさ薙なぎは強引な誘いを阻はばもうとし、湊も抵抗したが──今回の襲しゆう撃げきによって、結局湊は自みずからマゴニアへと向かったのだ。


    「──思い当たることがあるようね」


    　咲さく良らの表情を見たエトナは、やはりかという顔で嘆たん息そくする。


    「だとすれば、早く手を打った方がいいわ。《始魔ヴアルプルギス》の手のひらで踊りたくないのならね」


    「……はい！」


    　エトナの言葉に深く頷うなずき、咲良は踵きびすを返した。だがその時、路地の片隅に蟠わだかまっていた闇がヌラリと動いて、咲良の行く手を遮さえぎる。


    「な──」


    　現れたのは三つ首の黒こく狼ろう。咲良は驚いて立ち竦すくんだ。


    　すると狼おおかみの首輪に嵌はまっている宝玉が淡く輝かがやき、女性の声が響いてくる。


    『あなたが第七特区にいると知って、シーナに魔術で居どころを捜させたけれど……正解だったようね』


    「この声……エキドナさん？」


    　咲良は声を聞いて、それが魔女エキドナのものだと気づいた。


    「そう、ずっと感じていた視線は……あなただったのね、エキドナ」


    　三つ首の黒狼を見つめ、エトナは苦笑を浮かべる。


    　二人は既き知ちの間柄だったのかと、咲良はエトナと黒狼を交互に見た。


    『ええ、本当なら懐なつかしい顔を眺ながめるだけにしたかったんだけど……そうもいかなくなっちゃったわ。エトナ──どうしてお母様を裏切るような真ま似ねをするのかしら？』


    「私はただ、友人に助言をしただけよ。何を企たくらんでいるかは知らないけど、《始魔》を困らせているのは、あなたたちのほうじゃない？」


    『……何ですって？』


    「マゴニアに引き籠こもっていないで、独り立ちしたらどう？　外の世界は楽しいわよ？」


    　肩を竦めるエトナに、黒狼は低く唸うなる。


    『それで、あなたみたいになれっていうの？　今のあなたから感じる幻素イデアの気配は……本当に弱々しい。かつての大魔女が見る影もないわね』


    「力なんてなくても、私は楽しく生きているわ。これが自然な在り方なのよ」


    『そうかしら？　力がないと楽しい時間は維持できないし、今みたいな状況を覆くつがえすことも不可能。そこのお嬢さん──悪いけれど、しばらくここでおとなしくしてもらうわよ』


    　黒狼はそこで咲良に視線を移した。


    「ど、どうして……」


    　唸る黒狼から一歩距離を取り、咲良は掠かすれた声で問いかける。


    『今《陽皇アマテラス》に余計なことを吹き込まれると困るの。ああ、言っておくと電話で連絡を取ろうとしても無駄よ』


    　宝玉から響くエキドナの声が、冷たく咲さく良らに釘を刺した。恐らく電気を操あやつる術か能力で、電波妨害をしているのだろう。空にはマゴニアから脱出した魔女たちが大勢いる。彼女たちが動けば、そのぐらいは容易たやすいはずだ。


    「やっぱり、湊みなとさんに何かするつもりなんですか？」


    『…………』


    　焦あせった声で訊たずねる咲良だったが、今度は何も返事がない。けれどそれはほとんど肯こう定ていと同じ意味だろう。


    「ふうん……今回の件にはミナトも絡んでいるのね。友人が二人も困っているのなら、私も見ているだけじゃいられないわ」


    　黒こく狼ろうに睨にらまれて身動きができない咲良に近づき、エトナは彼女の肩をポンと叩たたく。


    「エトナさん……」


    　少し表情を緩ゆるませる咲良だったが、宝玉からは嘲ちよう笑しようが響いてきた。


    『あはははっ──力を失なくしたあなたに何ができるのかしら』


    　エトナはそんなエキドナの言葉に、微笑を返す。


    「エキドナ、あなたは忘れているようね。《始魔ヴアルプルギス》の血族は、力がなかったからこそ強くなったのよ」


    　そう言って彼女は胸元から取り出したペンダントを引きちぎり、空に翳かざした。


    　その瞬間、辺りの影と闇を吹き払う眩まばゆい光が路地裏を白く染め上げる。


    「──咲良さん、こっち！」


    　何も見えない中、エトナが咲良の腕を引く。


    　後方で鳴り響く獣けものの咆ほう哮こうに身を竦すくめながら、咲良は必死で足を動かした──。
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    　三百六十一、三百六十二……。


    　マゴニア城内の広い通路を歩きながらライオット・レイヤードは、胸の内で歩数を数える。


    　いや──彼の主観で言うならば、勝手に聞こえてくるというのが正しい。


    　舌足らずの幼おさない声が、一歩を踏み出すたびに心の中で数を刻む。


    　もう記憶の中にしか存在しないあの子が、自分の少し前を歩んでいる光景を、彼は理性を保ったままに幻げん視しした。


    　そうして歩む廊下には、絵画や美術品が飾られ、高い天井には華美な照明が設置されている。


    　周囲に部下の姿はない。


    　城の裏手で死なない獣けものの足止めに遭あったライオットは、部下を囮おとりにして単独で先行していた。


    　彼が目指すのは地下ではなく、城のどこかにある玉座の間。マゴニアの〝心臓〟があるとすれば、そこか地下深くのどちらかだろう。


    　三百六十五、三百六十六──。


    　幻聴は消えない。


    　上を目指して以降、足止めに現れる者もいない。途中、外に見かけた敵を城壁から攻撃したが、相打つ形となって見失った。


    　ここまで出くわさないということは、彼らは地下へ向かったようだ。こうなるとこちらは空から振ぶりの可能性が高くなる。


    　──まあいい。別にいい。玉座を改めた後に地下へ降りればいい。


    　数を刻みながら、ライオットは先へと進む。


    　三百七十五、三百七十六──。


    　鳴りやまぬ声に、実利的な価値は皆かい無む。


    　先ほど徒歩に切り替えた時点からカウントが始まっているだけなので、距離を測る役にも立たない。だが、決して煩わずらわしいとは思わなかった。


    　過去から響いてくるその声は、何よりも大切なもの。


    　こうして歩数を数えるのが好きな幼おさな子ごがいた。覚えたての言葉を、新しい概がい念ねんを、忘れぬように、己おのれに刻むように、あの子は数を連ねた。


    　同じ道でも、時を経へるごとにあの子の歩数は縮まっていく。ライオットの歩数は変わらない。


    　そんな時間が、かつてあった。


    　──四百。


    　それは確か、研究所から社員寮までの距離。たまに自宅へ戻れる日、あの子は弾はずんだ声で数を唱えた。その歩数でライオットは足を止める。背後からの羽は音おとに気づいて──。


    　手にしていたハルバードの柄えで床ゆかを突き、彼は後ろを振り向いた。


    　十数メートルの距離を挟んで、白き翼を持つ少女が舞い降りる。この通路が広かったために、屋内でも飛ぶことができたのだろう。美しく神こう々ごうしいと、素直に感じる。


    「──私は子供の頃、神を信じていた」


    　こちらに向けて弓を構えた天使に、ライオットは淡々とした声で話しかけた。


    「…………？」


    　天使──ミカエル・ザ・サードは、訝いぶかしげに顔を顰しかめる。


    「両親は敬けい虔けんな十字教徒でね。もしもこうして天使を見る機会があったならば、心から喜んだことだろう」


    「そう……それはどうも」


    　ミカエルは戸惑いつつも、風で紡つむいだ不ふ可か視しの矢を弓に番つがえた。


    「けれど残念ながら、私は科学に魅了されて神を忘れた。君たちが表舞台へ出てくるまでは──」


    　そう言ってライオットは長大なハルバードを片手で構える。常人では考えられない膂りよ力りよくだ。


    　それを攻撃動作と見なし、ミカエルは攻撃を放つ。


    「突つ風よフオラータ！」


    　幻素イデアによって制御された風は、鋭するどい矢となってライオットに向かった。だが──。


    　バヂィッと眩まばゆい電光が瞬またたき、彼女の風は吹き散らされる。


    「な──」


    　息を吞のむミカエルに構わず、ライオットは平淡な口く調ちようで話し続けた。


    「私は君たちの存在に感謝している。幻エ類ナは人類に可能性をもたらし、私に奇き跡せきを与えてくれたのだから」


    　彼は思い出す──あの子を救ってくれた、その力を。人類が手にした可能性を。


    「そして同時に……私は君たちを憎ぞう悪おしている。幻類は私から掛け替えのないものを奪ったのだから」


    　彼の中で蘇よみがえる──あの子が失われた絶望を。奪い取った者への憎しみを。


    「っ──！」


    　バチバチとハルバードの周囲に電光が走り、ミカエルは警戒して距離を取る。


    「ゆえに私は、感謝の心を忘れずに君たちを虐ぎやく殺さつしよう。ありがとう、ありがとう、ありがとう、ありがとう──」


    　目を見開き、感謝の言葉を繰り返すライオット。


    　構えたハルバードの先端に雷らい光こうが収束していく中、彼は空あいた手で十字を切った。


    「あなた……まともじゃないわ」


    　ミカエルは矢に霊気を集めながら、理解できないという表情で呟つぶやく。


    「──ありがとう」


    　その言葉にライオットは礼を返し、ハルバードから轟ごう雷らいを撃ち放った。
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    　──柱央神殿内にある会議室。


    　今日きよう、会談が行おこなわれる予定だったその場所には、照てる日ひと八や咫た、《始魔ヴアルプルギス》の姿だけがあった。


    「退屈じゃのぉ……」


    　窓の外を眺ながめていた《始魔》はため息をついて、照日のほうへ視線を向ける。けれどその瞬間、キィィィンと何かが〝弾はじかれた〟ような音が部屋に響いた。


    「──お戯たわむれはおやめくださいませ」


    　照てる日ひの後ろで控えていた八や咫たは、硬い声で《始魔ヴアルプルギス》に言う。


    　恐らく《始魔》が仕掛けた何かを八咫が防いだのだろう。当の照日は何も気づかなかったのか、きょとんとした顔で八咫と《始魔》を交互に見る。


    「何があったのですか？」


    　疑問を口にする照日に、《始魔》は苦笑を返した。


    「暇ひまつぶしに些さ細さいな悪いた戯ずらを試みようとしただけじゃ。察知されぬよう気をつけたつもりなのじゃが……そなたの眷けん属ぞくに防がれてしもうたがの。よい道具を持っておるな、《陽皇アマテラス》」


    「……八咫は道具ではないのです」


    　少しむっとした顔で照日は《始魔》の言葉を訂正する。


    「ほう、これは面白いことを言う。主あるじに力を分け与えられ、従属する存在を、そなたは道具でないと申すか？」


    「はいです。わたくしは八咫や草くさ薙なぎを、自分の道具と思ったことはありません」


    　はっきりと《始魔》の目を見て言い返す照日。


    「照日様……」


    　その宣言を聞き、八咫は少し困ったような、それでいて嬉うれしそうな表情を浮かべた。


    「ふむ──そなたの眷属は、本質が〝物〟であるがゆえに、そのような関係性も成り立つのじゃろうな。道具を道具として扱わぬことで人と成す……我らとは真逆じゃ」


    　八咫の姿をじっと見つめ、興味深そうに《始魔》は呟つぶやいた。


    「逆、なのですか？」


    　照日が首を傾かしげると、《始魔》は深く頷うなずく。


    「ああ、我らの血族は獣けものに幻素イデアを分け与え、使い魔という眷属を作る。それは個であったものを道具へ堕おとす行為じゃ」


    「確かに……器物をもとに一から生み出すのと、最初から自我のある生物を眷属とするのでは、違いがあるのかもしれないですね」


    　草薙や八咫は、照日ではなく原初の人格である《陽皇》が創造したものだという部分も大きいのだろう。けれど《陽皇》が生んだ存在として、照日は彼らを道具ではなく、自分の分身のようにも感じていた。


    「とは言え、使い魔は対価として知性と力を得ておる。強き者に付き従うのも、獣の本能じゃ。眷属となることを拒こばむのは、人間ぐらいのものじゃろう」


    　しみじみと呟く《始魔》を見て、照日は彼女の傍そばにいた〝人間〟を思い出す。


    「シーナさんが〝人間の魔術師〟であるのと、何か関係があるのでしょうか？」


    「ふ──魔女でもないのに勘がよいな、《陽皇》よ。我はかつて、シーナに眷属とならぬかと提案したことがあるのじゃが……あの子は何と答えたと思う？」


    　口元に手を当て、とても愉快そうに《始魔》は問う。


    「今、あの方が眷けん属ぞくでないところを見ると……断ことわったのでは？」


    「そのとおり。しかし断り方が秀しゆう逸いつじゃった。シーナはこう問い返したのじゃ──眷属になっても自分は我の娘でいられるかと。親に逆らわぬ者を、子と呼べるのかと」


    　もう抑えきれないという様子で、くすくすと笑う《始魔ヴアルプルギス》。


    「かつて我に反はん目もくし、マゴニアを出しゆつ奔ぽんした魔女もいた。けれどそれは従者でなく娘であったからこその行動。ゆえに我は、シーナの疑問を肯こう定ていした。するとあの子はあっさり〝眷属にはならない〟と答えたのじゃ」


    「シーナさんはそれだけ、あなたのことを慕したっていた……ということでしょうか」


    　笑い続ける《始魔》に少し戸惑いつつ、照てる日ひはそんな相あい槌づちを打った。


    「いや──シーナは我を慕うどころか、恨うらんでおるじゃろう。何しろ、あの者からすべてを奪ったのは、我なのじゃから」


    　すっと声のトーンを落とし、彼女は冷たい口く調ちようで告げる。


    「え……？」


    　戸惑う照日を見て《始魔》は皮肉そうに口の端はを歪ゆがめ、こう付け加えた。


    「シーナが我の眷属とならなかったのは、いつか我を討つためやもしれん。だとすれば、それはそれで面白いのじゃがな──」
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    「これは……通れそうもないな」


    　シーナの道案内に従って地下通路を歩いてきた湊みなとは、道を塞ふさぐ瓦が礫れきの山を見て呟つぶやいた。


    「上のほうで誰かが派手に暴れたみたい。かなり広範囲に崩ほう落らくしてる」


    　杖つえの先端にある水晶を輝かがやかせ、状況を確認するシーナ。通路が壊れた影響か、付近の燭しよく台だいからは光が失われている。


    「どうする？　動力部へはこの道しかないのか？」


    「ううん、少し遠回りをすれば大丈夫。こっち」


    　シーナは湊の手を摑つかみ、来た道を戻り始めた。


    「手が塞がっていると、いざというときに困るんだが……」


    　そのままシーナが手を離さないのを見て、湊は躊躇ためらいがちに言う。


    「そう？　なら、こうする」


    　ぱっと湊の手を解放するシーナだったが、今度は腕を絡めてきた。体が密着し、余計に動き辛づらくなる。加えて柔らかな胸が肘ひじに押し当てられているせいで、意識もそちらへ向いてしまう。


    「……どういうつもりだ？」


    「大丈夫。近くにまだ敵はいない」


    「だからと言って、どうして腕を組むんだよ」


    「ボクはまだ諦あきらめてないから」


    　湊の問いに、少し強い口く調ちようで答えるシーナ。


    「諦めてない？」


    「あなたと結婚すること。だから、女の武器を使って誘惑してる」


    　服の上からではわからない大きな胸で湊の腕を挟み込み、上目遣いでシーナは湊を見上げる。


    　幼おさなさを残す整った顔立ちと発育のいい体のギャップは、男としての本能を揺り動かす力があった。けれど──そのぐらいで心変わりするほど、安い決意で照てる日ひの傍そばにはいない。


    「どれだけ誘惑されても、俺おれの答えは変わらない。結婚は諦めてくれ」


    「……おかしい。女の武器が通じていない。男はおっぱいに逆らえないって、お姉様たちは言っていたのに……」


    　シーナは不思議そうに首を傾かしげる。どうやらこの大胆な行動は、魔女たちの入れ知恵らしい。


    「他人の話を鵜う吞のみにするな……そういうのは話半分に聞いておくべきだ。というか──軽々しくこういうことはしないほうがいい」


    　ため息をついてシーナの腕を解こうとするが、彼女は力を込めて抵抗する。


    「……嫌。ボクは離れないし、諦あきらめない。話半分ということなら、女の武器も半分は通じているということ。なら、ボクは誘惑を続ける」


    　さらに強く胸が押し当てられ、その柔らかさと温かさに意識が向く。確かに、効果が全くないとは言い切れない。だが──。


    「どれだけ続けても無駄だ」


    「どうして？　ボクはそんなに魅力がない？　それとも……あなたには何か、特殊な性せい癖へきが？」


    「……どっちも違う。シーナは客観的に見て、魅力的な人間だ。けど──」


    「けど？」


    　途中で言葉を切った湊みなとを、シーナは促うながす。これは言うべきか迷ったが、自覚がないのなら指摘したほうがいい。


    「君は別に、俺おれのことを好きじゃないだろう？」


    　かつて自分を愛してくれた人がいたから、わかる。シーナの行為には、愛どころか好意すら感じられない。手紙には一目惚ぼれしたと書かれていたが、とても信じることはできなかった。


    「……好きじゃないと、誘惑したらいけない？」


    　きょとんとした顔でシーナは疑問を口にする。


    「ダメということはないが……たとえ俺に照てる日ひを守るという目的がなかったとしても、そんな相手の誘惑には乗らないな」


    「そう……」


    　少し落ち込んだ表情を浮かべ、シーナは腕を解ほどいた。


    「《始魔ヴアルプルギス》は龍りゆう脈みやくの鍵かぎとして俺の身み柄がらを求めていた。だからシーナは俺に結婚を申し込んだんだろうが、そこまで無理をしなくても──」


    「無理じゃない」


    　けれど、諭さとそうとした湊の言葉をシーナは鋭するどく遮さえぎる。


    「……シーナ？」


    　強い意志の光を瞳ひとみに浮かべ、こちらを真っすぐ見つめるシーナに、湊は戸惑う。


    「ボクは、お母様に命令されてあなたを誘惑したんじゃない。それが一番いい方法だと思ったから、選んだだけ。お母様にとっても、ボクにとっても、あなたにとっても……」


    「俺にとっても……？」


    　どういうことかわからず問い返すと、シーナは頷うなずきを返した。


    「──そう。だから、ボクは最善を諦めない。自分がそうしたいから、そうする。だから……教えて。あなたを好きになるには、どうしたらいい？」


    　真剣に問いかけてくるシーナ。だが湊の困惑はますます強くなる。


    　この子はそこまで《始魔》の役に立ちたいのか？


    「どうしたらと言われてもな……他人がどうこうできることじゃ──」


    　困り果てて頭を搔かく湊みなとだったが、突然シーナの持つ杖つえの宝玉が強い光を放った。


    「っ──誰か、こっちに近づいてる。たぶん、敵」


    　シーナははっとした表情を浮かべ、湊に注意を促うながす。彼女が発動した探知系統の魔術が、接近者を捉とらえたのだろう。


    「数はわかるか？」


    　刀の柄つかに手を掛け戦闘態勢を取りながら、湊はシーナに問いかけた。


    　上階の崩ほう落らくがこのフロアにまで及んでいたということは、そこにいた敵が付近に来ていてもおかしくはない。


    「……四人。次の角を曲がってしばらく進むと、鉢はち合あわせする」


    　声を潜ひそめ、シーナは答える。彼女の言う次の角は、すぐ目の前だ。けれどまだ向こうの足音や話し声も聞こえない。


    「なら、この角で待ち伏せして奇き襲しゆうしよう。最低でも二人倒せば、数の不利はなくなる」


    「……わかった」


    　彼女は頷うなずいて通路の角で足を止め、宙ちゆうに魔法陣を描き始めた。


    「どんな魔術を使うつもりだ？」


    「……突風を起こす術。敵が近づいたら発動させて、体勢を崩す。あなたはその隙すきに攻撃して」


    「了解だ。ただ発動するタイミングは、俺おれに指示させてくれ」


    「うん」


    　こくんと首しゆ肯こうを返したシーナと共に、湊は廊下の角で息を潜めて待つ。


    　しばらくすると微かすかな足音が耳に届いた。


    　会話はなく、足音も可能な限り抑えようとしている。かなり警戒している様子が感じ取れた。


    　強い幻素イデアの気配も伝わってくる。これは敵が持つ機神デウスが発しているものだろう。


    　機神は幻エ類ナを討つための兵器。人間の身体能力は幻類に劣おとるが、機神を用いての攻撃は時に力ある血族を凌しのぎ──神オリ祖ジンにも届きうる。


    　以前の戦いでは、強力な機神を持つ蓮れん路じに追い詰められた。


    　彼らが蓮路と同等の機神を持っているかは分からないが……多少性能が劣っても、この人数差で正面からやり合えば無事では済まない。ゆえに、攻撃される前に無力化してしまうのが最も有効な手段だ。


    　──敵も曲がり角には警戒する。ギリギリで仕掛けるのは、むしろ危ない。狙うのは角に注意を向ける直前だ。


    　次第にガチャガチャという金属的な音も聞こえるようになる。敵の装備が立てる音だろう。


    　音から敵の距離を測り、最高の機を狙う。


    　あと三歩、二歩、一歩──。


    　シーナに身振りで「今だ」と指示を出す。


    「風波ヴアン」


    　小さな声で呪じゆ文もんらしきものを唱えるシーナ。すると魔法陣が強く発光し、通路の先へと突風が放たれる。


    「なっ──」


    　通路に響く驚きよう愕がくの声。まだ風が吹きすさぶ中、湊みなとは角の向こうへと飛び出す。


    　そこにいたのは機神デウスらしき武器を持った四人の男。共通した戦闘服を身に着けており、統制された組織の一員であることが見て取れる。


    　以前戦った蓮れん路じや、ほかの襲しゆう撃げき者たちとは違う感じだが、恐らく〝覆いを外す者たちアポカリプス〟で間違いないだろう。


    　風に煽あおられて姿勢を崩している彼らに、湊は水を纏まとわせた右腕を翳かざした。


    「──爆はぜろ」


    　水を無数の弾丸と化し、撃ち放つ。この風の中では湊も狙いをつけられない。ならば敵の逃げ場がないほどの攻撃をばら撒まけばいい。


    「があっ!?」


    「ぐっ……」


    　全身を水弾に叩たたかれた男たちが、悲鳴を上げて床ゆかに倒れる。


    　奇襲は成功だ。けれど、攻撃を拡散した分、十分なダメージを与えられたかはわからない。


    　湊は散った水を再び右手に集め、油断なく倒れ伏す男たちを見回した。


    　しばらく待っても動く様子はない。念を入れるのであれば、確実にとどめを刺すべきなのだろうが──。


    　それは必要なことなのかと、迷いを覚える。多分その逡しゆん巡じゆんには、自分が思っていたよりも長い時間を費ついやしてしまったのだろう。


    「……終わった？」


    　湊からの合図がないのを心配してか、シーナが廊下の角から顔を出した。


    「っ──まだ来るな！」


    　こちらに近づいてこようとしていたシーナに、湊は慌あわてて制止の声を上げる。


    　そのとき──倒れながらも短銃型の機神を手放していなかった男の一人が、突然行動を起こした。彼は顔を上げ、機神の銃口をシーナに向ける。


    「魔女、め……っ！」


    　放たれるのは、普通の弾丸など比較にならない威力を孕はらんだ光。幻エ類ナを殺すための、機神の一撃。


    「くっ──」


    　湊はシーナのほうへ跳躍し、彼女を抱きしめる。そして同時に制御下にあった水を、男に向けて撃ち放った。


    　互いの攻撃がぶつかった瞬間、大きな爆発が巻き起こる。背中に凄すさまじい熱と痛み。


    　敵の攻撃と水が何らかの干渉を起こしたのだろう。


    　爆風に吹き飛ばされた湊みなとは、シーナを庇かばいながら床ゆかを転がった。


    「ぐ……大丈夫、か？」


    　全身から脳を揺さぶる痛みに耐えながら、抱きしめていたシーナから腕を離す。


    「うっ──足を……転がったときにぶつけたみたい。けど、それだけ。ほかは平気」


    　シーナは右足を押さえつつ、湊に答えた。


    「そうか、なら……よかった」


    　安あん堵どしながらも、湊は油断なく通路の先に視線を向ける。辺りには白い煙が充満し、敵の姿は見えない。


    　さらなる攻撃を警戒する湊だったが、しばらくして煙が晴れたとき──そこには倒れ伏した男たちの姿しかなかった。


    　四人全員、酷ひどい有あり様さまだ。もう、息はあるまい。湊が庇わなければ、シーナも命を落としていただろう。


    　人間の脆もろさを感じながら、湊は男たちに近づき、転がっていた機神デウスを一つずつ破壊して回る。


    そしてシーナのところへ戻ると、彼女は自分の足に魔法陣を描き、両手を翳かざしていた。先ほど湊を癒いやした温かい光が魔法陣に灯っている。負傷箇所に治療魔術を施ほどこしているようだ。


    「……ごめんなさい。思ったより治療に時間がかかりそう。すぐには……歩けそうにない。その間にあなたの怪け我がも治すから、こっちに来て」


    　痛みを堪こらえている顔で湊を手招きするシーナ。けれど湊は通路の前後を見回して、首を横に振った。


    「いや──俺おれの治療は後回しだ。さっきの爆発音で敵が集まってくるかもしれない。早くここから移動するぞ」


    　そう言って湊は彼女の前にしゃがみこみ、背中を差し出す。


    「……何？」


    「歩けないんだろ？」


    「うん……」


    　それでようやくシーナは湊の行動を理解したようで、少し躊躇ためらいながら背中に体を預けてきた。負傷している右足を慎重に支えつつ、湊はシーナを背負って立ち上がる。


    「わ」


    　頭のすぐ後ろから驚いたような声。


    「どうした？」


    「……思ったより、高かったから」


    　彼女の返事を聞き、湊みなとは苦笑する。


    「杖つえで空を飛べるのに、これぐらいの高さで驚くなよ。さ、行くぞ。道案内は任せた」


    「う、うん……」


    　どこか戸惑っている様子で返事をするシーナ。


    　少し彼女らしくない反応を不思議に思いながらも、湊は通路の先へと歩き出した。
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    「次の角を右……突き当たりの階段を降りて」


    「了解」


    　湊はシーナの指示に従いながら、地下の動力部を目指す。


    　幸いにもあれから敵とは遭そう遇ぐうしていないが、道はまるで迷路のようだ。遠回りをしているせいか、上階を経由することもあり、何階分降りたのかもわからなくなってくる。一人で戻れと言われても、間違いなく無理だろう。


    　そんなことを考えていたとき、背中にくすぐったさを感じた。


    「何をしてるんだ？」


    　顔を動かし、背負っているシーナのほうを向く。
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    「あなたの背中に、治ち癒ゆの魔法陣を描いてる」


    　彼女は真ま面じ目めな顔で手を動かしつつ、湊みなとに答えた。爆発で負った火傷やけどを治療してくれようとしているのだろう。


    「ありがとう、助かる」


    「……別に。当然のこと」


    　彼女が魔法陣を発動させたのか、背中が温かくなって痛みが遠のく。おかげで少し体を動かしやすくなり、湊は歩調を速めた。


    「…………ふわ」


    　しばらく一本道が続き、指示を出す必要がなくなったシーナは、小さく欠伸あくびをする。


    「眠いのか？」


    「……少し。何だか懐なつかしくて、気持ちがいいから」


    　もう一度欠伸をしたシーナは、湊の首に両腕を回して体を密着させた。


    　背中に当たる柔らかな感触に意識が向くが、今度は誘惑しているわけではなく、眠くて体重を預けてきただけのようだ。


    「こんなふうに、小さな頃……誰かにおんぶしてもらった気がする。あなたに似てるから……たぶん、お父さんかな……」


    　その曖あい昧まいな物言いに湊は疑問を抱いだく。


    　これは彼女の生おい立たちについて聞くチャンスだとも思い、湊は彼女に話しかけた。


    「両親のことを、覚えていないのか？」


    「……うん、あんまり。お父さんは背が高くて、眼鏡めがねをかけてる人だった気がするけど……お母さんのことは、全く思い出せない。もしかしたら、いなかったのかも……だからお母様を、すぐにお母様って呼べたのかも……」


    　半分微睡まどろんでいるような声で、彼女は答える。


    「お母様、か……どうしてシーナは──《始魔ヴアルプルギス》の娘になったんだ？」


    　デリケートな質問だとは理解していたが、彼女の事情を知りたくて湊は問いかけた。


    　シーナという女の子は、あまりに不ふ可か思し議ぎな人間だ。


    　幻素イデアを知覚できること、人間でありながら《始魔》の娘を名乗っていること……納得できないことが多すぎる。


    「……どこから話せばいいのか、わからない」


    「なるべく最初から話してくれると、俺おれは嬉うれしいが」


    「嬉しい……」


    　シーナは嚙かみしめるように湊の言葉を繰り返す。そしてしばらくすると、頷うなずく気配が伝わって来た。


    「……わかった。けど、ボクが覚えていることはホントに少ない。だから、後でお母様たちから聞いた話からの推測になるけど、いい？」


    「ああ」


    　湊みなとが了承すると、シーナは少しの間を置いて話し始める。


    「一番昔の記憶は、白い部屋と、たくさんの子供。ボクは病院みたいな場所で暮らしていて、時々お父さんらしき人が会いに来てくれた」


    　ゆっくりと自身の思い出をなぞるようにしてシーナは語った。


    「でも、突然その場所は壊れて、何が何だかわからなくて……泣いているボクを、大きな手が引っ張った。きっとあれが……崩ほう界かい戦争の始まり。ボクは、日本から逃げ遅れた人間の一人だったんだと思う」


    「え……シーナは、日本人なのか？」


    　シーナという名前や、髪や目の色、顔立ち、魔女の仲間であることから、てっきりヨーロッパ辺りの生まれかと湊は思っていた。


    「うん……たぶんお父さんかお母さんのどちらかが、この国の人なんだと思う。シーナも、本当はこういう字を書く」


    　シーナは魔法陣を描くのと同じように、自分の手のひらに光る線で「詩奈」と書く。


    「詩しい奈な……」


    　すぐにキラキラと光の粒りゆう子しになって消えていく名前を見ながら、湊はその文字を読み上げた。


    「そう、ボクは……自分の名前は忘れてなかった。たぶんお父さんだと思う人が、ボクをそう呼んでいたのは覚えてた」


    「じゃあ、これからは詩奈って呼んだ方がいいか？」


    　音に出すと微妙な音の差でしかないが、シーナにとっては大きな違いかもしれないと問いかける。


    「ううん……シーナでいい。今のボクは、詩奈じゃなくてシーナだから。お母様が……そう呼んでくれるから」


    「──わかった」


    　自分に迫せまってきた時もそうだったが、シーナはかなり《始魔ヴアルプルギス》を慕したっている様子だ。その理由は、さらに話を聞けば分かるのだろうか。


    「詩奈だった頃のボクは、男の人に連れられて、いろんな街を巡ってた。きっと《空エ姫ア》の血族が街を襲おそうたびに、お父さんと他の街へ逃げていたんだと思う」


    　崩界戦争の引き金は、この極きよく東とうの地。神オリ祖ジン《空姫》は血族と共に人間の虐ぎやく殺さつを始めたのだ。


    　そんな地獄から逃げ遅れた者たちは、息を潜ひそめて隠れるか、少しでも安全な場所へと移動するしかなかったのだろう。


    「けど、次の記憶では、ボクは燃える街に一人きり。《空姫》の血族とお母様の戦いに巻き込まれたんだって、後で聞いた。お父さんはきっとそのときに……」


    「な……」


    　予想外の言葉に、湊みなとは息を吞のむ。それでは《始魔ヴアルプルギス》を恨うらみこそすれ、慕したうことなどありえないはずだ。


    「ボクがお母様を憎まないのが、不思議？」


    　そんな湊の様子を見て、シーナが問いかけてくる。


    「……ああ、だって父親の仇かたきみたいなものだろ」


    「そうかもしれないけど……よく覚えていない人のために、ボクは怒ったりできなかった。それにそんな経緯を理解できるようになったときには、このマゴニアがもうボクの居場所だったから」


    　とても強い思いを込めて呟つぶやくシーナ。


    「そんな大切な場所なら……ここを放棄しろって《始魔》の命令は、納得できなかったんじゃないか？」


    　気になって問いかけると、シーナは口ごもる。


    「それは……」


    　空気が重くなり、彼女が返事を迷っているのを見て、湊は質問を変えることにした。


    「まあ──居場所だとしても、そこが居い心ごこ地ちいいかは別問題だしな。魔女の中で人間が暮らすのは、大変だっただろ？」


    　人間であるシーナへの風当たりが強くなかったかと心配するが、彼女は小さく首を横に振った。


    「そんなことない。あなたは知らないかもしれないけど、魔女は子供にとても優しいの。大変どころか、甘やかされてたぐらい」


    「優しい……？　あのエキドナもか？」


    　草くさ薙なぎに対しての挑ちよう発はつ的てきな言動を思い出しつつ、湊は眉まゆを寄せる。


    「エキドナ姉様は、ダダ甘」


    「ダダ甘……」


    　とてもそんな光景は想像できないが、シーナが言うのだから本当なのだろう。


    「唯ゆい一いつ、厳しかったのはお母様。でも、どんなときでもボクの呼びかけには応えてくれた。眠そうでも、忙しそうでも、返事をしてくれた……ボクはここで、一人じゃなかった」


    　懐なつかしむように、感謝するように、湊の耳元でシーナは言葉を紡つむぐ。


    「シーナは……《始魔》や魔女たちが、好きなんだな」


    　この話はあくまでシーナの主観だ。《始魔》や魔女たちが、お人好しで善良な者たちであると判断するのは早い。人間でありながら幻素イデアを知覚する才能に目をつけ、確保したというほうが筋は通る。


    　けれど──シーナがマゴニアで幸せに暮らしていたのは事実なのだろう。世間知らずでズレたように思える感性も、甘やかされて育った箱入り娘と考えれば納得がいく。


    「好き？　この気持ちがそうなの？」


    　湊みなとの言葉に驚くシーナ。その反応を見て、シーナが少し違う意味で湊の言葉を捉とらえたことに気づく。


    「さっき言ってた〝好き〟とは微妙に違うんだが……まあ、誰かを大切だと思う気持ちは、好きと言い換えてもいいとは思う」


    「……そういうことなら、ボクはあなたのことが好き。お母様にとって重要な龍りゆう脈みやくの鍵かぎだから、大切」


    「いや、悪い。さっきの言葉は撤てつ回かいだ。その場合の大切は、好きとイコールじゃない」


    　理論を飛躍させたシーナに、湊は慌あわてて自分の発言を訂正した。


    「……難しい」


    　むすっとした声こわ音ねでシーナはぼやくが、一拍置いて躊躇ためらいがちに言葉を続ける。


    「けど──今ボクは、こうして運んでくれていることに感謝している。あなたの背中が心ここ地ちよくて、離れがたく思っている。この思いは、マゴニアのみんなへ向ける気持ちに近い気がする」


    「シーナ……」


    　彼女のストレートな言葉に、少しドキリとする。それは、その気持ちは、好きと言い換えるに足るものと感じたから。


    「これが好きだとしたら、また誘惑してもいい？」


    　耳元で甘く囁ささやくシーナに、ぞくりと背筋が震えた。


    「おい、待て、今はそんな状況じゃないだろ。ちゃんと道案内をしてもらわないと──」


    　彼女を投げ出すわけにもいかないので、湊は言葉で制止する。


    「それは大丈夫。もう着いたから」


    「え？」


    　湊は疑問の声を上げつつ、道なりのまま廊下の角を曲がる。


    　その先にあったのは、円形状の広い空間。燭しよく台だいが何か所かに灯ともっているが、空間が広いので光量が足りていない。薄闇に満たされた広間の中央で足を止めた湊は、辺りを見回す。


    　この広間へはほかにも通路が続いているようだ。さらに広間の奥には、幾き何か学がく的てきな模様が彫刻された大おお扉とびらが聳そびえている。


    「あれが〝心臓の間〟への扉」


    「心臓の間？」


    「そう、マゴニアの心臓──つまり動力室への入り口。後はここまで辿たどり着いた敵を迎げい撃げきするだけ。それまでは、暇ひま」


    　シーナはそう言うと、湊の肩をポンポンと叩たたいた。


    「降ろして。そろそろ足の治ち癒ゆも終わったはずだから」


    「あ、ああ」


    　離れてくれるのかと少し安あん堵どしつつ、湊みなとは慎重に彼女を地面へ降ろす。彼女は足の具合を確かめた後、「大丈夫そう」と言った。


    　そして何を考えたのか、おもむろにローブの前をはだけ始める。


    「おい……何してるんだ？」


    「おっぱいが通用しなかったら、こうすればいいって魔女のみんなが」


    　その返事を聞いて、湊は深々と嘆たん息そくした。


    「だからそういう情報を鵜う吞のみにするなって」


    　どう彼女を説得したものかと考える湊だったが、その必要はすぐになくなる。


    　ズゥゥゥゥンと一際大きな振動が響き、湊たちが出てきた通路とは反対方向から、微かすかな粉ふん塵じんが舞い込んできた。そして聞こえてくる複数の足音。


    　シーナの探知魔術に頼らなくても、敵が接近していることは明白だ。どうやら自分たちはギリギリで先回りに成功したらしい。


    「──やるぞ、シーナ」


    「うん……今度は、迷惑かけない」


    　シーナは手早く服装を整え、魔法陣を描き始めた──。
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    　何で……どうして……わたしは今、こんなところにいるの？


    　ミカエル・ザ・サードは、薄暗い森の中から微かに覗のぞく青空を見上げ、胸の内で自問する。


    　ここは城の周辺にある森の中。


    　自分はつい先ほどまで、城の中で敵と戦っていたはずだ。


    　ハルバード型の機神デウスを持つ、長身の男。感謝をしながら憎ぞう悪おを迸ほとばしらせる、異様な人間。


    　記憶を辿ろうと少し頭を動かす。それだけで凄すさまじい痛みが全身に走った。


    　見れば体は傷だらけ、白い羽は端のほうが焦げ、焼け切れている。よくここまで飛んで逃げられたものだ。


    　──逃げた？


    　自分の思考に違和感を覚え、ミカエルは顔を顰しかめる。


    《天元エール》の血族であり、偉大な大天使の名を継いだ自分が、逃げるわけがない。


    　そんなはずは、ないのに──。


    　今の状況が、傷ついた体が、それが事実だと訴えてくる。


    　ミカエル・ザ・サードはあの人間に敗れ、逃亡し、身を潜ひそめているのだと。


    　──こんなのは、わたしじゃない。


    　誇りある天使ならば、たとえ敵がどれだけ強大でも、退ひくことなく戦うはずだ。いや、そもそも人間に負けることなどありえない。


    　でも、でも、だけど……。


    「っ……」


    　唇くちびるを嚙かみ、空を睨にらむ。せめて涙は零こぼさぬように。


    　悔しかった。弱い自分が許せなかった。


    　このままでいいはずはない。けれど、足は動かない。


    　痛みだけではなく──恐怖に竦すくんでしまっている。


    　風に靡なびく木々の音と、甲かん高だかく鳴き交わす鳥の声が、やけに大きく耳に届く。


    　周囲がこれだけ静かならば、あの男は追ってきていないのだろう。


    　彼がどこへ向かうにせよ、いずれ草くさ薙なぎか湊みなとと戦うことになるはずだ。


    「う……」


    　せめて自分が見たあの男の秘密を伝えなければと、ミカエルは以前渡された携帯端末を取り出す。自分の恥を、至らなさを晒さらすことになろうと、このぐらいの役目は果たさなければ、ここへ来た意味すらない。


    　けれど操作しようとした端末の液晶画面は割れ、うんともすんとも反応しない。戦いの中で壊れてしまったようだ。


    　敵が電撃を使ってきたのも致命的だったのだろう。


    「これだから人間の機械は嫌なのよ……」


    　壊れた端末を地面に投げ出し、ミカエルはため息をつく。


    　こうなれば自分が直接行くしかない。


    　けれどこの状態で空を飛ぶのは無理だろう。城内の道もわからないため、徒歩で合流できる可能性は低い。


    　そして何より、竦んだ足は立ち上がることすら拒こばんでいる。


    「動き……なさいよ」


    　苛いら立だたしく自分の足を叩たたくミカエル。


    　頭上から悲鳴が聞こえてきたのは──ちょうどそんなときだった。
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    　風を裂き、重力に逆らい、空の頂いただきへと向かう。


    　下を見れば遠ざかる街並み。遠くには丸く見える水平線。


    　向かうのは天に君くん臨りんする巨大な城──マゴニア。


    「え、え、エトナさん！　わ、私、飛んでます！　空を飛んじゃってます！」


    　咲さく良らはエトナの腰に必死で摑つかまりながら、悲鳴のような声を上げる。


    「そうね、飛んでるわね。気分はどう、咲良さん」


    　杖つえに乗り、空を駆かける魔女は、同乗者に軽い口く調ちようで問いかけた。


    「す、凄いです！　あ、あと、寒いです！」


    「上空は空気が冷たいものね。だから魔女は空を飛ぶときに風だけでなく、熱も制御するんだけど……今はそんな余裕はないわ。ちょっとだけ、我慢して」


    「は、はい！」


    　咲良は頷うなずき、エトナの腰に回した腕に力を込める。


    　三つ首の黒こく狼ろうから逃げ出した後、咲良は柱央神殿へ向かおうとしたのだが、エトナはそれを止めた。柱央神殿には《始魔ヴアルプルギス》がいると聞いたためだ。


    　彼女の目を盗んで照てる日ひと接触するのは難しいし、仮にそれができて照日が行動を起こしても《始魔》によって阻はばまれる。


    　ならば残された道は、直接湊みなとに危機を報しらせに行くこと。


    　けれど空高くにあるマゴニアへ行く手段を、咲良は持たない。


    　せめて八や咫たに連絡を取れないかと悩む咲良に、エトナはイヤリングの片方を杖へと変え、こう提案したのだ。


    　私が連れていってあげるわ──と。
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    「エトナさん、自分は占うらないしかできないって言ってたのに……空も飛べたんですね」


    　下を見ないように目を閉じ、エトナの背中にしがみつきながら、咲さく良らは言う。


    「私が占いしかできない魔女なのは、ホント。ただ──いざというときに幻素イデアをストックしておいた魔道具があってね。それで魔術を使っているのよ」


    「……魔術？」


    　咲良は魔女の能力との違いがわからず、疑問符を浮かべた。


    「要するに私自身の能力じゃないってこと。エキドナが言っていたように、今の私は血族としての力をほとんど失ってる。だから、あまり過度な期待はしないでね」


    　前を──空の上を向いたまま、エトナは苦笑交じりに答える。


    「あの……エキドナさんの話だと、エトナさんはすごい魔女だったんですよね？　なのにどうして──」


    　力が衰おとろえたのかと、問いかけようとした咲良だったが、失礼かと思って言葉を切った。けれど咲良が聞きたかったことはエトナに伝わったようで、小さな嘆たん息そくが返ってくる。


    「それはね……魔女がとても無理をしている血族だからよ」


    「無理を、している？」


    　どういうことかと、咲良はエトナの言葉を繰り返す。


    「ええ、《始魔ヴアルプルギス》は大昔に《天元エール》と世界の覇は権けんを争った神オリ祖ジンの半身──悪い言い方をすれば残ざん骸がいの集合体みたいなものなの。だからほかの神祖に比べて格は落ちる。単純な力の総量で言えば、転生して弱っている今の《陽皇アマテラス》といい勝負でしょうね」


    　エトナはそこで自じ嘲ちよう気味に笑い、言葉を続けた。


    「当然そんな《始魔》から生まれた魔女たちも、非ひ力りきな血族だったわ。だからこそ魔女は幻素を効率的に用いる技術を研究し、魔術を編み出した。そうして魔女は、再び強大な幻エ類ナと肩を並べる血族になったの」


    「力がなかったからこそ強くなった……さっき、エトナさんはそう言ってましたね」


    　咲良はエキドナに向けたエトナの言葉を思い出し、その理由に納得する。


    　足りないからこそ、補おうとする。それは、人類が文明を発達させてきた原動力と同じだ。


    「ただ──それでもやっぱり、魔術は付つけ焼やき刃ばだったのよ。世界から幻素が枯こ渇かつし始めたとき、真っ先に衰すい退たいし始めたのは……生せい来らい的てきに非力な魔女」


    　皮肉を込めた口く調ちようでエトナは告げた。


    「強力な魔術の行使が難しくなった魔女は、人間にすら狩られるようになって数を減らしたわ。それを見かねた《始魔》は、あのマゴニアを作った」


    　空に浮かぶ巨大な岩がん塊かい──その上に建てられた城を、エトナは見つめる。


    「魔女の方々を守るため……ですか？」


    　咲良もエトナの肩越しにマゴニアを見上げ、躊躇ためらいがちに問いかけた。


    「避難場所としての役割もあるけれど、マゴニアは黒魔術で人間から収集した幻素イデアの貯蔵庫なのよ。その幻素で魔女たちは力を維持してる。でも本来それは《始魔ヴアルプルギス》の存在を支えるためのものなの。血族全員で分け合っていたら、収支が合わなくなるわ」


    　それを聞いた咲さく良らは、ハッとした表情を浮かべる。


    「もしかして、だからエトナさんはマゴニアを……」


    「──ええ、いつまでも保護者に頼るのは情けないし、それが自然なことだと思ってね。けど多くの魔女はマゴニアに残って……その結果、たぶん貯蓄を食い潰つぶしかけているはず」


    「そっか、だから──」


    　咲良が納得した声を漏もらすのを耳にし、エトナはちらりと後ろを振り向いた。


    「何か思い当たることがあるの？」


    「はい……《始魔》は龍りゆう脈みやくという幻素の貯蔵庫にすごく拘こだわっていて、その鍵かぎかもしれない湊みなとさんの身み柄がらを要求したんです」


    　咲良の返事を聞き、深々と嘆たん息そくするエトナ。


    「だとしたら、本格的にミナトが危ないわね。急ぐわよ、咲良さん」


    　そう言って速度を上げるエトナだったが、マゴニアの周囲で待機していた魔女たちが、進路上に集まってくる。


    　既にエキドナから情報が伝わっているのだろう。


    「え、エトナさん！　あれじゃマゴニアに近づけません！」


    「大丈夫、突っ切るわ」


    　けれどエトナは速度をさらに上げ、正面から魔女たちの集団に突っ込んだ。


    　炎や氷、岩石に電撃──様々な魔法の雨が降り注そそいでくる。


    「きゃあああっ!!」


    　悲鳴を上げる咲良。しかしエトナはすべての攻撃を紙かみ一ひと重えで回避し、前進を続けた。


    「安心して、私は世界を色で解読する〝彩さい眼がんの魔女〟エトナ。この程度の攻撃を見切るのは、容易たやすいことよ」


    　行く手を塞ふさぐ魔女たちの間を風のようにすり抜け、エトナたちはマゴニアの上空へと到達する。だがそこにも魔女たちの一団が待ち構えていた。


    「っ──」


    　前方と後方からの挟撃を受けながらも、エトナはギリギリの回避を続ける。


    　だが先へ進むほどに魔女の数は増え、上も下も、右も左も、致ち命めい的てきな威力を孕はらんだ攻撃に包囲される。


    　人間である咲良の目には、攻撃の隙すき間まなど全く見えない。


    　そして急制動と急加速を繰り返す機動に、人間である咲良の体がついていけなくなる。


    　凄すさまじいＧによって咲良の意識が薄れ、腕から力が抜けた。


    　耳元で強い風の音。咲さく良らは自分が空に投げ出されたことに気づく。


    「咲良さん！」


    　エトナは体勢を崩しながらも何とか杖つえにしがみつき、落下する咲良を追った。


    　しかし魔女たちの追撃が、容よう赦しやなく上空から降り注そそぐ。


    「エトナさん、避けてっ!!」


    　咲良は必死に叫ぶ。自分を助けていては攻撃を避けられない。


    　だがエトナは真っすぐに自分をめがけて飛んできた。


    　──このままじゃ二人とも！


    　咲良が最悪の未来を思い描いたとき、下方から風が吹く。


    　それは温かく、強い、大きな手のひらに包まれたかのような優しい風。けれど咲良たちの傍そばを吹き過ぎた途端、その風は荒々しい暴風へと変じた。


    　こちらに放たれていた攻撃が一瞬で吹き散らされる。集まっていた魔女たちも風に巻かれて散り散りになった。


    「これって──」


    　咲良は驚きながら、風が吹いた方向を──下を見る。


    　そこに広がるのはマゴニアの城を囲むように広がる森。その中に咲良は強い幻素イデアの気配を感じ、視線を動かす。


    　人間でありながら幻素を感知できるのは、咲良の特技だ。これによって咲良は崩ほう界かい戦争の中を仲間と共に生き抜いてきた。


    　──いた！


    　森が少しだけ開けた場所に、見知った姿を発見する。


    　それはこちらに向かって弓を構えた白い翼の少女。


    「ミカエルさん！」


    　咲良が顔を綻ほころばせて名前を呼ぶと、彼女は構えを解といて小さく手を振った。
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    　マゴニアの城内──崩ほう落らくした大広間の底。瓦が礫れきに埋もれたその場所で、一人の人間と一匹の獣けものが殺し合う。


    　響くのは、両者の猛たけ々だけしい咆ほう哮こう。


    「らあああああああああっ!!」


    　裂れつ帛ぱくの叫びと共に放たれた炎が、双頭の獣を焼き尽くす。


    けれど炭化し、崩れた肉体はすぐさま黒い液体となって寄り集まり、傷一つない姿で復活した。


    　突進してくる獣の爪つめから逃のがれた蓮れん路じは、牽けん制せいの炎弾を撃って間合いを取る。


    　周囲にはもう〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の戦闘部隊はいない。蓮れん路じは自分が双頭の獣けものを引きつけ、彼らを先行させた。


    　それ以降、蓮路はずっと双頭の獣を殺し続けている。


    「ったく……これで何度目だ？　もう数えんのも面倒になっちまったなぁ」


    　徒労と思える攻撃を繰り返しながらも、蓮路の顔に絶望はない。戦いに猛たける感情と、激しい殺意を瞳ひとみに宿らせ、彼はまた銃じゆう剣けんに炎を纏まとわせた。


    



    「──それだけ続けて何も学ばないなんて、あなたは頭が悪いのね」


    



    　だがそこに強い皮肉を込めた声が響く。


    「はッ……ようやく魔女が出てきやがったか」


    　崩れた大広間の縁に腰かけ、蓮路たちを見下ろしているのは濃紺のローブを纏まとう魔女エキドナ。蓮路は彼女を見上げ、不敵な笑みを浮かべた。


    「まるで待っていたって言いたそうな顔ね」


    「まあな、こいつを殺し続けてりゃ、いつか引きずり出せるんじゃねえかって期待はしてたぜ」


    　蓮路の周囲を移動しながら、飛びかかる隙すきを窺うかがっている双頭の獣を視線で示し、蓮路は肩を竦すくめた。


    「何ですって……」


    「死なない化け物が現れりゃ、普通は殺すのを諦あきらめる。だがよ──逆に考えりゃあ、何度も殺されちまうとマズイから、死なないことをアピールしてんのかもしれねえだろ？」


    「だからそれを確かめていたってわけ？　馬ば鹿かね、私は単に戦いが長引いているようだから、終わらせに来たのよ。いろいろとやることが増えて忙しいの」


    　エキドナは蓮路の言葉を鼻で笑い、肩を竦めた。


    　しかし蓮路は不敵な笑みを消さない。


    「はッ──だったらまた死なない化け物をけしかけろよ。本当に死なねえかどうか、死ぬまで試してやる」


    「その言葉、後悔するわよ」


    　ニタリと妖あやしげに微笑ほほえみ、エキドナは右手を翳かざした。すると彼女の影が広がり、黒い闇の沼から異い形ぎようの獣けものたちが姿を現す。


    「三体も追加とは、大盤振る舞いだな」


    「言ったでしょ、早く決着をつけたいの。だから──今すぐ死になさい」


    　エキドナの意思に従い、黒い獣たちが蓮路へ向けて殺さつ到とうした。


    　──早くケリを付けたいのは、俺おれも同じだ。


    「フルンディング・イフリータ──主機点火イグニツシヨン」


    　蓮れん路じは迫せまる獣けものたちを見ながら、機神デウスを本格起動させる。ここまでは幻素イデアを温存していたが、この数を捌さばくには出力を上げる必要があった。


    　──とっとと世現者ネビリムに押し付けられた仕事を果たさねえとな。


    　それはライオットの依頼とは別に下された命令。


    　蓮路がライオットと接触した後、世現者は影のように現れた。


    



    『君に、頼みたいことがある』


    



    　深く被かぶったフードの下から、彼は表情を見せずに告げた。


    　ゆえに今作戦において、蓮路はあくまでも協力者だ。


    　そしてマゴニアに突入した根本の理由も異なる。


    　──ライオット・レイヤード、俺おれはあんたらの自己満足に付き合うつもりはねえぜ。


    　胸の中で蓮路は今作戦の指揮官に告げた。


    　残り時間は限られている。あまり戦いが長引くと巻き込まれる恐れがあった。


    　──俺はまだ、あんたみてえに終わってねえんだよ。
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    　心臓の間へと続く大広間。


    　そこは今〝海〟と化していた。


    　轟ごう々ごうと渦巻く水の中で、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の戦闘員たちは為なす術すべもなくもがいている。


    「第六階かい梯てい、瀑アバラ──押し流せ」


    　天井のシャンデリアにぶら下がりつつ、湊みなとは制御下にある多量の水へ命じた。


    　水流が湊の意志に従い、男たちを大広間の壁へと勢いよく叩たたきつける。そしてさらなる追撃──。


    「雷針エクレール！」


    　杖つえに乗って宙ちゆうに浮かぶシーナが、魔法陣から電撃を放つ。


    　水流によってひと固かたまりにされた男たちは、その一撃で纏まとめて意識を刈かり取られた。


    「……これで全員片付いたか」


    　湊はそう呟つぶやくとシャンデリアから手を離して飛び降りる。広間を満たしていた水は渦を巻きながら大きな龍の姿となり、降下する湊を受け止めた。


    　もう動く敵はいないが、湊は龍の頭の上から周囲を警戒する。


    　大広間に突入してきた敵の数は十名以上。しかも彼らが持つ機神は、どれもかなり濃い幻素の気配を放っている。


    　敵に攻撃の機会を与えれば、数の差で押し切られていただろう。


    　だからこそ湊みなとは先ほど四人を相手にした時と同様、奇襲を選んだ。シーナとシャンデリアの陰に隠れ、広間に入ってきた全員の動きを多量の水で封じた。ここに先回りできたからこそ使えた戦法と言える。


    　大規模な攻撃で力を消しよう耗もうしたが、無傷で勝つにはこれぐらい徹底しなければならない。一人でも討うち漏もらせば、先ほどのように手痛い反撃を喰くらう恐れがあった。


    「あの敵は……いないな」


    　マゴニアへ到着してすぐに湊たちを雷で攻撃してきた──くすんだ銀髪の男。彼は気絶した男たちの中に見当たらない。


    「シーナはシャンデリアの裏に隠れてくれ。まだ厄やつ介かいな敵が残っている可能性がある。戦闘になったら援護を」


    「……わかった」


    　湊の頭上に浮かんで様子を見ていたシーナはこくんと頷うなずき、ふわりと上昇していった。


    　戦闘の痕こん跡せきが残り、気絶した男たちも転がっている状況では、二人で隠れても相手を警戒させるだけだ。


    　それなら自分が敵の目を引きつけ、シーナが隙すきを突くほうがいい。


    　水を制御し続けるのも力を使うのだが、湊は油断なく水すい龍りゆうを従えたまま敵が訪れるのを待つ。


    　敵が〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の部隊なら、蓮れん路じもここへ来ているかもしれない。


    　あの雷らい撃げき使いと蓮路──どちらが来ても死闘になる。草くさ薙なぎやミカエルが倒してくれていたなら助かるが、敵が二人同時にやってくることも考えられた。


    　広間へ続く複数の通路にまんべんなく注意を向け、敵の気配を探る。


    　彼らが持つ機神は並外れて強力だ。意識を集中していれば、敵の攻撃は察知できるだろう。これが人間と幻エ類ナの差。


    　シーナのような例外を除のぞき、人間は幻素イデアの気配を知覚できない。


    　そうして、恐らくは十分以上の時間が経たった頃、湊は接近してくる者の存在に気づく。


    　幻素の気配を探るまでもない。先ほどの戦闘員たちが突入してきたのと同じ通路から、足音が聞こえてくる。


    　先制攻撃を行おこなうか思案するが、敵を視認できない状況では牽けん制せいにしかならないと思い留とどまった。


    　照明の多い広間にいる湊の姿は、敵から既に見えているはずだ。


    　けれど敵のほうも仕掛けてくる様子はなく、一定の歩調を刻みながら、通路の暗がりから姿を現した。


    　ハルバードを手にした長身の男──くすんだ銀髪と白い戦闘服には見覚えがある。あの雷撃使いだ。


    「…………」


    　男は広間に無言で立ち止まり、湊みなとと正面から相対した。


    「凍れ──瀑アバラ」


    　湊は従えていた水に短く命じる。バキバキと音を立て、渦巻く水流は、氷の龍へと変じた。


    　水分子を凝ぎよう縮しゆくさせ、水を氷へと変えたのだ。


    　大気を引き裂く雷らい撃げきを氷で絶縁できるとは思えないが、水を武器にして戦うよりは多少マシだろう。


    「ハルバーディア・ケラウノス──主機点火イグニツシヨン」


    　応じるように男も低い声で短く告げる。


    　ハルバードの柄えに取り付けられた機器が駆く動どうし、雷光が穂先で眩まばゆく輝かがやいた。凄すさまじい幻素イデアの気配──蓮れん路じのフルンディングと同じか、それ以上かもしれない。


    　ほかの戦闘員とは明らかに格が違う。


    「お前がリーダーか？」


    　既に一度交戦している以上、互いが互いを敵であると十分に認識している。今さら問答したところで戦いは避けられないだろう。


    　けれど湊は自分が暴力だけに訴える幻エ類ナではないと示すため、男に質問を向けた。


    「ああ、私はライオット・レイヤード。第五特区解放部隊の隊長を務めている」


    　無視されるかとも思ったが、男──ライオットは淡々とした口く調ちようで名乗る。ただその瞳ひとみには、底知れぬ昏くらい感情が宿っていた。


    　第五特区の解放を目的とする部隊なら、彼はこれまで《始魔ヴアルプルギス》や魔女たちと戦ってきたのだろう。


    　そういえば通路で戦闘員と戦ったとき、その一人は湊よりもシーナを狙って攻撃した。もしかすると第五特区解放部隊には、《始魔》の血族に憎しみを持つ者たちが集まっているのかもしれない。


    「今、この城はもぬけの殻からだ。《始魔》や魔女を狙っているなら、ほかを当たったほうがいい」


    「魔女たちの逃亡は想定外だったが、《始魔》の不在は承知している。奴やつがこのマゴニアを離れる機会を、私はずっと待っていたのだから」


    　すぐにでも戦闘へ雪な崩だれ込みそうな緊張感の中、ライオットは湊に言う。


    「なら、お前たちの目的はマゴニアの制圧なのか？」


    「いいや、私はマゴニアの心臓を壊せればそれでいい」


    　即答するライオット。マゴニアの心臓というのは、動力部のことだろう。シーナもこの広間の先にある場所を心臓の間と呼んでいた。しかし──。


    「マゴニアが落ちれば、第七特区に大きな被害が出る。人間も大勢死ぬぞ？」


    「ああ、そうだろうな。しかしアヴァロンの思想に賛同し、幻エ類ナと共存を選んだ者たちなど、もはや人間と呼ぶ価値はない」


    　迷いのない口く調ちようでライオットは断言する。それを聞いて湊みなとは、彼の敵意がアヴァロンそのものに向いていることを知った。


    　──こいつは、蓮れん路じとも違う。


    　蓮路は〝人間がもう間違えないために〟幻エ類ナを皆殺しにすると言っていた。そこには人間を救おうとする意志が垣かい間ま見えたが、ライオットは幻類に傾けい倒とうする人間を完全に見限っている。


    「空っぽの城を落として、人間を殺して……それで何かが変わると思ってるのか？」


    　凶行に走ろうとしている男へと湊はさらに問いかけた。


    「──三度だ」


    　けれどライオットは湊が理解できない返答をする。


    「三度？」


    「私は三度、君の質問に答えた。これで君に対する〝感謝〟は十分に行おこなったと判断する」


    　それが当然のことのように告げるライオット。湊は彼の言いたいことがわからず、眉まゆを寄せた。


    「いったい何を言ってるんだ？」


    　戸惑いを隠さずに問い返しながらも、湊は制御下にある氷の龍を盾たてになる位置へと移動させる。


    　ライオットから感じる敵意が、殺意が、その濃度を増していった。


    「──私はもう、君に何も与えない。あとはこの憎ぞう悪おをもって、奪うのみ」


    　その言葉と同時に、ライオットの気配が変質した。


    　ぞわりと全身の毛が逆立ち、一瞬だけ足が竦すくんだ。


    　機神デウスの放つ力の大きさに恐怖したわけではない。ただ、ライオット・レイヤードという男の憎悪に、湊は吞のまれた。


    　対話ができる相手だと思ったが、違う。こいつはどうしようもないほどに、敵だ。殺し合うしかない相手だ。


    　ハルバードに集まった光が弾はじけ、周囲に雷らい撃げきが迸ほとばしる。


    「っ──」


    　ワンテンポ遅れながらも湊は氷の龍で雷撃を受け止めた。高圧の電流は氷の龍を通して床ゆかへと流れ、湊までは届かない。


    　けれど氷ひよう龍りゆうの向こうで、ライオットはハルバードの穂先を湊に向ける。


    　拡散していた雷撃が収束していくのを見て、湊の本能が警けい鐘しようを鳴らした。


    　氷の龍で雷撃を受け流す準備はできていたが、湊はとっさに横へ跳ぶ。それとほぼ同時に、氷龍は太い光の柱に貫つらぬかれた。


    　雷というよりは、エネルギーをそのまま放ったかのような一撃。


    　氷の龍は、その膨ぼう大だいな熱量で固体から気体へと一瞬で昇華する。辺りを白い水蒸気が包む中、湊みなとはごくりと唾つばを飲み込んだ。


    　──あのまま動かずにいたら、死んでいた。


    　というか、今のは見てから回避できる攻撃でもない。相手の構えや呼吸から先読みしなければ、光の速度で貫つらぬかれる。


    「包め──」


    　湊は気化した水を制御し、ライオットの周りに蒸気を集めた。


    　狙いをつけられないようにする目くらましだが、このまま水へと凝ぎよう縮しゆくさせれば、相手を拘こう束そくすることもできる。けれど──。


    　ドンッ！　と轟ごう音おん。下方から上方へと雷らい撃げきが昇り、天井を穿うがった。


    　膨大な幻素イデアが込められた雷は、水を制御していた湊の幻素を吹き散らし、水蒸気はライオットの周囲に固まることなく拡散していく。


    　白い靄もやの向こうでライオットの影が揺れた。


    　光が瞬またたいたと思った瞬間、体のすぐ右を光の柱が通り過ぎている。ジュッとその余波で右腕の肌はだが炙あぶられた。


    「くっ……」


    　火傷やけどの痛みを堪こらえながら、追撃を避けるために走り出す。


    　今度は回避行動を取ることすらできなかった。水蒸気で視界が悪くなっていなければ、今ので終わっていたかもしれない。


    　──どうする。


    　円を描くようにライオットの背後へ回り込みつつ、自問する。


    　中途半端な攻撃では、ライオットが周囲に展開している雷撃によって弾はじき飛ばされるだろう。再度、目くらましをして遠距離攻撃を仕掛けても幻素の無駄遣いだ。その上、ライオットの攻撃は湊の能力だと防げず、回避も難しい。


    　ならば──この水蒸気が晴れる前に、接近戦へ持ち込む！


    　地を蹴けり、一気に距離を詰める。その動きを察知してかライオットは全方位に雷撃を放った。


    　氷壁を作り出し、寸前で凌しのぐ。


    　これ以上近づけば、防ぎ切れないだろう。けれど雷撃ならば、幻エ類ナである湊の体はわずかだが耐えられる。


    　氷の防壁を展開しながら走るが、床ゆかへ受け流し損そこねた雷撃が体を駆かけ抜けた。


    　左肩から左足にかけて鋭するどい痺しびれと熱。体が内側から焼かれたような痛みを堪こらえながら、湊は右手で刀の柄つかを握る。


    　この敵に無傷で勝つのは不可能。肉を切らせて骨を断つ覚悟で、ハルバードの間合いに踏み込んだ。


    　ここまで接近すれば、水蒸気の靄もやなどないに等しい。


    　互いが互いの姿をその目で捉とらえ、各おの々おのの武器を振るった。


    「────」


    　殺意と憎ぞう悪おで濁にごる瞳ひとみを湊みなとに向け、ライオットは無言のまま雷を纏まとうハルバードを振り下ろす。


    「断て──瀑アバラ！」


    　湊が鞘さやから抜き放った刀は、刀身が中ほどで折れている。けれど水によって補われた刃やいばは、ライオットへ届く長さを有していた。そしてその刀は、さらに周囲の水蒸気を取り込み、水流を纏まとう大おお太だ刀ちと化す。


    　ハルバードの斧ふ刃じんと激突する水の刃。バヂィッと機械がショートしたような音が響き、雷らい撃げきが刀を伝って湊の体を打つ。


    「ぐっ……あああああっ!!」


    　だが湊は雷撃に耐えながら、力任せに刀を振り切った。


    　ハルバードを押し返されたライオットの体勢が崩れる。決定打を叩たたき込むなら、絶好の機会。


    　──くそっ、体が……。


    　しかし雷撃に打たれた体は、激痛と痺しびれで言うことを聞かない。


    　だから後は彼女に任せるしかなかった。


    　これは一対一の戦いではない。ライオットはこの広間に入った時点で、二人を相手にしていたのだ。


    「鋭雪ネージユ！」


    　頭上から響くシーナの声。


    　シーナは湊のつくった隙すきを見逃さず、魔術を発動させていた。


    　降り注そそいだ氷のナイフがライオットの体に次々と突き刺さる。白く鋭するどい雪の中に、赤い血が舞い散った。


    　けれど彼はハルバードを手放さず、仰あお向むけに倒れ込みながらも穂先を頭上へ──シャンデリアの陰にいるシーナへ向ける。


    　ハルバードの穂先に瞬またたく、眩まばゆい雷光。


    　シーナと刺し違えるつもりだと気づいた湊は、とっさに刀に集めた水を矢として撃ち放つ。


    「──穿うがて！」


    　手加減する余裕はなく、手段を選ぶ暇ひまもなかった一撃は、正確にライオットの左胸を貫つらぬいた。


    「がっ……」


    　口から血を吐き、床ゆかに倒れ伏す機神デウス使い。彼が取り落したハルバードが、ガランと大きな音を広間に響かせた。


    　──殺した。人間を……。


    　自分が原因で死んだ人間はいた。


    　蓮れん路じの妹、飛ひ田だ翼つばさが命を落としたのは、湊みなとの愚おろかさが原因だ。けれど、自分の手で人間の命を奪ったのはこれが初めて。


    　どうしようもない状況だった。いつかはこんなときが来る覚悟もしていた。


    　だが──後味は悪い。


    「っ……」


    　湊もその場に倒れ、天井を仰あおぐ。杖つえに乗ったシーナが降下してくるのが見えた。


    「……大丈夫？」


    　床ゆかに降り立ったシーナは、湊の脇わきにしゃがみこんで問いかける。


    「あまり、大丈夫じゃないな……」


    　湊は正直に自分の状態を告げた。


    　雷らい撃げきに打たれた体は痺しびれて感覚が遠い。おかげで痛みは少し軽減されているが、しばらく満足には動けないだろう。


    「そう……」


    　シーナはそう相あい槌づちを打つと、うつ伏せで倒れ伏しているライオットへ視線を移した。


    　じっと動かない彼を見つめているシーナの様子に、湊は疑問を抱いだく。


    「どうした？」


    「この人……死んだの？」


    　ぼそりと小さな声でシーナは問いかけてきた。湊は苦い思いを抱きながら頷うなずく。


    「ああ……」


    「そうなんだ……」


    　微かすかな惑まどいを含んだ声でシーナは呟つぶやき、しばらくライオットの死体を無言で眺ながめ続けた。


    「シーナ？」


    　このままだといつまでもそうしているのではと思い、湊は躊躇ためらいがちに声を掛ける。するとシーナはようやく湊に視線を戻し、ぺこりと頭を下げた。


    「ありがとう、ボクを守ってくれて」


    「いや、礼なんか──」


    　突然感謝されて戸惑いつつ、湊は倒れたまま首を横に振る。


    「ううん、ボクはとてもあなたに感謝している。やっぱりボクは、この気持ちを好きと呼びたい」


    　シーナは真っすぐに湊を見下ろし、強い口く調ちようで言葉を続けた。


    「だから、ボクと結婚して。お願い……それがあなたのためだから」


    　これまでとは違う、どこか切せっ羽ぱ詰つまった様子でシーナは湊に言う。


    　今、彼女が自分を思ってくれていることは確かなようだった。けれど、やはり自分の譲ゆずれないものと、彼女の望みは両立できない。


    「……すまない」


    　シーナの眼まな差ざしさから視線を逸そらさず、湊みなとは申し出を受け入れられないことを伝える。


    　すると彼女は唇くちびるを嚙かみ、とても辛つらそうな表情で目を伏せた。


    「そう……わかった」


    　悲しげに呟つぶやいたシーナは、立ち上がって湊に背を向ける。


    「シーナ……」


    　何か言わなければと、痛みに耐えながら身を起こすが、続く言葉は喉のどから出ない。


    「ここまでは、お母様の言うとおり……か」


    　こちらを振り返らないまま、ぽつりとシーナは呟きを漏もらした。そして心臓の間へ続く扉とびらのほうに歩き出す。


    「この先に待っているのは──ボクにとっても、あなたにとっても、望まない未来。それでもいい？」


    　湊から遠ざかりながら、シーナは抑えた口調で問いかけてきた。


    「よくわからないが……シーナ自身が望んでいないのなら、そんな未来は選ばなければいいだろ」


    　不穏な雰ふん囲い気きを感じ、湊は刀を杖つえ代わりにしてよろよろと立ち上がる。


    「そういうわけにはいかない。これはお母様やお姉様たちのために、必要なことだから」


    　シーナは硬い声で告げ、心臓の間の大扉へ手を触れた。


    　ガゴンと重い音が鳴り、巨大な両扉が内向きに開き始めた。


    　──ドクン、ドクン──。


    　すると辺りに鼓こ動どうのような音が響き渡る。


    　広間から明かりが差し込み、徐々に心臓の間の様子が露あらわになっていった。


    　マゴニアの中ちゆう枢すう──動力部がなぜ〝心臓の間〟などと呼ばれているかを、湊は一目で理解した。


    　そこにあったのは、心臓そのもの。鼓動する巨大な心臓が、太い血管を通して周囲の壁と接続している。


    　心臓は内側から淡い光を放ち、拍はく動どうするたびに光が血管から送り出されていた。あの心臓に溜ため込まれ、循じゆん環かんしているのは幻素イデアだと、湊は幻エ類ナとしての感覚で察知する。


    「あなたをこれから……この心臓に取り込む。龍りゆう脈みやくから幻素を汲くみ上げる部品にする」


    　シーナは心臓の前で振り返り、覚悟を決めた表情で告げた。


    　ここまで来れば、もう説明されずともわかる。


    　この手段を取りたくないからこそ、シーナは湊の懐かい柔じゆうを試みたのだろう。


    　どこからが魔女たちの計画だったかは分からないが、自分はまんまと心臓の前に誘おびき出されたというわけだ。


    「あなたが、どうしても《陽皇アマテラス》の傍そばから離れないと言うのなら……こうするしか方法がない」


    「そんなにも──シーナたちは龍りゆう脈みやくが欲しいのか？」


    　湊みなとは上う手まく力の入らない両足で体を支え、刀を構えた。


    「欲しいのは、幻素イデア。お母様は、血族のために無理をしすぎた。だから……力がいる」


    　そう言うとシーナは湊に向かって手を翳かざす。


    「っ！」


    　嫌な予感を覚えて、その場から飛び退のくが──湊は自分の背中に微かすかな熱さと幻素の気配を感じた。


    「砂蔓テールセルマン」


    　シーナが短く呪じゆ文もんのような言葉を告げると、湊の背中から突とつ如じよ溢あふれ出た砂が、蔓つるのように全身に巻き付く。


    「な……」


    　体の自由を奪われて床ゆかに倒れた湊へ、シーナは悲しそうに告げた。


    「傷を治した時、一緒にほかの魔法陣も描いておいたの。もう勝負は付いてる──諦あきらめて」


    　ドクンとマゴニアの心臓が拍はく動どうし、表面に浮き出ていた細かな血管が、剝はく離りしていく。


    　その血管はまるで触しよく手しゆのように蠢うごめき──拘こう束そくされた湊へと襲おそいかかった。
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    「────」


    　ひどく懐なつかしい声を聞いた気がした。


    　失ったモノの名を誰かが呼んだ気がした。


    　けれど知っている。すべては錯さつ覚かくだと。己おのれの弱い心が生み出す幻げん影えいだと。


    　だがそれでも〝彼〟の心は、郷きよう愁しゆうに沈む。


    　全身を襲う激痛から精神を守るために、意識を過去へ逃避させる。


    



    「この子は──私が生まれて、あなたと出会った証あかしだから」


    



    　そこは、白い病室。


    　最愛の人が、新たな命を宿した自分の体に手を当て、幸せそうに言う。


    　彼女は生まれつき体が弱く、出産にはかなりの危険が伴ともなうと警告された。


    



    「命を引き換えにしてでも、私は産む」


    



    　けれど彼女はそう断言し、その言葉は現実のものとなる。


    　泣いた、叫んだ、悔やんだ。


    　しかし、時間は巻き戻らず、彼の手には彼女の産み落とした〝証あかし〟だけが残された。


    〝彼〟は自分以上に泣き叫ぶ赤子を、どんなことをしてでも守り抜くと誓う。


    　その子は、彼女から愛らしい容よう姿しを受け継いでいた。しかし、時に遺い伝でんは残酷な仕打ちもする。子供は、彼女と同じく──いや、それ以上に体が弱かった。


    　大人にはなれないだろう。それが医師の言葉。


    　自身も最新医療の発展に努める研究者であった〝彼〟は、それが事実であることを理解する。


    　だが、諦あきらめられるわけがなかった。そんな運命を受け入れられるはずはなかった。


    　ゆえに彼は人知の及ばない領域へ、可能性を求める。


    　数年前に発見された幻素イデアという新たなエネルギー。実在が証明された超自然的な存在。


    　そこに活路を求め、幻素研究の分野へ身を投じた。


    　そして、奇き跡せきは起こる。とある幻エ類ナの協力を得た実験で、子供は生きる力を得た。


    



    「──おとうさん、うみがみたい」


    



    　研究所と自宅の行き来が可能になり、外の世界を知った子供は、そんな望みを口にするようになる。


    「ああ、もう少し元気になったらな」


    〝彼〟はその日がすぐにやってくることを確信し、そう答えた。


    　まるで、夢のような現実。


    　この奇跡をもたらしてくれた幻類に、〝彼〟は心から感謝する。だが──。


    



    「みんなが！　みんなが！」


    



    　泣き叫ぶ子供を抱き、〝彼〟は炎に包まれた研究所から必死で遠ざかる。


    　それは崩ほう界かい戦争が始まった日。


    　荒ぶる《空エ姫ア》の血族があちこちで破壊を振り撒まく中、〝彼〟は子供を連れて逃亡した。


    　ほかの者を救う暇ひまなどない。ただ我が子を守り抜くだけで精いっぱいだった。


    　失ってなるものか、死なせてなるものか──。


    〝彼〟の胸を占しめるのは、そんな想いだけ。


    　その子は、最愛の人が生きた証あかし。自分を愛してくれた証。命を懸かけた証。


    　それが失われれば、彼女のすべてが無む為いに帰きす。


    　だから守る。絶対に、絶対に──。


    　しかし、戦火を逃のがれて辿たどり着いた海沿いの街で、ついに災わざわいは彼らを吞のみ込んだ。


    　失なくしてはならないものが、己おのれと彼女のすべてであったものが、あっけなく目の前から消える。


    　奪ったのは、燃える街で争う二柱の幻エ類ナ。その時、彼は──。


    



    



    　──私は……。


    〝彼〟は自身を突き動かしてきた、感情の残ざん滓しを思い出す。


    　あの子を失ったとき、人生は無意味なモノと化した。為なすべき事も目指すべき場所もない。


    　未来も現在も価値を失くした自分に残ったのは、過去だけ。


    　あの子を救った奇跡に対する感謝。


    　あの子を奪った災さい厄やくに対する憎ぞう悪お。


    　そんな感情の欠片かけらが空っぽの心にこびりつき、体を辛かろうじて駆く動どうさせる。


    　自動的に、まるで機械のように──。


    



    『──幻素イデア循じゆん環かんシステム損傷、バイパスを構築中……』


    



    　脳内で合成音声が響くのを聞きながら、〝彼〟──ライオット・レイヤードは、空虚な心に濁にごった憎悪を満たしていった。
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    　シーナが鮮せん明めいに思い出せる最初の記憶は、〝彼女〟との出会い。


    　──熱い、苦しい……。


    　廃はい墟きよとなった街の中を、シーナ──いや、詩奈は懸けん命めいに進む。


    　見失った大きな手を探して、この息苦しい場所から抜け出したくて、必死で重い足を動かした。空を覆おおった煙は太陽の光を遮さえぎり、辺りは薄暗い。いつの間にか靴くつが片方脱ぬげていて、瓦が礫れきを踏んだ足裏が痛む。


    　壊れた街には目印など何もなく、辺りを包む煙のせいで先が見通せない。


    　だが──詩しい奈なは近くにとても大きな存在を感じていた。


    　見えないけれど、声も聞こえないけれど、そこに誰かがいるのはわかる。


    　だから、そちらに向かって彼女は歩いた。何度も転びながら、それがたった一つの道みち標しるべだと信じて──。


    　やがて、煙の向こうに揺らぐ影を見つける。


    　それはあまりに大きく、一目で人間ではないとわかった。


    　思わず足が竦すくんだ。その巨大さに怯おびえたのではない。幻素イデアを感知できる詩しい奈なは、今まで感じたことがないほどの大きな気配に圧倒されたのだ。


    　影が動く。煙幕の向こう側から〝それ〟が自分を見たことに気づいた。


    



    『──何用じゃ』


    



    　重々しい声が遥はるかな高みから降ってくる。その重圧で、詩奈は腰を抜かしてペタンと地面に座り込んだ。喉のどが引き攣つり、声が出ない。


    　震えたまま答えられずにいると、煙に揺らいでいた影が突とつ如じよとして消えた。


    　いや……よく見れば違う。完全に消失してはいない。影は小さく──人間の大きさに縮んでいた。


    　そしてその影は、煙を越えて姿を現す。それは頭に角つのを生やした一人の少女。


    　金環の錫しやく杖じようを手に、少女は詩奈の傍そばで足を止めた。


    　少女から感じる気配は、変わらず強大なものだったが、詩奈はわずかに緊張を緩ゆるめる。


    　姿が小さくなったことに安あん堵どしたのではなく、少女の表情を見たから──。


    「何用じゃ？」


    　もう一度問いかけてきた少女の顔には、微かすかな笑みが浮かんでいた。


    　だから今度は自分の望みを──燃える街で見つけた唯ゆい一いつの存在に求める言葉を、口にできた。


    「たす……けて……」


    　最後の力を振り絞しぼって、手を伸ばす。


    　そんな詩奈を少女はじっと見つめ、その手を握った。


    「──よかろう」


    



    



    　シーナは今でもその言葉と、握ってくれた手の温かさをはっきりと覚えている。だから……。


    　──今度は、ボクがお母様を助ける番。
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    「はてさて……これはいったい、どういうことなんだろうねぇ」


    　マゴニア城内の廊下を歩いていた草くさ薙なぎは、困った様子で首を傾かしげる。


    　彼女は蓮れん路じが先行させた戦闘員たちを追い、ここまでかなりの数を制圧してきた。


    　もし彼女がいなければ、心臓の間に到達していた者たちの数は倍以上になっていただろう。


    　だがそろそろ最深部かというところで、行く手に変化が起こったのだ。


    　廊下の壁や床ゆか、天井に太い血管のようなものが浮き上がり、不気味に脈みやく動どうしている。


    　一部の血管は壁から剝はく離りし、触しよく手しゆのように蠢うごめいていた。


    「あたしに先へ進まれると、何か困ることがあるのかい？」


    　大きな声で問いかける草くさ薙なぎ。


    　これは恐らく、魔女側の妨害。触手から感じる幻素イデアの気配は、マゴニア全体を包むものと同質だ。


    「……返事はなし、か」


    　どこからも反応がないのを見て、草薙はため息をついた。


    　壁、床、天井から剝離した触手は数を増し、通路を埋め尽くしていく。このまま歩いて突っ切ることはできそうにない。


    「なら、刈かり取らせてもらうよ。あたしは駄目と言われると逆に燃える性た質ちなんでね」


    　草薙は肩に担かついでいた大だい刀とうを降ろし、その切っ先を触手の海に向けた。


    　その動きに反応してか、蠢うごめいているだけだった触手が草薙のほうへ殺さつ到とうする。


    「ははっ！　いい度胸だよ！」


    　口の端はを楽しげに歪ゆがめ、草薙は自みずから迫せまりくる触手に突っ込んでいった。


    



    　　　　　　　４


    



    「突つ風よフオラータ！」


    　ミカエルが弓から放った烈風により、行く手を塞ふさぐ触手の群れはちぎれ飛ぶ。


    「今のうちに突っ切るわよ！」


    　そして彼女はすぐさま咲さく良らとエトナを両脇わきに抱えると、風を纏まとって飛ひ翔しようした。傷ついた翼が酷ひどく痛むが、風を操あやつる能力で何とか補う。


    　──この気配……マゴニア自体が、わたしたちを邪魔しているの？　サクラたちを襲おそった魔女といい、いったい何が……。


    　困惑するミカエル。


    「ミカエルさん、気をつけてください！　触手が再生しています！」


    　咲良はそんな彼女に必死でしがみつき、触手が蠢く通路の先を見み据すえる。


    　ミカエルと合流した咲良たちは、エトナの道案内でマゴニアの中心部を目指していたのだが、突とつ如じよ湧わき出た触手によって妨害を受けていた。


    「急いで！　すごく嫌な色が視みえるわ」


    　すぐさま再生を始める触しよく手しゆを見回しながら、エトナは焦あせった声で言う。


    「湊みなとさん……！」


    　咲さく良ら自身も、通路の先から感じる幻素イデアの気配に不気味なものを感じていた。


    　この感じ、まるで……。


    　柱央神殿で出会った《始魔ヴアルプルギス》のようだと、咲良は胸の内で呟つぶやいた。


    



    　　　　　　　５


    



    「第二階かい梯てい──朧オボロ！」


    　マゴニアの心臓から伸びてくる触手のような血管を防ごうと、湊は残り少ない幻素で周囲に拡散していた水を自分の前に集める。


    　だが湊の体を縛しばり上げている砂の縛いましめが大きく広がり、すぐさまその水を吸収してしまった。


    「ぐっ……」


    　水を含んだ砂は重くなり、その強度も増す。


    　わずかな身動きも難しくなった湊の体に、心臓の触手が絡みついた。


    「凍れ──」


    　広間を一度水みず浸びたしにした影響で、床ゆかは濡ぬれている。湊はその水を幻素で掌しよう握あくし、瞬時に凍らせた。


    　触手に引き寄せられようとしていた体は、氷によって床と接着する。


    　冷たさが服を通して肌はだに染み入り、徐々に感覚がなくなっていく。このままでは肉体にダメージを受けるが、心臓の一部になるよりはマシだ。


    「抵抗、しないで」


    　シーナの声が耳に届く。その声こわ音ねは辛つらそうな色を帯びていた。


    　しかし彼女は決して手を緩ゆるめないだろう。《始魔》たちのためにと告げた彼女の言葉には、確固とした覚悟があったから。


    「ぐっ……！」


    　触手の締め付けが強まると共に、体から力が抜けていく。


    　マゴニアの心臓が触手を介して、幻素を吸い上げているのだと湊は気づいた。新たに水を生成しようとしても、その前に幻素を吸収されてしまう。


    　──まだ、手はある。


    　湊は諦あきらめず、自分が取り落した刀に意識を向ける。


    　その刀身となっている水は、多量の幻素を練り込んだ特別なもの。それを用いれば、触手を断ち、シーナを倒すこともできるだろう。


    　背負ったときの体の重み、温かさ。自分を好きだと言ってくれたシーナの表情が、脳のう裏りにちらついた。


    　──俺おれは、帰らなきゃいけない。


    　けれど己おのれにそう言い聞かせ、水の刃やいばを弾丸と変え──撃ち放つ。


    「奔はしれ！」


    　幻素イデアを通して湊みなとの意志と深くリンクした水弾は、即座に命令を実行し、人間が反応できないほどの速度で空を裂いた。


    　触しよく手しゆがちぎれ飛び、撃ち抜かれたシーナのローブが翻ひるがえる。


    　体に巻き付いていた触手が力を失う。だが、魔術による砂の拘こう束そくは消えなかった。


    　理由は簡単──水弾が撃ち抜いたのは、シーナが纏まとうローブの端はし。


    　外れたのではない。外したのだ。


    　湊の意思と深く繫つながり、精密な操作が可能だったがために、水弾は躊躇ためらいと迷いを反映して、シーナから逸それてしまった。


    　そして心臓の間に入った水弾は、無数の触手に絡めとられて消失する。


    　最大の好機を無駄にした……状況は何も変わらない。


    　拘束を解とくことができなかった湊に、マゴニアの心臓は新たな血管の触手を伸ばしてきた。


    「……あなたにまた、助けられた。感謝することが増えた」


    　シーナは自分の胸を抑え、悲しそうに微笑ほほえむ。


    「ありがとう……」


    　体を震わせて礼を言う彼女の脇わきを抜け、触手が湊に襲おそいかかった。


    　もう──抗あらがう手段はない。


    《始魔ヴアルプルギス》の陣営につくと命乞いをすれば、シーナは助けてくれるかもしれないが──それだけは噓うそでも口にすることはできなかった。


    　照てる日ひと、照日の夢を守ると、《陽皇アマテラス》の前で湊は誓った。


    　それが今の自分を形作るすべて。だから、絶対に捨てられない。


    　奥歯を嚙かみしめ、迫せまる触手を見み据すえる。


    「──湊さんっ！」


    　だがそのとき、この場にいるはずのない咲さく良らの声が聞こえた。


    　直後、風が吹く。ヒュオンと鋭するどい音が響き、バラバラに切断された触手が床ゆかに落ちた。


    「な……」


    　風が吹いてきたほうに視線を向けると、そこには弓を構えたミカエルの姿。その傍そばには咲良と、さらにエトナがいる。


    　湊とシーナは突然の闖ちん入にゆう者しやに驚き、ミカエルたちは状況を測りかねて足を止めた。


    　そんな中、最初に動いたのはシーナ。


    「《天元エール》の血族……邪魔、しないで」


    　彼女は突然横やりを入れてきたミカエルへ杖つえの先端を翳かざした。すると心臓の間から伸びた触しよく手しゆが、ミカエルのほうに殺さつ到とうする。


    「あなたは敵ってことで──いいのね」


    　ミカエルは風の矢で迫る触手を撃ち落とした。その隙すきに咲さく良らとエトナが、湊みなとのほうへ駆かけてくる。


    　それを見たシーナは素早く指を動かし、虚こ空くうに魔法陣を構築した。


    「氷杭グラソン」


    　ミカエルの相手は触手に任せ、シーナは咲良たちに向けて魔術を発動させる。光り輝かがやく魔法陣から放たれたのは、氷の矢。


    　エトナはその攻撃に気づき、手にしていた杖を振るう。


    「六番目の赤レツド・シツクス」


    　呪文のような言葉と共に生まれた炎の壁が、氷の矢を搔かき消した。


    「咲良さんはミナトを！」


    　エトナは咲良を庇かばう位置で立ち止まり、シーナを見み据すえる。


    「はい！」


    　大きな声で咲良は答え、砂に縛しばられて身動きの取れない湊の傍そばまでやってきた。


    「湊さん──大丈夫……じゃ、ないですよね。ど、どうしたらいいんでしょうか……」


    　拘こう束そくされた上に床ゆかと氷で接着し、さらに全身傷だらけの湊を見て、咲良はわたわたと慌あわてる。


    「……助けに、来てくれたのか？」


    「は、はい。魔女の方々が何か企たくらんでいるとエトナさんに言われて……そしたらエキドナさんが邪魔してきて……とにかく狙われているのは湊さんだとお伝えしたくて、ここまで来たんですが……遅かったですね」


    　申し訳なさそうな表情で肩を落とす咲良。


    「いや──俺おれがまだ無事なのは咲良のおかげだ。ありがとう」


    「そ、そんな、私は何も……湊さんを助けたのはミカエルさんですし……と、とにかく、これを外しますね」


    　赤い顔で首を振り、咲良は湊の体を縛り上げている砂へ手を伸ばす。


    「気持ちは嬉うれしいが、人間の腕力じゃこの拘束はどうにも──」


    　──ならない。そう告げようとした湊だったが、突然体を締め付ける圧力が消え、言葉を吞のみ込む。


    「え……？」


    　驚いて自分の体を確認すると、砂の縛いましめが消えていた。


    「咲良──何をしたんだ？」


    　呆ぼう然ぜんとしながら問いかけると、咲さく良らはきょとんと首を傾かしげる。


    「特に何も……この砂、私が触ったらボロボロと崩れちゃいましたよ？」


    　先ほどまで湊みなとを締め上げていた砂を手で掬すくって見せる咲良に、湊は困惑した。


    　幻エ類ナの力でも抜け出せない縛いましめが、そんなに簡単に解けるものなのか？


    　疑問を抱いだきながら、湊は体を床ゆかと接着させていた氷を溶かし、刃やいばを失なくした刀を手に起き上がる。


    



    「……そうか、お前が世現者ネビリムの言っていた〝生き残り〟か……」


    



    　そのとき、すぐ傍そばから男の声が聞こえた。


    　湊の近くにいるのは、咲良と、先ほど死闘を繰り広げた男の亡なき骸がらだけ。


    　そんなはずは──。


    　湊は信じられない思いで、視線を動かす。


    　既に息絶えたはずの男が──ライオット・レイヤードが、体を起こそうとしていた。


    「っ!?」


    　とっさに咲良を抱きかかえ、ライオットから距離を取る。


    　傍に落ちていたハルバード型の機神デウスを手に、彼はゆらりと立ち上がった。


    「……だが、そんなことは関係ない。私はただ、感謝をして、憎むだけ。祈りを捧ささげ、滅ほろぼすのみ」


    　ぶつぶつと呟つぶやきながら、ライオットは心臓の間へと視線を向けた。


    　彼に気づいたシーナとエトナは睨にらみ合いを止め、触しよく手しゆに対処していたミカエルは、畏おそれの混じった表情で叫ぶ。


    「ミナト！　そいつは人間だけど人間じゃない！　殺しても死なないの！」


    　ミカエルは彼と戦った際、一度だけ致ち命めい傷しようを与えていた。


    　だがそれでも彼は息絶えず、気を緩ゆるめたミカエルは手痛い反撃を喰くらい、退避するしかなくなったのだ。


    「そんな馬ば鹿かな……」


    　信じられず湊は呻うめくが、事実──彼の左胸に開いた穴はほとんど塞ふさがっている。その全身には黒い筋が浮かび上がり、不気味に脈みやく動どうしていた。


    「あの人と、同じ──」


    　咲良が震える声で呟く。


    　それが誰を差しているのかは、湊にもわかった。


    　ひと月前、柱央神殿で戦った飛ひ田だ蓮れん路じも同じような状態で、常人離れした力を発揮していたように思う。


    「生体機神エクス・デウス……あの人は自分のことをそう呼んでいました」


    　蓮れん路じと照てる日ひの戦いを間近で見ていた咲さく良らは、思い出すように告げる。


    　その情報は、湊みなとも報告書で目にしていた。


    　幻素イデアを体内に巡らせて、身体能力を著いちじるしく向上させるものだろうと考えていたが──まさかここまで人じん外がいじみているとは。


    「心臓……マゴニアの心臓……あの子を奪った魔女の心臓……」


    　虚うつろだったライオットの表情に、微かすかな色が生まれる。


    「ああ、ありがとう、ありがとう、ありがとう──」


    　ライオットは拍はく動どうする巨大な心臓を凝ぎよう視しして、口元を歪ゆがめた。


    　その言葉は、あの子の夢を叶かなえてくれた幻エ類ナという存在に対してのもの。


    　ベッドから起き上がることすらできなかったあの子が、生きる活力を得て、旅路の果てに海を見ることができたことへの感謝。


    「ありがとう、ありがとう、ありが……あり、ああ、ああああああああああああっ!!」


    　港ちまたから海を眺ながめたあの子の顔が、記憶の中で炎に吞のまれる。


    　赤い世界で、あの子の鼓こ動どうは搔かき消えた。


    　それですべてが無む為いと化した、無意味に堕だした。


    　だが、未いまだに動き続けている心臓が二つある。


    　おかしい、おかしい、おかしい──。


    　無意味なものが、在あり続けているのはおかしい。あの子が失われた時点で、何もかもが無価値になるべきなのに。


    　止めよう、止めよう、止めよう──。


    　あの子を奪った心臓を止めよう。


    　あの子を守れなかった、無価値な男の心臓を止めよう。


    　それを成すために、この体は過去の感謝と憎ぞう悪おで動いてきたのだから！


    「くは、くはははははははははっ！」


    　哄こう笑しようし、己おのれが創り上げた神殺しの武器を振り上げる。


    「ハルバーディア・ケラウノス──臨界機動オーバーリミツト」


    　機神デウスの柄えに組み込まれた機器が唸うなりを上げ、多量の幻素を刃やいばとライオットの体に送り込んだ。


    　膨ぼう大だいな幻素は器うつわから溢あふれ出て、現象に転化する。


    　轟ごう音おんと共に迸ほとばしる雷らい光こう。


    「くっ……」


    　湊は咲良を抱え、さらにライオットから距離を取った。


    　だがライオットはそんな湊を見ていない。開かれた広間の扉とびら──その向こうで拍動する心臓だけを睨にらんでいる。


    　シーナはライオットの狙いが心臓だと気づいたらしく、エトナを放置して大きな魔法陣を描き始めた。


    　ライオットが振りかざすハルバードの穂先に、凄すさまじいまでの神しん気きが収束していく。


    　これはマゴニアの結界が撃ち抜かれたときに感じた幻素イデアの気配と同じか、それ以上。


    　シーナが周囲の幻素を集めて使う程度の魔術で、防げる代しろ物ものではない。


    「逃げろ、シーナっ！」


    　叫ぶが、彼女は構わずに魔法陣を描き続けた。


    「くそっ！」


    　湊みなとはその場に咲さく良らを残し、全力で駆かけ出す。


    　先の戦いで負ったダメージが重く、足がもつれそうになる。


    　けれど体を流れる幻素を、ただ前へ進むためだけに燃やし、シーナに向かって地を蹴けった。


    　視界の端で、輝かがやく電光。


    「雷壁フードウル！」


    　同時にシーナは魔法陣を中心に電磁防壁を展開した。防ぎきると言うよりは、電気的な干渉で軌道きどうを逸そらすつもりなのかもしれない。


    　……けれど、無茶だ。


    　湊はハルバードから放たれた轟ごう雷らいの射しや線せん上に飛び出し、シーナの体を抱き留める。


    　その直後──シーナの立っていた場所を、防壁ごと眩まばゆい閃せん光こうが貫つらぬいた。


    「あ……」


    　ギリギリで射線上から逃のがれたシーナは、湊の肩越しにその光景を見て、呆ぼう然ぜんとした声を上げる。血管の触しよく手しゆを蒸発させ、マゴニアの心臓へ迫せまるライオットの一撃。


    　──ヒィィィィィィン……。


    　だが直撃したと思ったとき、異音が響いた。


    　閃光が、心臓のすぐ手前で何か不ふ可か視しの壁のようなものに阻はばまれている。


    　恐らく、心臓の周囲にも結界のようなものが展開してあったのだろう。


    「オオオオオオッ!!」


    　ライオットが、咆ほえた。ハルバード型の機神デウスだけでなく、彼の体からも青白い電光が溢あふれ出て、放たれていた閃光がさらに増大する。


    　その姿は、まるで雷らい神じん。人から外れた姿と力で、彼は雷光を放ち続ける。


    　圧倒的なまでの幻素濃度は、神オリ祖ジンにすら劣おとらない。


    　今は何とか結界が持ちこたえているが、このままでは──。


    　焦あせりながら状況を確認していたとき、シーナが身じろぎをする気配が伝わってくる。


    「何で……ボクを助けたの？　あなたを生いけ贄にえにしようとしていたのに……」


    　シーナは湊の腕の中で、呆然と疑問を口にした。


    「それは単に、どうにもならない立場の問題だろ」


    「……？」


    　それだけでは理解できなかったのか、シーナは眉まゆを寄せる。仕方なく湊みなとは言葉を付け足した。


    「シーナはギリギリまで俺おれを助けようとしてくれていた。必死で、結婚まで申し込んで──そんな相手を、見殺しにはできない。俺は、君を死なせたくないんだ」


    　湊には照てる日ひの傍そばを離れられない理由がある。


    　シーナにも《始魔ヴアルプルギス》のために戦うわけがある。


    　その立ち位置を変えられないせいで敵対することになったが、それはシーナを憎む理由にはならない。


    「ボクも……あなたを死なせたくなかった。誰かが死ぬのは、悲しいことだから」


    　ぽつりとシーナは呟つぶやき、目の端に涙を滲にじませる。


    　そのとき、ビギッ──と嫌な音が広間に響いた。


    　結界が軋きしんでいる。砕かれようとしている。


    　シーナはハッとした顔で叫んだ。


    「ダメっ……心臓が壊れたら──」


    　そうだ──動力部が破壊されればマゴニアは落下する。第七特区が壊滅的な被害を受ける。


    　自分はそれを防ぐために、ここまで来たのだ。


    「っ……」


    　既に体は限界で、触しよく手しゆに吸われた幻素イデアも残り少ない。切り札である刀の水すい刃じんも失った。


    　それでもライオットを止めなければと、シーナを置いて立ち上がる。


    　だが前に踏み出そうとしたとき、シーナが続けた言葉を耳にした。


    「──お母様が、死んじゃうっ！」


    「な……」


    　息を吞のみ、振り返る。


    　今、シーナは何を言った？


    　目が合うと、彼女は絞しぼり出すように告げた。


    「あの心臓は……お母様のものなの。だから、だから……」


    　──ちょっと待て……そんなことがありうるのか？


    　湊は信じられずに息を吞む。


    　マゴニアの心臓は幻素収集システムの中核であり、貯蔵庫。


    　湊をその一部とするため、あえてマゴニアを危険に晒さらして誘い込むのは、あまりにリスクが大きい。


    　その上、それが《始魔》自身の心臓だとすれば……こんなものは博ばく打ちですらなく、ただの無謀だ。


    　失敗したときのリスクは高く、現にこうして心臓は破壊されようとしている。


    《始魔ヴアルプルギス》や魔女たちの考えは、全く理解できない。


    　だがシーナの言葉が本当だとすれば、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が特攻とさえ言える襲しゆう撃げきを行おこなった理由は説明がつく。


    　ライオットたちは恐らく、心臓のことを知っていて、《始魔》を討つためにやってきたのだ。


    　マゴニアが落ちるのは、その結果に過ぎない。


    「くそっ──」


    　わけがわからなくても、納得ができなくても、自分のやるべきことに変わりはなかった。


    　一番ありうるのは、シーナやライオットたちが偽にせの情報を聞かされている可能性だろうが……今それを考えても仕方がない。


    　今度こそ湊みなとはシーナを残して駆かけ出す。


    　残り少ない幻素イデアで周囲の水を掌しよう握あくし、制御。走りながらライオットに向けて撃ち出した。


    「穿うがて！」


    　しかし水の弾丸はライオットに到達することなく、全方位に放たれている雷らい撃げきの壁に阻はばまれる。


    　ハルバードとライオット自身の体から溢あふれる雷光が、周囲に不ふ可か侵しんの領域を作り上げていた。


    　消しよう耗もうした湊の攻撃など歯し牙がにもかけず、ライオットは心臓への攻撃を続ける。こちらを向きもしない。


    　雷撃の範囲内に踏み込むこともできず、湊は足を止めざるをえなかった。


    　ライオットの周囲には機神デウスの幻素が渦巻いていて、雷撃の内側にある水を制御下に置くことも不可能。


    　ならば外側から突き破るしかない。そしてそれができたとしても、今度は心臓へ向けられている攻撃が自分を襲おそうだろう。


    　以前のように自じ滅めつ覚悟で幻素を絞しぼり出すしかないのかと考えたとき、頭上から声が聞こえた。


    「ミナト、わたしに合わせて！」


    　振り仰あおぐと、風を纏まとって天井付近に滞空しているミカエルが、ライオットに向けて弓を構えている。


    　そうだ──今はミカエルたちもいる。それにもうあんな無茶はしないと照てる日ひに約束をした。


    「──わかった！」


    　湊はミカエルに応え、右腕を翳かざす。自身の生命を維持できる限界──そのギリギリまで己おのれの幻素を絞り出す。


    「集つどえ」


    　広間の床ゆか、空気中にある水分子を搔かき集め、収束──右腕に渦巻く水の龍が顕けん現げんする。


    「わたしの全力、受けて見なさい！」


    　光の粒りゆう子しを含む風が、ミカエルの周囲に渦巻いた。


    　ミカエルの番つがえた矢に、凄すさまじい幻素イデアが注そそぎ込まれているのが分かる。


    　体は湊みなと以上の傷を負っているが、幻素の残量はミカエルのほうが上。


    「光輝の風よルーチエ・ヴエント！」


    　放たれた光の矢に、湊はタイミングと狙いを合わせた。


    「凍り、奔はしれ！」


    　螺ら旋せんに渦巻く水流を、氷の龍と化して解き放つ。


    　ミカエルの矢はライオットの寸前まで食い込むが、雷壁に阻まれて停止した。しかしその後ろから、さらに湊の氷ひよう龍りゆうが牙きばを剝むく。


    　光の矢は解けて氷龍を包み込み、共に雷らい壁へきの中を侵攻した。


    「…………」


    　そこでライオットは初めて視線を動かす。


    「っ──」


    　身構える湊とミカエルだったが、ライオットはすぐに心臓のほうへと向き直った。


    「結けつ晶しよう核かく保護機能を停止──封印神祖ロストオリジン０１、コード〝木星の欠片ピースオブジユピター〟完全燃焼──最終点火ラストイグニツシヨンッ！」


    　ライオットが掠かすれた声で叫ぶ。


    　するとハルバード型の機神デウスから放たれていた雷光が、さらに威力を増した。


    　その代だい償しようか、機神の機関部からは小さな爆発が起こり、さらにライオットの体に浮かび上がった筋が脈打ち、黒色の液体が噴き出る。


    　バキバキバキと結界が砕けていく音が聞こえた。


    　ライオットは自身の身を顧かえりみず、湊たちの攻撃が到達する前に心臓を破壊しようというのだろう。


    「させるかっ!!」


    　湊は懸けん命めいに龍を遠隔で操あやつり、雷壁へ押し込んでいく。だが雷壁の強度も増しており、氷の龍にビシリとひび割れが走った。このままでは、ライオットに届かない。


    



    「湊っ！　踏ん張りなっ!!」


    



    　そのとき──湊の耳に届く、誰よりも心強い味方の声。


    　視界の中に、横手から疾しつ駆くする草くさ薙なぎの姿が映った。


    「──っ！」


    　湊は彼女の求めに応え、氷龍の牙をさらに深く雷壁に突き立てる。


    　その代償として氷の龍は砕け散っていくが、雷壁にはわずかな裂け目が生まれた。
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    「上出来だ！」


    　草くさ薙なぎはとんっと宙ちゆうに舞い上がると、そのわずかな雷らい壁へきの亀き裂れつへ大だい刀とうを突き入れる。


    「アマノムラクモ──押し通る！」


    　その切っ先は一瞬で雷壁を突き破り、ライオットの体を貫つらぬいた。


    「ぐっ……」


    　またもや左胸を貫かれ、口から血を吐き出すライオット。


    　草薙は突き入れた大刀を振り上げ、ライオットの左腕を肩から斬きり飛ばし、突進した勢いのままに後方へ抜ける。


    　ライオットから放たれていた雷らい光こうが途切れ、彼は体をよろめかせた。


    　けれど、倒れる寸前で踏みとどまるライオット。


    「な……こいつも不死身なのかい？」


    　草薙は驚いた様子で呟つぶやく。恐らくエキドナが従える魔ま獣じゆうたちの不死性を連想したのだろう。


    「──肉体再生、必要ナシ。ハルバーディア・ケラウノスの臨りん界かい機動維持を最優先」


    　ぶつぶつと低い声で呟き、ライオットはゆらりと顔を上げた。


    　右腕だけでハルバードを持ち、彼は再びその穂先でマゴニアの心臓を狙う。心臓の結界は本当に限界寸前で、綻ほころびた部分がショートしたように微かすかな光を瞬またたかせていた。


    　絶体絶命の状況。


    　しかし彼がまだ倒れないと確信していた湊みなとは、既に走り出していた。


    「ライオット・レイヤード！」


    　撃たせるものかと、湊は彼の名前を呼び、床ゆかに落ちていた自分の刀を拾い上げ、突進する。


    　刃やいばの水を放ってしまったので、それはただの折れた刀でしかない。


    　だが先ほど砕けた氷ひよう龍りゆうの破片は、まだ湊の幻素イデアを帯びていた。正しよう真しん正しよう銘めい、それが湊に残された最後の力。


    　──集つどえ。


    　ダイヤモンドダストのように煌きらめく氷片を刀に集め、刃と成す。


    　硬く鋭するどい切っ先を作り上げ、討つべき敵へと向けた。


    「──トマレ」


    　目を見開き、まるで機械のような無感情な声でライオットは告げる。


    　それは湊に向けた言葉ではない。未いまだ拍はく動どうを続ける心臓に対してのもの。


    　穂先に破壊的な光が集まる。同時に湊も彼の懐ふところに潜もぐり込んだ。


    「ミナト──右胸を！　そこから幻素が！」


    　エトナの声が鼓こ膜まくを打つ。


    　流れを見通す彼女の〝目〟を信じ、湊は氷の刃を、力任せにライオットの右胸へ突き立てた。


    　ガギリという金属質なものを砕いた手て応ごたえ。


    「アアアアアアアアッ!!」


    　ライオットは断だん末まつ魔まのごとき絶叫を上げながらも、穂先から閃せん光こうを放つ。


    　ドンッ──と背後で轟ごう音おん。そして何かが砕けるような甲かん高だかい音が響いた。


    「くは、くはははははは……」


    　満足そうにライオットは笑い、そのまま床ゆかに崩れ落ちる。


    　彼の手から離れた機神デウスは、ボンッと柄えの機械部分が爆発し、ライオットからも大量の血液が流れ出た。ライオットから急速に幻素イデアの気配が消えていく。


    　エトナが見通した通り、彼の生命を維持していた何かは右胸にあったのだろう。だが……。


    　湊みなとは苦い思いを嚙かみしめ、背後を振り返った。


    　心臓の間は濛もう々もうとした煙に覆おおわれている。ずっと広間に響き渡っていた拍はく動どうは聞こえない。


    　けれど──煙が徐々に晴れると、巨大な心臓の輪りん郭かくが浮かび上がる。


    　表面は焼け焦こげ、拍動が停止しているが、未いまだ心臓としての形は保たれていた。


    　そして心臓の前には魔法陣の光こう跡せきと、倒れ伏すシーナの姿。


    「シーナ！」


    　湊が驚いて叫ぶと、彼女は杖つえに縋すがりながら体を起こす。


    「う……心臓、は……？」


    　振り返り、心臓の状態を確認するシーナ。


    　恐らく湊がライオットに向かって飛び出したときに、シーナは心臓を守ろうと行動を起こしていたのだ。


    　限界を迎えていた結界の代わりに防御魔術を展開したのだろう。だがそれでも完全にライオットの攻撃を止めることはできなかった。


    「お母様……」


    　拍動を止めた心臓を前にして、シーナは呆ぼう然ぜんとした表情で座り込む。


    「形を留とどめちゃいるが……無事とは言えない状態だねぇ」


    　草くさ薙なぎが眉まゆを寄せて呟つぶやくと、足下からズンッと大きな揺れが伝わってきた。


    　床だけではない。広間全体が大きく揺れている。


    「ねえ、ミナト！　これ……まずいんじゃないの？」


    　ミカエルが周囲を見回し、焦あせった声で問いかけてきた。


    「ああ……たぶん──」


    　湊は頷うなずき、自分の推測を口にしようとする。だがその前にシーナが答えを告げた。


    「──マゴニアが落下を始めた。心臓が止まったから……」


    　その言葉を聞いて全員に緊張が走る。


    　だがそこで湊にとっては予想外の人物が口を開いた。


    「大丈夫……だと思います」


    　皆の視線がそちらへ向く。全員の注目を集めたのは、咲さく良ら。


    　彼女は止まった心臓をじっと見つめ、言葉を続けた。


    「心臓から感じる幻素イデアの気配は、全く弱まっていません。流れが滞とどこおっているだけです」


    　言われて集中してみると、確かにそうだ。けれどどうして人間の咲良にそんなことがわかるのだろうか。


    　湊みなとが疑問の眼まな差ざしを向けると、咲良は苦笑を浮かべる。


    「私……人間だけど、幻素の気配に敏感なんですよ。ちょっとした特技です」


    　──シーナと同じだ。


    　人間の中にはこうした才能を持つ者が意外と多いのだろうかと、湊は驚く。


    「咲良さんの言うとおり、私も心臓は死んでいないと思うわ。たぶん強い雷らい撃げきを受けたせいで、一時的に麻ま痺ひしているんじゃないかしら」


    　エトナは既に咲良の特技を知っていたのか、落ち着いた様子で状況を推測した。


    「だとしても──地上へ落ちるまでに麻痺が治らないと、第七特区は壊かい滅めつするわよ」


    　焦あせりを隠さず、ミカエルは拍はく動どうしない心臓を睨にらむ。


    「なら、もう一度強いショックを与えてみるかい？」


    　大だい刀とうを担かついだ草くさ薙なぎはそう提案するが、シーナが心臓の間の入り口に立ち塞ふさがって両手を広げた。


    「ダメ。そんな危険なことはさせられない。ボクが治ち癒ゆ魔術を使ってみる」


    　シーナは強い口く調ちようで告げ、大きな魔法陣を描き始める。


    「そうかい。じゃあ、任せたよ」


    　思いのほか簡単に引き下がり、その場にあぐらをかく草薙。


    「……いいの？」


    　ミカエルが何か言いたそうな顔で問いかけるが、草薙は眠たそうに大きく欠伸あくびをして頷うなずく。


    「いいのさ。下へ手たに刺激して、幻素をたらふく溜ため込んだ心臓が爆発でもしたら最悪だからね。それに──」


    　そこで草薙は言葉を切り、意味ありげに湊を見た。


    　彼女の言いたいことを悟り、湊は頷く。


    「ああ、地上には照てる日ひがいる」
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    　地上と言うには、高すぎる柱央神殿の屋上。


    　事態の変化を感じ取った二柱の神オリ祖ジンは、再びそこで空に浮かぶ城を眺ながめていた。


    「──落ちてくるのぉ」


    　左胸を押さえながら、《始魔ヴアルプルギス》は他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。


    「大丈夫なのですか……？」


    　明らかに苦しそうな《始魔》を見て、照てる日ひは心配そうに問いかけた。


    「平気じゃ。ここで我に何かあることはない。それだけは……最初から視みえておった。ゆえに重要なのは過程。我が望むのは──」


    　何かを言いかける《始魔》だったが、途中で苦笑を浮かべて首を振った。


    「いや……そなたに話すようなことではないの。それよりも《陽皇アマテラス》よ、そなたは自みずからの治める地を心配したほうがいい。今は我も魔女たちも、あれを止められぬ」


    　視線で天を示す《始魔》。


    　スケールが大きいために認識し辛づらいが、空のマゴニアは着実に地上へと近づいている。


    「湊みなとたちは、失敗してしまったのでしょうか……」


    「本当に失敗しておれば、第七特区は消し飛んでいたはずじゃ。少しばかり不具合を起こしておるようだが、マゴニアの動力部は守られたのじゃろう」


    「本当なのですか!?　よかったです！」


    　嬉うれしそうに飛び跳ねる照日。その後ろで白銀の尻しつ尾ぽがゆさゆさと揺れた。


    　そして表情を引き締め、空を睨にらむ。


    「なら──あとはわたくしたちが頑張らないとですね」


    　……《陽皇》様、お力を貸していただけますか。


    　照日は目を閉じ、己おのれの内側へ呼びかけた。


    　──よかろう。


    　荘そう厳ごんな声が頭の中で響くと同時に、体の奥底から太陽のように燃えたぎる力が溢あふれ出てくる。


    　瞼まぶたを開いたとき、その目には赤い輝かがやきが宿っていた。


    　銀色だった髪と金色に染まり、尾はぶわりと膨ふくらんで九本に分かたれる。


    「ほう……それがそなたの本ほん性しようというわけじゃな」


    　興味深そうに《始魔》が呟くのを聞き、照日──いや《陽皇》は緩ゆるやかに首を横に振った。


    「真しんも偽ぎもない。わらわと照日の差異は、どちらが先か後かだけ。汝なれと似たようなものだ」


    「ふ……我を見透かすか。確かにそうじゃな。我とそなたは本当によく似ておる」


    　苦笑を浮かべ、《始魔》は深く頷うなずいた。


    「──八や咫た、ここへ」


    《陽皇》は離れたところで控えていた、己の眷けん属ぞくに呼びかける。


    「はい、《陽皇》様」


    　しずしずと進み出た八咫は、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。


    「わらわの声を、天に響かせよ」


    「承知いたしましたわ」


    　八や咫たは頷うなずくと両手を空に掲かかげる。するとそこに金色の光で縁どられた鏡が具現した。


    　それはまるで空に輝く日にち輪りんのよう。


    「──ヤタノカガミ」


    　鏡を手に八咫が告げると、光の波紋が広がり、柱央神殿の上空に大きな光の輪が生まれた。


    「どうぞ、《陽皇アマテラス》様」


    　準備は整ったと、八咫は《陽皇》を促うながす。


    　神じん代だいの時代──社やしろに祀まつられた神しん鏡きようは、巫み女こが天あま照てらす大おお神みかみと交信するための扉とびらだった。


    　その仲介をしていた者こそが、《陽皇》の眷けん属ぞくたるヤタノカガミ。


    　ゆえに彼女を介したとき、大おお神かみの言葉は彼方かなたにも届く。


    「──留とどまれ」


    　光こう輪りんの向こうに見えるマゴニアへ、《陽皇》は命じた。


    　それは小さいが、誰もが聞き逃のがすことを許されない、力のある声。


    　己おのれの外側にある幻素イデアさえも律し、従える彼女の権けん能のう──言こと霊だま。


    　光輪を通したその言葉は光の波となって、空のマゴニアを包み込む。


    「ほお……」


    　感嘆の声を漏もらす《始魔ヴアルプルギス》。


    　幻素を動力とするマゴニアは《陽皇》の命令に従い、自身を空へ留まらせようと駆く動どうした。


    　言霊の力によって停滞していた幻素を巡らせ、シーナの魔術によって修復が進んでいた心臓に、最後の一押しが加わる。


    　──どくん。


    《始魔》は己の心臓が動き出すのを感じ、満足げに口の端はを歪ゆがめた。
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    「──落下が止まったか」


    　飛ひ田だ蓮れん路じは重い体を引きずって歩きながら、マゴニア城内の廊下を見回す。


    　つまりライオットは動力部の破壊に失敗したのだろう。


    　だがそれは不死の魔ま獣じゆうに手間取り、時間をかけすぎてしまった蓮路にとって、幸いなことだった。


    　ライオットとその部下の目的は、まさに特攻。《始魔》の心臓だという動力部を破壊し、マゴニアと第七特区を道連れに死ぬつもりだったのだ。


    《始魔》の血族への復ふく讐しゆうだけを糧かてに生きてきた彼らはそれで本ほん望もうなのだろうが、蓮路の目的とは反する。


    　蓮路はすべての幻エ類ナを滅ほろぼすと決めていた。ゆえに、こんなところで死んでいられない。


    　それに第七特区の人間をも巻き込む計画には、賛同しかねる部分もあった。けれど──。


    「……失敗したことを喜びはしねえよ、ライオット・レイヤード」


    　かつて羨せん望ぼうを向けた男に向けて小さく呟つぶやき、蓮れん路じは先を急ぐ。


    　端末を取り出し、城内の目的地を確認する。彼が向かうのは心臓の間ではなく、魔女たちの書庫。


    　──だが、世現者ネビリムはこの情報をいったいどこで手に入れた？　マゴニアの心臓が《始魔ヴアルプルギス》自身のものだと、誰から聞いた？


    　疑問を抱えながら、蓮路は先を急ぐ。


    　考えられるのは、魔女か事情に通じた幻エ類ナに、内通者がいるということ。


    　──〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が幻類と繫つながってんのなら、最後には潰つぶさなきゃならねえな。


    　胸の内で静かな決意を定めつつ、蓮路は巨大な書庫の前で足を止めた。
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    　──どくん、どくん、どくん……。


    　再び拍はく動どうを始めたマゴニアの心臓。その音を聞きながら、湊みなとは床ゆかに座り込んだ。


    　すぐ横には、湊の刀が右胸に突き刺さった男──ライオット・レイヤードが倒れ伏している。


    　もう完全に幻素イデアの気配は消え、息もしていない。念のためハルバード型の機神デウスも破壊した。これでやっと終わったのだ。


    　だが湊は、こちらに近づいてくるシーナの姿に気づいて、一息つくのは早いかもしれないと考えを改める。


    　なぜならシーナは、とても真剣な表情を浮かべていたから。


    「まだ、俺おれを心臓に取り込むつもりか？」


    　湊は身構えずに問いかけた。もはや戦う力は残っていないし、この場にはミカエルや草くさ薙なぎがいる。戦力的にはこちらが有利。


    　シーナの動きを見て、咲さく良らたちが心配そうな眼まな差ざしを向けてきた。


    「……もうしない。この状況じゃ、無理。それに……増えすぎた」


    「増えすぎた？」


    「あなたに……感謝しなきゃ、いけないこと」


    　ぐっと華きや奢しやな手を握りしめ、シーナは辛つらそうな顔で笑う。


    「シーナ……」


    「ありがとう……ボクを助けてくれて。ありがとう……お母様を守ってくれて。そして、ごめんなさい」


    　ぺこりと頭を深く下げ、謝るシーナ。そして床に倒れ伏しているライオットを見て、ぐっと胸を押さえる。


    「──ボクは、やっぱり誰かが死ぬのは嫌。この人を見てると、強くそう思う」


    　もう動かない〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の戦士を眺ながめながら、シーナは強い口く調ちようで呟つぶやいた。


    　伏せた彼女の顔から、水滴がぽたりと零こぼれて落ちる。


    「泣いてるのか？」


    　湊みなとがそう問いかけると、彼女は驚いた様子で顔を上げた。その頰ほおに一筋、涙の痕あとが刻まれる。


    「ボク……泣いてるんだ。あの時と……同じ。ボクの探していた大きな手が、もうどこにもないんだって気づいたときと……」


    　自分の頰に手を当て、シーナは震える声で呟いた。
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    　懐なつかしい声が聞こえる。


    　愛いとしい名を誰かが呼んでいる。


    　けれど、そんなはずはない。すべては幻まぼろし。


    　弱い己おのれが生み出す、過去の幻げん影えい。


    　──だが、最さい期ごぐらい構わないだろう。


    　ライオット・レイヤードは、自身の機能が停止していくのを感じながら、胸の内で呟く。


    　既に手も足も、瞼まぶたさえ動かせない。


    　外部情報も断片的にしか入ってこない。


    　この意識が途切れれば、生体機神エクスデウス０１はただの残ざん骸がいに変わる。


    　爆発が未いまだ起きていないということは、心臓の破壊は失敗したようだ。


    　既に無意味となった自分にはふさわしい、無価値な成果。


    　感謝と憎ぞう悪おを生み出す心はとっくに擦すり切れ、記憶の中にある感情の残ざん滓しを糧かてに戦ってきた。


    　過去しか見ていなかった自分に、現在と未来を変える力はなかったのだろう。


    　なら、どうすればよかったのか。


    　愛した女性が残した、存在の証あかし。それを失った世界で、何を為なせというのか。


    　わからない、わからない、わからない──。


    　──何が、わからない？


    　思考が、暗い闇に吞のまれていく。


    　糧にしていた過去さえも、どこか深く冷たい場所へ消えていく。


    　最後に残ったのは、証の名。


    　すべてが終わる間際、彼は心の中でその名を呟いた。


    　──詩しい奈な。

  


  
    　　　　終　章


    



    「さて、我らの企たくらみが明るみになったわけじゃが──どうする《陽皇アマテラス》？」


    　柱央神殿の屋上で《始魔ヴアルプルギス》は照てる日ひに問いかける。


    　彼女の左右に控えるのはエキドナとシーナ。そして上空には大勢の魔女。


    「湊みなとを取り込もうとしたことについては、正直怒っているのです」


    　対する照日は、強く非難を込めて告げた。


    　湊は草くさ薙なぎと共に彼女の脇わきに立ち、事の成り行きを眺ながめる。その後ろで緊張した表情を浮かべているのは、八や咫た、ミカエル、エトナの三人。


    　マゴニアから帰還した湊たちが事のあらましを語ったことで、照日はすべてを知った。


    　結果、状況はマゴニアの襲しゆう撃げきが起こる直前の睨にらみ合いに逆戻り。


    　異なるのは、湊とミカエルが満まん身しん創そう痍いであること。戦力的には、かなり分ぶが悪い。


    　前にエキドナの従えていた魔ま獣じゆうたちの姿は見えないが、その分上空には大勢の魔女たちがいるのだ。


    　照日の言葉で場の緊張感はさらに高まるが、彼女は一度深呼吸した上でこう続けた。


    「ですが──それよりも気になります。あなた方はそこまでするほど、切迫しているのですか？」


    　その問いかけに、《始魔》は苦笑を浮かべる。


    「……そうじゃな。このまま行けばあと二百年ほどで我の幻素イデアは枯こ渇かつするじゃろう。そして魔女たちの衰すい退たいはもっと早い。ゆえにより多くの幻素を獲得する手段は、喉のどから手が出るほど欲しいのじゃ」


    　二百年──。


    　人間の感覚では途方もなく長い時間ではあるが、幻エ類ナにとって──特に肉体的な寿命を持たない神オリ祖ジンにとっては、あっという間の時間だろう。そして衰退がそれ以前に訪れるのなら、魔女たちが焦あせるのも理解できる。


    「衰退するのなら、それが自然なことなのよ……母様」


    《始魔》の血族でありながらマゴニアを離れた魔女──エトナは、一歩前に出て告げた。


    「──そうじゃな。しかし魔女狩りの時代を知る者は、力を失なくすことを心から恐れておる。我はそれを捨て置くことはできぬのじゃ」


    「だから自分の心臓を危険に晒さらしてでも、湊を手中にしようとしたのですか。そこまでしたのなら……ここで退ひくつもりもないですよね」


    　照日は硬い声で言うが、《始魔》の返答は予想外のものだった。


    「いや、我はもう戦う気はない。無茶をしたのは、単に我がまだここでは滅ほろびぬと〝視みえて〟おったからじゃ。もちろん龍りゆう脈みやくの鍵かぎが手に入れば言うことはないが、最低限の目的は果たした」


    「最低限の目的……？」


    　警戒した様子で眉まゆを寄せる照てる日ひ。《始魔ヴアルプルギス》は妖あやしげな微笑ほほえみを浮かべ、シーナに視線を向けた。


    「シーナ、龍の子に惚ほれたか？」


    「……え？」


    　突然話を振られたシーナは驚いた表情を浮かべる。


    　──突然、何を……。


    　それまで会話の外にいた湊みなとも、《始魔》の言葉に動揺した。


    　龍の子というのが湊を指しているのは間違いない。


    「先ほどからずっとあの者を見ておるじゃろう。それは何なに故ゆえかと聞いておる」


    「あ、あの……もう一度、彼にお礼を言いたくて。ボク、何度も助けられたから……」


    　しどろもどろに理由を語るシーナ。その様子を見て《始魔》は満足そうに頷うなずいた。


    「ふ──もはや、あの者と戦うことは頭にないのじゃな」


    「……うん。ごめん、お母様。ボクは彼を傷つけたくないし……死なせたくない。お母様たちと同じぐらい、彼には感謝しているの」


    　シーナは苦しそうな表情で謝るが、《始魔》はなぜかさらに機嫌がよくなる。


    「よい。龍の子はよき男じゃったということ。そなたが愛するに足る者であったことは、喜ばしい」


    「愛……？」


    　きょとんとした様子でシーナは首を傾かしげる。


    「あの者を好いておるじゃろう？」


    　だがそう問われて、表情に理解が浮かんだ。


    「……うん。それは、きっとそうだと思う」


    　その返事に、湊の周囲でざわめきが起きる。


    　どういうことだという顔で見つめてくる照日に湊は慌あわてるが、続く《始魔》の言葉でさらに驚きよう愕がくした。


    「ならばそなたはここに残り、あの者と子をつくれ。そうすれば……たった数年で、労せずに龍脈の鍵となる血筋の者を得ることができるじゃろう」


    　シーナを含めた全員が絶句する。エキドナですら、呆あつ気けに取られた顔で《始魔》とシーナを見ていた。


    　だが《始魔》は気にした様子もなく、シーナの肩を叩たたく。


    「我はな──最初からあの者を夫に迎えるそなたの案が、最もよいと考えておったのじゃ。しかし、愛なき者と添そうのは女の不幸。ゆえに鍵の確保とそなたの幸せが両立できるよう、機会を設けた」


    「ちょっと待て……まさか、それが本当の目的だったとでも？」


    　あまりのことに湊みなとは神オリ祖ジンへの畏おそれすら忘れ、疑問を口にした。


    「目的の一つ、じゃ。今日きよう、マゴニアではシーナにとって多くの運命が──既に途切れたと思われた細い糸が交わる予感がした。ゆえに流れのまま、見守ることにしたまで」


    　不敬を咎とがめることはせず、《始魔ヴアルプルギス》は湊に答え、少し物もの憂うげな表情を浮かべる。


    「まあ──すれ違う糸もあったようじゃが……それもまた運命じゃろう」


    　小さな呟つぶやきと共に、シーナへ視線を向ける《始魔》。


    「……お母様？」


    「終わったことじゃ、気にするな。それよりも、我の命めいに対する返事はどうした？」


    　答えを促うながされたシーナは、少し間を置いて頷うなずいた。


    「…………わかった。ボク、彼の子供をつくる」


    「うむ、頑張るのじゃぞ」


    　ぽんぽんと頭を撫なでる《始魔》だったが、さすがに湊は黙っていられない。


    「俺おれの意見を無視して、話を進めないでくれ！」


    　しかし《始魔》は悪びれもせずに言い返す。


    「──何か問題があるかのぉ？　我は別にマゴニアへ来いとは言っておらぬ。《陽皇アマテラス》の護衛をやめる必要もない」


    「いや、だからと言って──」


    　反論しようとする湊だが、《始魔》はさらに言葉を重ねてきた。


    「それに話を聞いたところによると、そなたはシーナに裏切られても、身を挺ていして守ろうとしたのじゃろう？　少なからず好意は抱いだいておるはずじゃ」


    「そうなのですか!?」


    　そこで会話に割り込んできたのは、血けつ相そうを変えた照てる日ひ。


    「湊さんは……シーナさんのことを好きに？」


    　後ろから咲さく良らも躊躇ためらいがちに問いかけてくる。


    「少し落ち着いてくれ！」


    　湊が慌あわてて彼女たちを宥なだめていると、シーナが《始魔》に促されてこちらへ近づいてきた。


    「……シーナ？」


    　すぐ傍そばで足を止め、じっとこちらの顔を見つめてくるシーナに、湊は戸惑う。


    「これから、よろしく」


    　ぺこりと小さく頭を下げて挨あい拶さつした後、彼女は首を傾かしげた。


    「あなたと子供をつくりたい。できれば女の子がいいけど……どうしたらいい」


    「どうしたらって言われてもな……」


    　何と答えればいいのかわからず返事に詰まっていると、《始魔ヴアルプルギス》が後方から告げる。


    「まずは接せつ吻ぷんからじゃのう」


    「わかった」


    　シーナは頷うなずいて背伸びをし、顔を湊みなとに近づけてきた。


    「待──」


    　湊が動いたことで彼女の唇くちびるは頰ほおにちょんと触れるに留とどまる。


    「み、み、湊……」


    　だが照てる日ひはわなわなと体を震わせ、咲さく良らは口元に手を当てて顔を真っ赤かにした。


    「ひゅー、やるねえ色男」


    「あらあら、照日様が泣いちゃいますわよ？」


    　草くさ薙なぎと八や咫たは面白そうに煽あおり立て、ミカエルは「不潔だわ」と冷たい眼まな差ざしを向けてくる。


    　そんな中、シーナは自分のおなかを押さえて、湊にこう問いかけてきた。


    「──子供、できた？」
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    「こいつでいいのか、世現者ネビリムさんよ」

  


  [image: ]


  
    　飛ひ田だ蓮れん路じは、アジト内に音もなく現れた黒衣の男へ一冊の本を放り投げる。


    　男はそれを片手で受け取ると、パラパラとページを捲めくって中を検あらためる。


    「──間違いない。これこそグリモワールの原典……幻素イデア技術を追究した魔女たちの叡えい智ちが詰まった書。ご苦労だったね──君の働きに感謝しよう」


    「そんなもんが何の役に立つってんだ？」


    　労ねぎらわれながらも、蓮路は吐き捨てるように言う。


    　言わば今回、ライオットたちはこの本を手に入れるための囮おとり。それだけの価値があるとは到底思えなかった。


    「これはね、人類が前に進むために必要なものなんだよ」


    「前に進む？」


    「ああ、ライオット君が発展させた生体機神エクス・デウスの技術と、魔女たちが編み出した技法、そして十年前の成果が合わされば人は新たなステージに立てる」


    　男は高らかにそう告げた後、蓮路に問う。


    「君は、幻エ類ナを滅ほろぼすにはどうしたらいいと思う？」


    「そりゃ、一匹残らずぶっ殺すしかねえだろ」


    「──それはあまり現実的ではないね。間違いではないが、もっと明快な方法がある」


    　そこで一いつ旦たん言葉を切り、男は両手を広げた。


    「人間自身が神を凌しのぐ存在になればいい。生物的にすべてを凌りよう駕がすれば、劣れつ等とう種しゆは自然と駆く逐ちくされるものなのだよ──」

  


  
    　　あとがき


    



    　こんにちは、ツカサです。


    『熾し界かい龍りゆう皇おうと極きよく東とうの七柱特区アヴアロン』の二巻、いかがだったでしょうか。


    　今巻は湊みなとたちと第五特区の柱である《始魔ヴアルプルギス》のお話です。


    《始魔》の血族である魔女たちは全員女性であるため、登場人物の男女比率が一気に偏かたよった感があります。


    　夕ゆう薙なぎさんの描かれる《始魔》やシーナ、エキドナ、すごく魅力的でした。けれど唯一の男性新キャラであるライオットも滅茶苦茶カッコよかったです。


    　そんな男女比の影響か、今巻は一巻よりもラブコメ成分が少し増量しております。挿絵では表情豊かな照てる日ひや咲さく良らが見られて最高でした！


    　この作品は色々と初挑戦な要素が多く、一巻はかなり苦労しましたが、二巻は前よりスムーズに楽しく書けたような気がします。


    　今後も頑張っていけたらなと思っていますので、応援してくれると嬉しいです。


    　では謝しや辞じを。


    　担当のＩ様。私の段取りが悪いせいで色々とご迷惑を掛けてしまい、申し訳ありません。


    今後はもう少し余裕を持って執筆に取り組み、作品の完成度をより高めていきたいと思っております。これからもよろしくお願いします。


    　夕薙様。先ほども書きましたが、今回も素晴らしいキャラクターを描き出してくださり、ありがとうございます。


    　特に《始魔》の描写や設定は、夕薙さんのキャラクターデザインを見て深まった部分もあり、とても感謝しております。あと今巻も照日がすっごく可愛くて癒いやされました。やっぱり狐きつねっ娘こはいいですね！


    　そして最後に読者の方へ、心からの感謝を。


    　それでは、また。


    



    
      二〇一五年　四月　ツカサ　

    

  


  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。Ｂ型。


    わりと方向オンチなので、初めていく場所の下調べは欠かさない。手探りで進むしかない時は大抵迷うが、とりあえず行けるところまで行く性格。最近の趣味は遠距離からの猫観察。
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